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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　～ガールズトーク・タイム（お目覚め編）～







　足の速い夏の太陽はもう太平洋の水平線を高く離れて、カーテンをくぐった柔らかい光をホテルの一室に届けていた。

　近郊型リゾートホテルならではのダブルベッドを二つ並べた家族向けの大部屋だが、今横たわっているのは同じ年とし頃ごろの少女三人。昨夜カラオケで思いがけず盛り上がった疲れもあって、深い眠りの中に沈んでいる。

　予定のない宿泊だったため、全員自前のナイティではなく備え付けの浴衣ゆかた姿だ。

　ここの経営母体でもある天てん弓きゆう院いん記念財団の跡あと取とりである天弓院真さな愛えは薄い夏布団ぶとんの下で自然に身体からだを伸ばしたきれいな姿勢で、安らかな寝息を立てている。

　同じベッドで、布団からはみ出して身体を丸めているのは星ほし川かわ早少女さおとめ。夢を見ているのか端たん整せいな顔に楽しそうな笑みを浮かべ、本当なら頭の下にあるはずの大きな枕まくらを両手両足でぎゅっと抱きしめていた。

　もう一つのダブルベッドを一人で占領している氷ひ魚お鷹たか奈なは寝ね相ぞうが悪くて、完全に蹴け散ちらされた布団は床に落ち、手足は大の字に広げて浴衣も着崩し、大きく盛り上がった胸の谷間が丸出しになっていた。




　ピピピピ、ピピピピ。




　ベッドに組み込まれた時計が『７：00』の表示と同時に電子音を奏でる。

　真っ先に反応し、静かに瞼まぶたを開いたのは真さな愛えだ。

　しかし彼女の手はアラームのスイッチではなく、傍かたわらの早少女さおとめをそっと揺する。

「もしもし、早少女さん。起きてくださいますか？」

「……ん……。ふぁ……。え……？　あれ、真愛……？」

　枕まくらを放して上体を起こし、眠そうな目をごしごし擦こすってから頭をぶんぶん振る。

　どうして自分がここで寝ているのか、思い出すまで一拍必要だった。

　昨日、鷹たか奈なの海水浴を早少女と真愛が追いかけて無む理り矢や理り合流し、しかも不意の荒天で道路が不通になったため、急きゆう遽きよこのホテルに宿泊する事になったのだ。

「申し訳ありません。わたくしの代わりに時計の目覚ましを止めていただけませんか？」

「あ、そっか。ＯＫ」

　早少女の指がスイッチを押すと、即座にアラームは止まった。

「ありがとうございます」

　軽く頭を下げて感謝の言葉を述べる。どういう訳だか、真愛が触ると電化製品の類たぐいは故障してしまうのである。

「そんなお礼言われるほどの事じゃないけど、普段はどうしてるの？」

「家ではいつも壇だんさんが起こしに来てくれますので」

「あ、そっか」

　髪を櫛くしで梳すきながらさらりと答えた真愛に、早少女の頰ほおが緩む。

　ここにいる友達三人とも、平凡な女の子ではない。真愛は大富豪の跡あと取とりだし、鷹奈は天才空手家。早少女自身も現役声優だ。

　ただし、今はある意味でそれ以上に面倒で特殊な境遇にあるのだけれど。

「真愛は寝ね相ぞうもいいからうらやましいな。ボク、こんなところ、人には見せられないよ」

　乱れた浴衣ゆかたの前を合わせ、髪をさっと手櫛で整えながら早少女が笑う。

「いいではありませんか。芸能人として早少女さんは見られるという事に高い意識があるのでしょうけど、女の子同士友達同士なんですもの。何も気兼ねなさらなくても」

「うん。そだね」

「朝のご飯はどうしましょうか？　今回は本来のバイキングは用意できませんし、食堂ではなく部屋に運んでもらう事もできますけど」

「どうせだから持ってきてもらおうよ。せっかく広い部屋でテーブルもあるんだし」

「そうですわね。では、フロントにお電話をお願いできますか？」

「分かった」

「鷹たか奈なさん、鷹奈さん。もう朝ですよ。起きてください」

　早少女さおとめが受話器を取っている間に、真さな愛えは寝崩れた鷹奈の剝むき出だしになった肩を揺さぶって耳元に囁ささやく。

「ん……。ふあ、ぁ……」

　びゅんっ！

「きゃっ！」

　寝ぼけた鷹奈が伸ばした右みぎ拳こぶしを、真愛は咄とつ嗟さにかわす。

　正確に言えば真愛が自発的によけたのではなく、触れる前に拳けん圧あつに吹き飛ばされて尻しり餅もちをついたのだ。

　むしろもう少し威力が弱ければ、拳けん風ぷうに押されずに直撃していただろう。

　パンチが巻き起こした空気で真愛どころか離れた場所の早少女の髪、さらには窓のカーテンまでもがゆらゆら揺れていた。

「ふぁああ……。あ、真愛、おはよ。早少女も」

　目をぱちぱちしばたたかせて鷹奈がのっそり起きあがった。浴衣ゆかたは着ているというよりは身体からだにひっかけただけの状態で、脚のラインや胸元なんかは早少女以上に危ない事になってしまっている。















「び、びっくりしましたわ……。いきなりその……正拳を……」

　避よけた真さな愛えの顔は冷や汗で濡ぬれていた。

「ああ、ごめんごめん。あたし、寝ぼけてついやっちゃうんだよねー」

　言い終えると同時に、あくびで大きく口を開く。

「本当に寝ぼけていましたの？　よもや偶然を装よそおって……」

「そんな事ないってば。本当にうっかり。カズが起こしに来てくれた時も時々やっちゃって怒られるんだけどね」

　鷹たか奈なが何気なく口にした名前に、微妙な空気が漂う。

「そ、そうですか。一かず大ひろ様が朝、起こしに来るのですか……。早少女さおとめさんは先ほど寝起きの姿は他人には見せられないと、実にしとやかな事を仰おつしやってましたが……。失礼ながら鷹奈さんは少々女の子としての自覚が足りないのではありませんか？」

　微妙に抑よく揚ように欠けているのに、小こ刻きざみに震えている声。

「ん～。まあ、そうかも知れないけどさ。あたしとカズの仲だと今いま更さらって感じだしね。それにカズだって昨日、変に女らしくするよりあたしはあたしらしくしてる方がいいって言ってくれたし」

　勝ち誇ったように笑いながら、鷹奈は浴衣ゆかたの乱れはそのままに髪をいつものポニーテールに束ねる。

「まあ、一大と鷹奈は幼なじみだもん。お隣さんとしての親切でそのくらいは普通だよね。多分、特に意味があってやってる訳じゃなくて、昔からそうだっていうだけじゃないかな？　子供の頃ころの感覚の延長って事でさ」

　どんどん表情を失っていく真愛の隣で、早少女の方はぎこちない笑みで頰ほおをぴくぴくひきつらせている。

　八や木ぎ本もと一大──三人の共通の知人というか、それぞれの『ニセ恋人』。

　少なくとも表向きはそういう事になっている。本心がどうかは別問題として。

　そもそも三人がこのホテルで一緒になっているのも、一大がきっかけというか理由というか。彼自身は原因ではあっても責任はないのだけれど。

　その時、不意にメロディが響いた。音源は鷹奈のケータイだ。

「あ、カズだ☆」

　嬉うれしそうな笑顔で電話を取る。

　つい先日ちょっとしたアクシデントで壊れてしまって買い直したもので、機種を選んでもらったのも着メロも設定してくれたのも一大だ。

「もしもしっ」

『おはよう、鷹奈。珍しいな、もう起きてるなんて。友達に起こしてもらったか？』

「う、うん。まあ、そんなとこ」

『まさかとは思うけど、寝ぼけてパンチやキック出してないだろうな？　オレは慣れてるから何とかなってるけど、お前の蹴けりが当たったらただじゃすまないんだからな』

「は、はは……。大丈夫だってば、うん」

　まだ少し怯おびえている真さな愛えの顔を見ながら、鷹たか奈なが苦笑する。

　当の真愛と早少女さおとめは、漏もれ聞こえる一かず大ひろの言葉でさっきのアレが本当にいつもの事だと知って胸をなで下ろした。

『オレはメシ食ってからバスと電車で帰るけど、お前はどうする？』

「じゃああたしも……」

　言いかけてから、鷹奈は早少女たちの視線に気づいた。

　確かにここで一緒に帰ると、幼なじみのアドバンテージを活いかして一大と一緒の時間を過ごせる。ただしこの場でそれを明言すると、今度は早少女や真愛の横やりが入るかも知れない。ちょうど海水浴に二人が乱入してきたみたいに。

　一大自身はまだ『ニセ彼氏三件並行という事態が、鷹奈や真愛にバレている』事を知らない。ここで下手に動いてその事を知られるような羽目になったらむしろこちらが困る。

　焦らないと決めたのだし、ここは女の子は女の子だけで動いた方が得策だと鷹奈は判断した。どうせ夏休みは始まったばかり。自分の有利なターンはまだ続くのだから。

　それに他の二人に貸しを作ったような形にもなる。

「あたしは友達と一緒に車で送ってもらうから気にしないで」

『そうか？　じゃ、オレはオレで勝手に帰るからな』

「うん。じゃあ、また後でね」

　ちらりと他のふたりを見て『後で』を強調して通話を終える。

　仕事がある早少女や家の事情で忙しい真愛と違って、夏休み中に一大と一緒に過ごす余裕には幼なじみが最も恵まれている。

　満足した鷹奈がにんまり笑っていると、今度は別のところでケータイが鳴った。早少女の荷物だ。画面に表示されている名前は『八や木ぎ本もと一大』。

「も、もしもしっ！」

『おはよう、早少女。昨日は大変だったな。大丈夫か？』

「うん。ボクの方は特に何も」

　一大の認識では、早少女は『仕事の合間を見て息抜きに海水浴に来ただけ』という事になっている。道路不通の影響で一晩泊まる事になったけれど、仕事のスケジュールには差し支えないという話は昨夜電話で話してある。

「ボ、ボクは知り合いの車で帰るけど、一大は電車でしょ？　ラッシュにぶつからないようにした方がいいよ」

『ああ、分かってるって。じゃあな』

　簡単に挨あい拶さつだけ済すませて電話は終わった。

　自然と頰ほおが緩んだ早少女さおとめを鷹たか奈なが微妙な表情で見ている。

　一かず大ひろが心配して電話をかけるのは、鷹奈だけの特権ではないという事実が明らかになったのだから。

　そしてその二人を、真さな愛えが眉まゆ根ねを寄せて睨にらんでいる。

　一呼吸、二呼吸、三呼吸。

　何の音も鳴らない。

「……どうしてわたくしのところだけ電話がありませんの？」

　真愛自身の冷めた言葉が、沈黙を破った。

「そりゃ真愛、ケータイ持ってないからじゃない？」

「あ……」

　鷹奈の指摘で、真愛の瞳ひとみに光が戻った。

「それにこのホテルが真愛のところの系列だって一大も分かってるし、急に泊まる事になったボクたちに比べても別に心配する事なんてないからじゃないかな？」

「そ、それもそうでしたわね」

　真愛は電話機に触れられないので、家への電話もメイドの壇だんマツリに取り次いでもらうのが常だ。そしてこの海岸にも彼女が運転する車でやってきたのだが、一大は今回マツリと顔を合わせていない。

「わ、わたくしとした事がうっかりしていましたわ。べ、別に一大様がわたくしだけ気遣っていないという事ではありませんのですよね。ええ、そうですとも」

「ま、まあそれはそうだと思うよ、ボクも」

「カズは、そういう気配りを忘れる奴やつじゃないもんね。誰だれが相手でも」

　泣き出しそうな、怒ったような、拗すねたような──たくさんの色を混ぜると彩りを失って灰色になってしまうように、いろんな感情が交こう錯さくして無表情になりかけた真愛を他の二人が慰なぐさめる。

　別に強者の余裕という訳ではない。

　一大が気配り名人でいい人なのは事実だし、三人が親友なのも本当の事なのだから──少なくとも現状においては。

　ただし早少女がクラスメイト、鷹奈が幼なじみという事に比べれば、真愛が持っているバイト先の先輩後輩というのははかなく弱い絆きずなでしかない。ニセ恋人としても保護者である志し束づかに『将来を考えた相手』と紹介しているという点では強固だけど、『いずれキャンセルされ、消滅する仮かり初そめの関係』というのが建たて前まえだ。

　トントン。

　気まずい空気を、ノックの音が破った。

「お嬢様、星ほし川かわ様、氷ひ魚お様。お食事をお持ちしました」

　ドアを開け、ワゴンを押しながらマツリが入ってきた。もちろんきっちりとメイド服を着込んでいる。

「あれ？　ホテルの人じゃないの？」

「はい、氷魚様。本格開業前で人手が足りませんし、お嬢様のお世話は自分が担当するという事で」

　テーブルに並べられたのはトーストにハムエッグ、サラダとフルーツという簡素な洋風ブレックファストだ。ホテルのマーク入りのカップに、ポットから暖かい紅茶が注つがれる。

　お茶で少しは気持ちが落ち着いたのか。真さな愛えの口元に柔らかな笑みが浮かんだ。

　鷹たか奈なはあっという間に自分の分を平らげてしまい、物足りなそうに口元についたバターを嘗なめ取る。

「鷹奈、紅茶のお代わりは？」

　マツリの手元からポットを取り、早少女さおとめが訊たずねる。

「あ、もらおうかな。少しはカロリーの足しになるしね」

　指先から離れた小振りの角砂糖が二つ、ポチャンと琥こ珀はく色いろに沈んで溶けていく。最近のスタンダードはスティックシュガーだが、このホテルではゴミ減量化の意図もあってこれを使っている。

「ところで」

　マツリが真顔のままでいきなり口を開いた。

「さしでがましい事かとは思いましたが、さきほど八や木ぎ本もと様の朝あさ立だちについて確認いたしました」

　ぶっ！

　含んだばかりの紅茶が、鷹奈の口から噴射される。

　早少女もテーブルに口元を押さえて突っ伏し、ひくひく痙けい攣れんした。

　一人真愛だけがきょとんと目を丸くしている。

「まさか！　カズのその……あの……アレっていうか、ナニを見ちゃったの？」

「あ、あ、あ、あさ……その、朝……だちって……」

　うろたえる二人の声にも、やはり真愛は意味が分からず小首を傾かしげ、マツリ本人は平静を保たもっている。

「朝立ちとは、朝のうちに出発するという事です。ちゃんと国語辞典にも記載されております。八木本様がいつ頃ごろチェックアウトするのか、どのような交通手段を取るのかを確かめておいた方がよろしいかと思いまして」

「あ……。ああ、そっちの意味か。ははは……」

「何？　そういう言葉もあるの？」

「うん」

　鷹たか奈なに訊かれて早少女さおとめは肯うなずいた。

「もちろんその前にしっかりと朝あさ立だちをこの目で確かめましたし、余りにたくましいのでずっとあのままで収まらないかと心配もしましたが」

　ゴツンッ！

　顔を見合わせていた早少女と鷹奈がずっこけて、互いのおでこが激突する。

「み、見たの？」

「あ、あたしだって偶然でちらっと見ちゃったりしただけなのに？」

「鷹奈？　見た事あるの？」

「そ、そりゃお隣さんだし、子供の頃ころとか……って」

「子供の頃って、その朝……はしないでしょ？　何たって子供なんだし。あれって何歳くらいから起きる訳？」

「だ、だからそれは、その……朝ナントカじゃなくて、見たっていうのはそうでない平常運転っていうか待機モードっていうか……。それより今はあっちっ！」

　二人とも額を押さえながら、マツリの方へと向き直る。

「今朝の五時頃、また大雨がありましたが無事に収まりました。夕方ならば夕立ち、早朝ならば朝立ち。これも辞典に載っている言葉ですが何か？　たまたま自分は目が覚めておりましたので。ご覧ください。ちゃんと外には朝立ちの痕こん跡せきが残っております」

　確かに今度は『一かず大ひろの』とは言っていない。

　指さした窓の外では、確かにテラスの手すりなどが濡ぬれている。

　豪雨のせいでせっかく復旧した道路などがまた損傷しないかと気がかりだったと、マツリは付け加えた。

「で、でも雨でしょ？　普通『たくましい』って言い方する？」

「たくましいという形容は、何も肉欲──もとい、肉体だけに用いる訳ではありません。例えば『商しよう魂こんたくましい』のように勢いがあって強い、多少の事では挫くじけないという場合にも使用されます」

「そ、そうかなぁ……？」

　声優、即すなわち言葉のプロである早少女としては素直に納得は出来なかった。

　確かにそういう意味もあるが、あまりポピュラーな用法ではない。人や生き物の体や精神状態でなしに自然現象に使うだろうか。

「ところで壇だんさん、あなたのお食事は？」

　一人だけマツリの言葉を彼女の意図通り──と言っていいのやら──受け取っている真さな愛えは、うろたえたり恥ずかしがったりしない。穏やかな態度で訊たずねる。

「まだでしたら、どうぞ済すませてきてください。わたくしたちの食器は特に下げなくても、部屋の後始末の際に一緒にお任せしますから」

「いえ。自分は朝だちしてますので」

「今度は何ーっ!?」

　早少女さおとめが叫ぶ。

「朝食を絶っているという意味ですが、何かおかしなところでも？」

「おかしいよぉ。雨や出発と違って、普通はそんな風に言わないってば！」

　断言できる。少なくともその意味の『朝絶ち』なんて辞書には記載されていない。

「昨日は普通に食べていたのではありませんか？」

「本日目覚めた時に不意に朝あさ立だち──即すなわち朝に思い立ちまして」

「ああ、なるほど」

　かなり無む理り矢や理りなマツリの答にも、真さな愛えは微笑ほほえむだけだ。

「せっかく朝立ちが降らずに朝立ちできるのですから、自分が朝立ちした朝絶ちの事など気になさらず」

「ごちそうさまっ！　と、とにかくさ！　無事に帰れるんだからいいじゃん！」

　マツリの話を強引に断ち切って鷹たか奈なが立ち上がった。

「せっかくタダで泊まれたんだし、どうせなら出発前にもう一度お風ふ呂ろ入っていこうよ」

「うん。それがいいね。ほら、真愛も行こうよ」

　早少女も鷹奈の提案を受けて、真愛の手を引っ張る。

　これ以上マツリに話を続けられたらナニがどこまで行ってしまうのか見当もつかない。とにかく、この状況を強引に切り上げるのが一番だ。

　ただし世の中──というか人の気持ちには、無理にシャットアウトできない面倒な事だってあるのだけれど。





第１話　襲来、最強の敵？







　何だかんだでトラブル続きだった海水浴の日から夜が明け、八や木ぎ本もと一かず大ひろはバスと電車を乗り継いで家に着いた。

　一応朝のうちに鷹たか奈なに電話して確かめたら、彼女は友達の車で一緒に帰るという話だったので、こっちは一人きりの帰宅だ。交通の便が悪いビーチだから自家用車を使った方が楽だから、一大も同乗させてもらいたかったというのが本音だったりする。

（でもまあ、オレの知らない友達みたいな口振りだったし、そこに知らない男が割りこむのも不作法だしな）

　女の子は女の子同士で、男には聞かれたくない話だってある。そのあたりの気遣いは、嫌われないための必ひつ須す条件だ。

　特にこっちはニセ彼氏という立場なのだし。

　本当の恋人なら込み入った事情に踏み込むべきタイミングもあるだろうが、あくまで頼まれて引き受けたニセの恋人としては干渉できるレベルは限られる。

　心配して気遣い、見守るのは『友達』としてアリでも、本人が言いたくない事があるのならばいざ頼られた時に動揺しないように心構えをしておくのが精一杯。

　まあそんな訳で、今はゴチャゴチャ考えても仕方がない。

　とりあえずもう一寝しようか。

　ホテルのベッドは柔らかく快適だったけど、やはり枕まくらが変わると完全にはリラックスできない。楽しい反面、いろいろあって心身共に疲れちゃったし。

　そんな事を考えながら自宅の前にたどり着き、鍵かぎを出して差し込んだ時──。

「……ん？」

　鍵がかかっていない。

　一瞬、自分が忘れたのかとも思ったが留守を預かる一人暮らしなので戸締まりはしつこいくらいに確認するようにしている。しかもよく見ると、鍵かぎ穴あなの周りに細かいひっかき傷が何本か刻まれていた。

　まさか泥棒？

　この近所は治安がいい。何年か前、空き巣が夜回りしていた地元住民──鷹奈の父の鷲しゆう介すけにノックアウトされた事が新聞やテレビで報じられて以来、泥棒もチカンも近寄らないのだとか。

　しかし、それを知らない新たな犯罪者が狙ねらわないとも限らない。

　ノブをつかんで、ドアを開ける。

　余計な指し紋もんを付けないよう注意すべきだと気づいたのは、触ってしまった後だった。

　家の中に、荒らされた様子はない。

　ただ、玄関に見覚えのある靴が一足。

　それで一かず大ひろは状況を理解した。

「……ったく」

　ふぅっと息を吐き、階段を上って二階の自室に向かう。

　そこで目にしたのは──自分のベッドで安らかな寝息を立てている女の子だった。

　異様なシチュエーションだけど、一大はさほど驚かない。

　靴を見た時に想定していた通りの事だったから。

「こらっ！　二ふ美みっ！　起きろ！」

　三年から五年の期限付きで四国へと転勤した父親に、母と一緒にくっついていった中学三年の妹・二美である。

　多分、鍵かぎを忘れてきたのでピッキングして入ったというあたりか。

　改めて見回すと、ベッド以外にも異変があった。

「あぅわっ！」

　思わず叫んでしまう。

　床の上には脱ぎ散らしたＴシャツやミニスカートの下に、えっち本が散乱していたのだ。押し入れの奥、普段使わない古いカバンの中という二重の隠いん蔽ぺい工作で秘ひ匿とくしていたのに。

　考えるまでもなく、これを妹が掘り起こして見たという事か？

　中学生女子が読むようなものじゃないだろ、これは！

　厳密に言えば高校生男子だってダメな訳だが。

「ふあ……。あ、おにぃ、おはよ」

　本を片付けようとバタバタしたせいか、二美が目を覚ました。

　一度擦こすっただけで、すぐに寝ねぼけ眼まなこがぱっちり見開かれる。活動的で機転が利きく質たちと関係があるのかないのか。とにかく妹の二美は昔からやたらと寝起きがいい。

　タオルケットを跳ねのけ、ベッドの上で起こした身体からだを覆おおっているのは、白いブラとショーツ、それに面倒で履いたまま寝たらしいソックスだけだ。

　育ち盛りの一五歳。

　すっきりスレンダーな体型でも、膨ふくらむべきところはほんのり膨らんでいる。すらりと滑らかなラインで伸びた手足は体操か競泳のアスリートを思わせた。

「バ、バカッ！　さっさと服着ろ！」

　片手で目元を覆い、慌てて顔を逸そらす。

「あれぇ？　おにぃってば、妹の裸で興奮したりするのー？」

「そ、そーじゃない！　お前の方こそ年とし頃ごろなんだからもうちょっと恥じらえ！」

　スカートとＴシャツをひっつかみ、バックトスの要領で背を向けたまま放ほうり投げる。ついでに、その下に散らかされたえっち本も拾い上げる。

　すっと鼻筋が通っていて、くりくりよく動く大きな目は旺おう盛せいな好奇心と頭の回転の早さを強調している。両サイドで結んだ髪型も潑はつ剌らつとした性格によく似合っている。

　実際かわいいのだ、二ふ美みは。客観的な評価としては。

　ただしこっちはずっと一緒に育ってきた兄妹きようだいだ。今さらそういう対象として見る事なんてできない。何年も別々に暮らしていればひょっとしてこちらの気持ちも変わるかも知れないが、この前正月に帰省してたからたったの半年ぶりだ。

　別に自分じゃ欲情しなくても、兄としてはかわいい妹が開けっぴろげすぎるのは困る。変な男にでも目をつけられたらどうするんだか。

　だいたい我が家とはいえピッキングで侵入するあたり、器用で行動力がある反面、どうも油断が過ぎるというか規範意識に乏しいんじゃないか？

「他の人の前じゃ普通にしてるよ。でも家族の前でそんなかしこまる事ないじゃない？」

　まるで一かず大ひろの内心を見透かしたみたいに、二美が答える。

「それとも『いやーん、お兄ちゃんのえっちぃ』って言った方がよかった？　いっその事『お、お兄ちゃんになら見られてもいいよ』とかー？」

　わざとらしく鼻にかかった声を出して、けらけらと笑う。

「な、な、な、何を言ってるんだ、お前は！」

　やっぱり規範とか道徳とか、改めてきちんとしつけるべきか。

「おにぃ、相変わらず純情だねぇ。まだ彼女とかいないのー？」

　ぶっ！

　予期せぬ攻撃に、思わず吹き出す。

「えっち本の趣味も変わったっていうか、ちょっとフェチっぽいのが増えた？　コスプレ系っていうか。欲求不満？」

　ちゃんと服を着て、軽く体操なんかしながら二美が訊たずねる。

「だ、だいたい何でお前が隠し場所を知ってる？」

　元のカバンに本を詰め直しながらの一大の叫びは、どこか悲鳴じみていた。

「安心して。隠し場所気づいてるのはあたしだけで、パパもママも知らないから。普通にベッドの下とか引き出しの奥とかじゃないあたり一工夫って感じだけど、普段使ってない古いバッグが妙に出しやすい場所にあるのって不自然じゃない？」

　とは言っても普段は閉じてる押し入れの中だ。どうしてそこまでチェックしているのだ、妹よ──声に出して嘆きたい気持ちを必死に抑え込む。

「それにいくら自分のが使えないからって、オレのベッドで寝るか？　たまたま朝帰りだったけど、オレが夜中に戻ってたらどうした？」

　長期の不在なので湿し気けったりしないよう、二美の部屋のベッドは布団ふとんそのものを押し入れに上げてしまっている。

「別に……おにぃとなら一緒に寝てもいいよ」

「おい、お前っ？」

　いくら兄妹きようだいでもそれはまずい。

　小学生の頃ころならいざ知らず、今はもうお互い子供ではない。

「はははっ。じょーだん、じょーだん。おにぃ、まさか本気にした？　あたしがベッド占領してたら、おにぃは下の和室でパパの布団ふとん敷くとかするでしょ？」

　確かに寝ている妹をたたき起こすよりはそうする。完全に行動パターンを読まれている。

「まあ、あたしだっておにぃのお布団から変な臭においとかしてたらパスしてたけど」

「変な臭いって何だよ？」

「汗臭いのは当然アウトとして、万一他の女の子の臭いとかしてたら、さすがにあたしが寝ちゃったらまずいかなーって。これでもちゃんとおにぃに気遣ってるんだよー」

　また二ふ美みはいたずらっぽく笑う。

「お、女の子の臭いとか、そんなのするはずないだろ！」

　一か月も前のものが残っているはずはない。

　元来が一人暮らしの男子高校生としてはきれい好きな方だし、梅雨入り頃には運命の嫌がらせのせいで、この布団の中に女の子を押し込めてしまった事もあるし、別の女の子が勝手に寝てた事もある。

　以来、万一にも同様のアクシデントが起こっても女の子に嫌な思いをさせないよう、シーツはこまめに変えるようにしているのだ。

　気配りというよりは下心みたいな感じがして、ちょっぴり自己嫌けん悪おに陥おちいりつつ。

「……改めて思い起こすととんでもない話だよな、これって……」

「ん？　おにぃ、何か言った？」

「な、何でもないっ！」

「ふぅん……。ま、おにぃも健康な男子高校生でしょ？　しかも親が転勤で一人暮らし。彼女がいたら連れ込み放題だよね。でも、そういう痕こん跡せきもないし、えっち本も増えてるという事は相変わらず寂しいんだねー。あんなに彼女欲しがってるのに」

「か、彼女欲しがってるって何だよ、それはっ！」

　てってと軽快なステップで階段を降りる二美を追いかけながら訊たずねる。

　本心はずーっと隠いん蔽ぺいしていたはずだ。教室でも、一年以上誰だれにも気づかれない──というか気づいてもらえないくらい巧妙に。

「そんなの、見てれば分かっちゃうって」

　ダイニングキッチンの椅い子すに腰を下ろし、ねだるような上うわ目め遣づかいで答える。

「おにぃってば、昔から雑誌とかで女の子に好かれそうなファッションとか行動とかいっぱい研究してるし。頼まれてデートコースとか調べてるし」

「……どうして知ってる？」

　冷蔵庫を開け、戸棚の中身もチェックしながら一かず大ひろは答える。

　夏場は傷みやすい食料品の買い置きは抑えるのが生活のコツだから、あまりストックがない。とりあえず鍋なべに湯を沸かし、素そう麵めんを茹ゆでる。湯気が籠こもらないように換かん気き扇せんもスタート。低くさえずるモーター音。水蒸気が吸い込まれていく。

「独り言も時々聞こえてたし、パソコンの履歴見ればだいたい見当付くよー。おにぃ、ロック掛かけてないんだもん」

「お前なぁ……。オレにだってプライバシーはあるんだぞ」

　野菜室に残っていたネギを刻みながら答える。

　一応こっちは妹の人格を尊重して、必要以上の事には立ち入らないようにしているというのに。えっち本の件もそうだが、兄が必死で隠そうとしている事など、妹には全すべてお見通しなのか。

「おにぃはさ、マメだし清潔感もある。優しくて見た目だって悪くない。でも誰だれからも嫌われないように、みんなにまんべんなくいい顔してるからダメなんだよー」

　グサッ！

　己の胸に剣が突き刺さるのを幻視する。

「女の子だって一人ずつ考え方も好みも違うんだから、どの女の子にも嫌われないっていうやり方じゃ、誰にとっても最高の一人にはなれないよねー」

　グササッ！

　交差するように二本目が突き立った。

「それにねー、女の子って『みんなのいい人』じゃなくて『自分だけを特別に好きな人』がいいんだよ。誰にでも同じようにいい顔してる男って、つきあっても自分の方見てくれないんじゃないか、すぐ浮気するんじゃないかって思っちゃう」

　グサササッ！

　三本目が命中。

「しかもおにぃ、彼女欲しいくせに自分から特定の誰かにアタックするだけの気合いはなくて『好かれるような態度取ってたら、誰かが告白してくれないかなー』って生ぬるい事を考えてるでしょ？」

　グササササッ！

　四本目は柄つかの根本まで深々と刺さり、心臓を直撃した。

「それって結局さぁ。『自分がこの人を選んだ。好きになったんだ』って責任は背負いたくないけど、彼女と楽しいコトだけしたいって都合いい夢みてるだけなんだよねー」

　グサスパーンッ！

　もはや胸に突き刺さるどころではない。

　クリティカルで首を落とされた気分。

　残りヒットポイントとは無関係の即死属性攻撃。

　キッチンシンクの縁に左手をついて身体からだを支え、右手で心臓の位置を押さえてぜぇはぁと荒く息を継ぐ。

　生きているのが不思議なくらいの威力だった。

　このままではいけない。どうにか反撃しなければ。

「お前の方こそどうなんだ？　彼氏くらいできたのか？　そういう口の悪いところ直さないと嫁に行けないぞ」

　よし──心の中でガッツポーズ。

　逆転できたとまでは思わないが、これで一いつ矢しは報いたはず。

「前にも言ったでしょ。周りの男の子なんか子供っぽくて相手にしたくないって。あたしにとって恋愛っていうのは、自分でやって楽しむものじゃなくて観察して面白がるもの。もちろんおにぃの恋愛もねー」

　しかし妹は平然と答える。

　一切ダメージを受けた様子はない。

　装甲が堅いとかヒットポイントが多いという話ではなく『兄属性攻撃完全無効化』能力の持ち主だ。イベント技以外は通用しない。

「どうせおにぃだって結婚できそうもないし、あたしもお嫁に行けなかったらずーっとおにぃの面倒見てようかなー？　恋人っていうか奥さん代わりに」

「な、ななな、何を言うか、お前はっ！　オレは家事全般自分でできるから大丈夫っ！　間に合ってるから！」

「あはははははっ。これも冗談だってば。おにぃってば面白ーい。いちいち全部本気にしちゃってさ。受け身のくせにちょっとつっこまれるとすぐ余裕なくなってテンパっちゃうのも弱点だよー。女の子が甘い顔で近寄ってきたらすぐ舞い上がって、裏とか考えないんじゃない？　デート商法とか出会い系サギとかに引っかかりやすいタイプ」

　はい。その通りです。

　見事に引っかかりました。

　そのせいでややこしい事になっています。

「……分かった。っていうか、それはもうお前に言われるまでもなく分かっているから、そこらでストップしてくれ。言葉の威力に殺されそうだ」

「ふぅん。おにぃも分かるようになったんだ？　誰だれか教えてくれたのー？」

「べ、別にお前が気にする事じゃないっ！　高校生ともなればいろいろあるんだよ、いろいろとな！」

　今の一かず大ひろには、妹の指摘の正しさが骨身に染みる。

　彼女──実際にはニセ彼女──ができた後で、クラスの女子からも『待ちの姿勢、受け身の態勢が問題だった』と指摘されたし。

「世の中見回すと、おにぃよりずーっとレベル低くて気も利きかないけど、ちゃんと彼女作ってる男の子なんていっぱいいるでしょ？」

　それは知っている。

　レベルとか気が利かないとか断ずる気はないけれど、校内で取り持ってきたカップルの中には客観的に見れば『これはどうよ』と思われそうな組み合わせだってある。

「個性なんていうと大げさだけど、その人なりのキャラがちゃんと立ってて、態度もはっきりしてたら惹ひかれる女の子はいるモンなの」

　破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶた、蓼たで食う虫も好き好き──昔から言われている事だ。

「分かってたなら、もう少し早くアドバイスして欲しかったぞ、オレは」

　そうしたらもうちょっとスムーズに普通の彼女を作れて、ニセ恋人三人なんていう泥沼にははまり込まなかったのだ。

　いや。そうやって出来た本当の彼女が、早少女さおとめや真さな愛えや鷹たか奈なよりも魅力的という確率は低いのだけど。

「ええーっ？　だって男同士女同士だったらともかく、兄と妹で恋バナするのってなんかキモくない？　実際に彼氏彼女がいてその人の事を話すのはまだギリギリでアリだけど、抽象的な恋愛談義とか勘かん弁べん」

「……それもそうか」

　早めの助言をもらっていたら現状は全然違っていただろうけど、じゃあ妹に色いろ恋こい沙ざ汰たの相談をしたかったかと言うと、それはそれでかなり恥ずかしい。逆に二ふ美みの方から話を持ちかけられても対応に困る。

　ましてや彼氏がいるかいないか根ほり葉ほり訊たずねたりしたら、それはもはや兄貴というより『娘を嫁にやりたくない困ったお父さん』だ。

「ほれ。好きなだけ食え。オレは外で済すませてきたから」

　流水で冷やした素そう麵めんを氷と一緒にザルに盛り、麵めんつゆのガラス小鉢、刻みネギとチューブから絞ったおろしショウガの小皿を添えて差し出す。

「はい、いただきまーす。そういえばおにぃ、外泊だったんだよね。どこ行ってたの？」

「べ、別にどこでもいいだろ！」

「彼女はいないし、男友達と遊んでたってあたり？　高二の夏休みだもんねー」

「ま、まあな」

　勘違いしているのならそのままでいい。ニセ彼女が三人もいて、それに振り回されているなんて事実を伝えるよりは。

　何しろ事情がこじれにこじれまくっていて、一かず大ひろ本人ですらスムーズに説明する自信なんてない。

「お前の方こそ何しに来たんだよ？」

　自分のコップに牛乳を注つぎ、二ふ美みの向かいに腰を下ろす。

「あたしも来年は高校でしょ？　だったらこっち戻ってきて、おにぃと一緒に暮らすって選択肢もある。その下見もあるし、ママとパパからも家の様子見てこいって頼まれたし。ま、相変わらず家はきれいにしてるし、ちゃんと自じ炊すいしてるみたいだから安心かな？」

　父の転勤は担当するプロジェクトが完了するまでという期限つきだ。だから自宅もそのままで、高校入学が決まった一大だけが残る事になったのである。

　予定通りならば二美が高校在学中にまた引っ越す事になるので、転校したり女の子を一人暮らしで残したりするよりは、入学のタイミングでこっちに来るというのはアリだろう。

　もしそうなったら、炊すい事じや掃除も少しは分担してもらわないと困るが。向こうが要求しないうちに察して、さっさと素そう麵めんを作ってしまう自分にも問題はあるけれど。

「それに田舎だと、せっかくの夏休みでも遊べるところ少なくてつまんないもん。ママたちの目も届かないし、思いっきり羽伸ばそーっと」

　素麵をすすりながら、二美は笑う。

「お前がそんなんだから、親父おやじたちもこっちに残さなかったんだよ」

　よく言えば聞き分けがいい、悪く言えば小心な一大と違って、二美はちゃっかりしていて奔ほん放ぽうな性格だ。それこそ我が家にピッキングで侵入して、兄のベッドで勝手に寝てしまうくらいに。しかも要領がよく最小限の予習復習で高成績をキープできるので、空いた時間に遊び歩くのが大好き。

　そんな風に考えながら牛乳を飲んでいると、不意に玄関から声が聞こえてきた。

「おっはよー！　カズ、帰ってるの？　キッチンの換かん気き扇せん回ってたけど、何か作ってんなら食べさせてよ」

　こっちの返事を待たずに上がり込んでくる。

　ニセ彼女のひとり──氷ひ魚お鷹たか奈なだった。

　そのまま真まっ直すぐにダイニングキッチンへと踏み込んで来た。

　素麵をすすってる二美と、元気よくドアを開けた鷹奈。

　二人の視線が、一大を挟んで絡み合う。

　一瞬、空気が凍結した。

「ま、待てっ、鷹奈！　これは別にその……っ！」

「え？」

　咄とつ嗟さの言い訳が思いつかなくて闇やみ雲くもに両手を振り回す一大に、鷹奈はきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「何やってんの、カズ？　二ふ美みちゃん、久しぶり。お正月以来だね」

「あ……。そ、そうそう。そうなんだよ、うん」

　こめかみのあたりに浮かんだ冷たい汗がすーっと引いていく。

　親同士が仲良しで家族ぐるみのつきあいを続けてたのだから、当然鷹たか奈なと二美だって知り合いだ。子供の頃ころは三人で一緒に遊んだりもした。

　いつの間にか『他の女の子と一緒にいるところをニセ彼女の誰だれかに目撃されたら、とにかくごまかさなければならない』というのが習慣になってしまっていたらしい。

「やほー。たかなん、久しぶり……ん？」

　昔ながらのあだ名で呼んだ後、二美は鷹奈の頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまで、三度ほど視線を往復させる。

「どうかしたの？」

「たかなんがウチに来るのに、ジャージじゃないって珍しいなーって思って。前は夏でも穿はき古しのハーフパンツとＴシャツとかだったでしょ？」

　にんまりと笑う二美。

　中学時代のジャージを普段着兼寝間着にしていて、お隣さんに顔を出す時はその格好のままというのが鷹奈のパターンだった。

　少なくとも、この春までは。

　今の鷹奈は肩口が広く開いた白いカットソーに、ダメージ加工をしたデニムのショートパンツ。一かず大ひろと一緒に買いに行った昨日の服とは違う、今までのワードローブで彼女なりにコーディネイトしたスタイルだ。

　つまり帰宅してからわざわざ着替えてきたという事になる。

「い、いいじゃない。あたしだって……その、年とし頃ごろなんだし、少しはおしゃれくらいするようになったのっ！」

「隣の家に顔出すだけでおしゃれねぇー。たかなん、前はあたしがどんなに勧めてもめんどくさいって言ってたのに」

　実際、鷹奈が中学に入ったあたりから二美はしつこく言っていたのだ。せっかくいい素材なのに着る物に無む頓とん着ちやくなのはもったいないと。

　それをずーっとスルーしてきた鷹奈が最近になってようやくファッションに興味を持ち始めた。それだけじゃなく、多分色いろ恋こい沙ざ汰たにも。多分、百ゆ合り趣味の後輩に迫られたのがきっかけで。

　せっかくのおしゃれを隣の家に着てくるのが妙と言えば妙だが、まあ凝こり出したばかりだから誰でもいいから見せたいのだと思えば納得できる。鷹奈にとって身近な異性は自分しかいない訳だし。

　そんな風に一大はあっさり納得したのだけれど、鷹奈本人は妙に頰ほおが赤い。それを見ている二ふ美みの唇の両りよう端はしがますますつり上がっていく。

「そういえばおにぃもたかなんも、ちょっと日焼けしてるね？」

「……そりゃ夏だからな」

「う、海に行ったら、このくらい焼けるよね、普通っ！」

「おいっ！」

　一かず大ひろは極力さりげなくスルーしようとしたのに、鷹たか奈なの方はうっかり口を滑らせる。

「ふぅん。同意を求めたっていう事は、二人で一緒に海に行ったって事だよね？　しかも泊まりがけで」

「泊まりがけって言っても二美ちゃんが想像してるみたいな事なかったから！　日帰りのつもりがアクシデントで帰れなかっただけで！」

　早口で説明する鷹奈の姿に、一大は頭を抱える。

　確かに事実はその通りなのだけど、何もわざわざ言う必要はないのに。

「なぁるほどねー」

　ぴしっ！

　にっこり笑うと、二美は右手の人差し指を一大に向けた。さらに左の指を一本立てる。

「ポイントその一。たかなんが来た時、おにぃは慌ててあたしの事をごまかそうとした。つまり他の女の子と一緒のところをたかなんには見られたくないって事だよね。あたしとたかなんが顔見知りな事も忘れるくらいに焦っちゃった訳だ」

　どうして焦ってしまったかというとニセ彼氏を三件同時進行していて、ニセ彼女と一緒のところを他人に目撃されて大ピンチというのを何回も経験しているからである。

　次に鷹奈を指しながら、左は二本目を伸ばす。

「ポイントその二。たかなんが今までにないくらい服装に気を使ってる。単に隣に顔を出すだけなのに。もちろんたかなんはあたしが帰ってきてるのを知らなかったんだから、おにぃに見せるために気合い入れたとしか考えられない」

　そしてうろたえる二人の間でリズミカルに指を振りながら、左の三本目をピンと立てる。

「最重要ポイントその三っ！　二人で昨日一緒に海に行った。おにぃとたかなんは中学以降学校も違うし、共通の友達なんていないはず。という事は二人っきりだよねー？」

「えっと……ま、まあその通りだ」

　一大としては、ここは肯定するしかない。

　共通の友達が二人いるけれどその二人ともニセ彼女だとか、出かけた時は二人だけなんだけど現地で一大は入れ替わり立ち替わり他のニセ彼女の相手もする羽目になっただとか、こんな事実は説明したら墓ぼ穴けつを掘り下げるだけだ。

　二美だけでなく、鷹奈に知られてもマズい。

「そっかぁ。おめでとう！　おにぃも、たかなんも！　ようやくつき合うようになったんだねー！」

　パァッ！

　あっという間に近くに置いてあった宅配ピザのチラシを細かくちぎり、紙かみ吹雪ふぶき代わりに撒まき散ちらす。

「あー……それは、その……」

「う、うんっ！」

　一かず大ひろが返答に窮している間に、鷹たか奈なの方が全力で肯うなずいて二ふ美みの推測を肯定してしまった。

「やっとかぁ。まあいつかはこうなると思ってたけど。うんうん。あたしね、これでも心配してたんだよ」

　テーブルに肘ひじをつき、組んだ手の上に笑顔を乗せる。

「おにぃは彼女欲しいって思ってるくせに明後日の方向で努力を空回りさせてるし、たかなんはそっちにぜんぜん興味なさそうだし。最悪のパターンはこのままどっちも普通の恋愛なんかできないままずーっと年を重ねて、そろそろヤバいっていう年齢に差し掛かかった時に両方の親が心配して『仕方ないし手近なところで余ってる同士をくっつけるか』って感じで結婚しちゃうんじゃないかって」

「……お前は兄貴に対して、そーいう事を考えてたのか？」

「うん☆　さっきも言ったけど、おにぃって彼女欲しがってるくせに、自力でゲットするのはぜーったい無理だと思ってたもん」

　二美は無む邪じや気きに肯いた。

「ほら、ヒキオタプーの主人公のところにキューピッドの女の子が居い候そうろうして、当人たちは認めないけど周囲の認識は成り行きでずるずるつきあっている倦けん怠たい期きカップルってマンガがあるじゃない？　あんな関係になるんじゃないかって」

　実に嫌な想像だけど、改めて考えてみれば妙にリアリティのあるシチュエーションだ。

　少なくとも一大自身のやってた事が見当外れで、あのままだと彼女ができそうもなかったのは事実だし、鷹奈が恋愛にほとんど関心がなかったのも確かなのだから。

　しかし実態は本当の恋人ではない。

　あくまでもニセ彼女。

　面倒な真実をきちんと説明した方がいいのか。

　それともこのまま勘違いさせておいた方がいいのか。

　一大のクラスメイトやら天てん弓きゆう院いん家の関係者やらと二美がばったり遭遇する危険性は小さいので、とりあえず鷹奈周りの問題だけ認識させておけばいいのか。

　迷っている間に、やはり二美の方が先に動いた。

「はい、ここで質問。たかなんとしてはただの幼なじみから本当に好きだって気持ちが切り替わったのはいつ？　どんな風に告白したの？」

　まるでワイドショーのレポーターのように、架か空くうのマイクを握にぎった手を鷹たか奈なに向かって突き出す。

「おいっ！　鷹奈の方から告白したのは既定路線か？」

「だっておにぃはそーいう決断絶対下せないタイプだもん。嫌われないよういい顔して、女の子の都合に振り回されるのが基本」

　当たっているだけに何とも言えない。

　しかしこのインタビューはマズい。

　言っては何だが鷹奈はあまり機転が利きく方ではないし、適切なストーリーをでっち上げられずややこしい事態を引き起こすかも知れない。

「え、えーっとさ。実はあたし、学校の空手部で後輩の女の子に言い寄られちゃって……。それで、その娘こに諦あきらめてもらうためにカズに彼氏役頼んだんだ」

　あれ？

　これは単なる事実の説明だ。

『本当につきあっている』という誤解を解いて『ニセ恋人』だと告白するのだろうか。

　それなら話はきれいに納まるのだが。

　期待で思わず身を乗り出す。

「それでつきあうフリしているうちに、カズって結構いい男なんだっていうのが分かったっていうか……まあそんな感じで……。ま、まああたしとカズってば昔からずっと一緒だったし、いずれはこんな風になっちゃうのが自然だったんだよね、うん」

　微かすかに頰ほおを染め、指先をもじもじと絡ませながら、鷹奈は答えた。

　なるほど──一かず大ひろも納得する。

　これなら事実に最小限の脚色を施しただけだ。

　確かにいっそ『本当につきあってる訳じゃない』と打ち明けてしまうという選択肢もあるのだけれど、今からもう一度裏返したらかえって説明の辻つじ褄つま合わせが面倒になる。

　それに、ささやかながら兄としての見み栄えとかプライドだってあるのだ。

　恋人がいないままと妹に侮あなどられっぱなしより、鷹奈とつきあっているというシチュエーションで押し切れるならそれでいいじゃないか。鷹奈本人も乗り気なんだし。

　そんな風に考えている間に、鷹奈は一大の隣の椅い子すに腰こし掛かけて飲みかけの牛乳に手を伸ばしてあおる。伸びた白い喉のどが小こ刻きざみに動く。

　このあたりは、家族同然の気楽さだ。

「腹減ってんならちょっと待て。今、お前の分の素そう麵めん茹ゆでるから」

「うん」

　口元の白い汚れを指の腹で拭ぬぐい、鷹奈が微笑ほほえむ。

　どうやら昨日までの変な緊張は取れているようだから、その点は一安心か。変に気取ったりお上品にしてるより、この方が鷹たか奈ならしくていい。

「何かもう、夫婦みたいな感じだよねー。たかなんが当主として道場継いで、おにぃは主夫兼経理担当でいいんじゃない？　おにぃは特に将来の夢とかなさそうだし」

　再び鍋なべに向かった一かず大ひろの背に、二ふ美みの声が届く。

「ま、待て、二美！　その……鷹奈とオレの件だけどまだ誰だれにも内緒だぞ。周りに喋しやべったりするなよ！」

「あたしに教えなかったんだからうちのママとパパは当然として、鷲しゆう介すけおじさんと顕あけ美みおばさんにも？」

「その二人には特にだ！」

　追加の素そう麵めん一式をテーブルに並べながら一大は叫ぶ。

　危険なポイントを一個思い出してしまった。

　鷹奈の両親は二人がつきあっている事──ニセだけど──を知らない。妙に協力的な顕美おばさんはともかく、鷲介おじさんに知られたら泥棒をノックアウトしたパンチやキックが飛んでくる。

「そ、そうだね。今のところは。まあその内に、あたしのパパとママにもちゃんと言わなくちゃいけないんだけどね」

　鷹奈もそれなりに話を合わせてくれた。

　もちろん言葉の額面通りではなく、いわば『設定の確認』というだけの話だろう。

　あくまでも学校の後輩にアピールするためのニセ恋人関係。つきあっていると親が認識したら洒落しやれでは済すまなくなってしまう。

　何しろ真さな愛えのケースという前例があるし。

「たかなん、知ってる？　おにぃって結構えっち本とか持ってるよー。それもヘンタイっぽい路線の奴やつ」

「だ、だ、大丈夫っ！　あたしもそれ知ってるっていうか、カズがあーいうのにハマっちゃわないように頑張るからっ！」

「うんうん。ファイトだよ、たかなん。あたしも応援するから」

　テーブルを挟んで互いに身を乗り出し、鷹奈と二美ががっしり両手を握にぎりあう。

　頑張るって何をだ？

　応援ってどうする気だ？

　反射的に一大の脳のう裏りをよぎったイメージは、またしてもマラソン級の距離を鷹奈に引きずられて走らされる自分と、チアリーダー姿で無責任に声援を送る二美の姿だ。

「たかなん、せっかくいいモノ持ってるんだから、これを活用しておにぃを誘ゆう惑わくしまくればいいんだよ」

「ひきゃんっ！」

　いきなり二ふ美みが乳ち房ぶさをつかんだせいで、鷹たか奈なが変な声を上げる。

「あははっ、ごめんごめん。でもたかなん女子校だし、このくらいは慣れてるでしょ？」

「な、慣れてるっていうか、やられた事はあるけど嫌なものは嫌なのっ！」

　予期せぬシーンが目の前で繰り広げられ、一かず大ひろとしては赤い顔のまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない。

　百ゆ合りっぽい後輩の言動は目まの当あたりにしているけれど、もちろん女子校の実体なんてフィクションでしか知らないのだし。

「と、ところでさ！　二美ちゃん、いつまでこっちにいるの？」

　体を引き、両腕で胸をガードしながら鷹奈が訊たずねる。薄着の上から押さえつけているので、かえって自然に歪ゆがんだバストの大きさと柔らかさが強調されるポーズだ。

「んー。二週間くらいはいるつもり。こっちの方が楽しいしー」

「じゃ、じゃあさ。時々はあたしの買い物とかにつきあってよ。服とか、いろいろ教えて」

「うん、いいよ。たかなんの気持ちは、よーく分かるから」

「よく分かるって何だよ？」

　自信満々に答える妹に、一大は訊ねた。

「あ～あ、それだからおにぃは彼女ができなかったんだよ」

　大げさに肩をすくめる二美。















「たかなんのセンスを見ると、おにぃがアドバイスしてるんでしょ？　確かに悪くないけどさ。女の子って好きな人にはきれいな自分を見せたいのは当然。でもそのきれいさって、いつも通り予想通りじゃなくて『意外に素敵な自分』なの。たかなんだって、当人に選んでもらった服ばっかりじゃおにぃをびっくりさせられないでしょ！」

　得意げに解説する二ふ美みに、一かず大ひろは微妙な苦笑を浮かべるしかなかった。

　その程度の事は『みんなのいい人』『クラスのキューピッド』として当然知っている。

　ただしその前提が成り立つのは、鷹たか奈なが本当に一大に恋愛感情を抱いている場合だけだ。あくまで必要に迫られただけの仮かり初そめの関係なのだから、一大相手に鷹奈が気き張ばる理由なんてないはず。

　鷹奈も今は本当に好きな男性はいないという話だし、現状はただコーディネイトの相談役チェック役として一大を利用してるだけだ、きっと。

　自分もそれなりに勉強している自じ負ふはあるけれど、やっぱり二美の方が女子のファッションには強い。下着とか、男では相談に乗れない分野だってある。

　それに一大一人だけでは二美を持て余しそうだ。鷹奈にも相手をしてもらえれば大いに助かる。

「まあ、それならそれで二人で行ってこいよ」

「じゃあ、彼氏公認でたかなん借りちゃうね。あ、それとも『おねーさん』って呼んだ方がいい？」

「お、おねーさん……？　そっかぁ。あたし、二美ちゃんのお義ね姉えさんになるのかぁ……ふふっ！」

　単なる偽装工作の延長のはずなのに、鷹奈は妙に嬉うれしそうだった。

『おねーさま』は全力で拒否するけれど『お義姉さん』は構わないらしい。

　女心はそれなりに知っているつもりの一大だけど、妹の指摘と予想外の鷹奈の態度で、ちょっと自信が揺らいでしまいそうだ。





第２話　ストレンジ・コンタクト







　ちょっと強引だったけど、あの日海に行ってよかった──早少女さおとめはそう考えている。

　何しろあの後は一週間ほど仕事が忙しくて、なかなか自由な時間が取れない。しかも量だけではなく、仕事の質が変わった実感もある。

　アニメ本編のアフレコはもちろんグラビア撮影なども増えたし、何よりイベントなどで直接人前に出る事が多くなったのだ。今までは基本的に見知ったスタッフや共演者にフォローしてもらう事がほとんどだったが、見知らぬ人に囲まれ、リアルタイムで必要なリアクションをしなければならないというのには慣れていない。

　学校で『演技』をするのだって、クラスメイトの人となりを知っているからこそスムーズにこなせるのだ。

　昨日もラジオの公開録音。

　早少女はゲストで、メインパーソナリティは主役を演じている先輩声優。

　もちろん駆かけつけたファンも大半はその人目当てだが、中にはグラビアや公式サイトで『さつきほしみ』に注目している人もいて、名指しの応援メッセージなども届いた。

　嬉うれしい反面、たくさんの見知らぬ人に囲まれるというのはやはり気疲れしてしまう。

　単純にスケジュールが埋まっているだけでなくリフレッシュにも時間がかかり、夏休みという事もあって長寝しがちになっている。

「ふぁ……」

　マンションの自室。既すでに高く上った日の光が顔に当たり、早少女はゆっくりと瞼まぶたを開く。

「あっ！　お姉ちゃん、おはよう」

　キッチンの方から声がする。

「え？　ああ、鈴りん音ねか」

　寝ぼけた頭で思い出す。

　仕事が忙しいせいで家事が片づかないと軽く愚ぐ痴ちったら、夏休みを利用して妹の鈴音が泊まりがけで手伝いに来てくれたのだ。

　どういう心境の変化か。前はあんなに嫌がっていたメガネだが、今日はレンズ大きめのものをかけている。だからこそ安心して家事を任せられるのだけど。

「もうお昼近いけどご飯どうする？」

「ん～。食欲は普通にあるし、がっつり食べたい」

「お仕事のためにも、体力つけてスタミナつけて元気出さないといけないもんね。ＯＫ」

　エプロン姿の鈴音は冷蔵庫からストックの食材を取り出し、手早く調理する。

　ブルーベリージャムを塗ぬったトースト。ヨーグルトサラダ。それにベーコン＆スクランブルエッグ。飲み物は早少女さおとめがアイスカフェオレで、鈴りん音ねの方はオレンジジュースだ。

「ありがとね。夏休みなのに変な事お願いしちゃって」

「ううんっ！　変な事なんかじゃないよ。お姉ちゃんのために粉ふん骨こつ砕さい身しん、お手伝いして、尽くして、働くのはあたしにとって何よりの喜びだもんっ！　ハッピーでラッキーでワンダフルだよっ！」

「そ、そうなの……？」

　あまりにハイテンションな妹に、早少女はちょっと引いてしまう。

「さ、食べて食べて。お姉ちゃんのために、あたし料理の特訓して練習して稽けい古こしたんだからっ！」

「じゃあ、いただきます。鈴音はいいの？」

「あたしは朝も食べたからトーストだけで。あ、お洗濯は済すませておいたから」

「うん。ありがとうね」

　口に入れるとスクランブルエッグはちょっと火が通りすぎているけれど、ベーコンはきれいにカリカリに焼き上がっていて早少女の好みに合う。このあたりは、さすが家族だけあってよく分かっている。

　バスルームの方にちらりと目を向けると、洗ったばかりの下着が吊つるしてある。高い階なのでベランダでも盗まれる恐れはないけれど、遠くからでも見られるのが嫌なので基本部屋干しなのだ。

「あと、お掃除も」

「ありがとう……って、机の中とか見た？」

「ううん。だってお姉ちゃんがそこには手を付けないでって言ってたじゃない。もちろんパソコンにも触ってないし。あたしはお姉ちゃんの言いつけは絶対に、確実に、断固として守るよっ！」

「そ、それならいいの、うん」

　ニセ彼氏を承知させる時に使った動画ファイルとか、芝居の稽古として録とった音声とか、借りっぱなしで返していないハンカチとか、いくら妹でも知られたくないものがある。

「こうして見るとお姉ちゃんの部屋、ちょっと変わったよね」

　早少女の視線を追うように、鈴音もあちこちと眼まな差ざしを巡めぐらせる。

「そうかな？」

　一か月前の『謎なぞの美少女Ｘ』事件の時はバタバタしていてよく見るヒマはなかっただろうけど、その前に鈴音が遊びに来たのは春休みの三月末。その頃ころから特に模も様よう替がえなどはしていない。せいぜい『幻げん葬そうのソワレ』の番ばん宣せんポスターが増えたくらいで。

「ほら、あれ」

　鈴音が指さしたのは、机の上に置かれた写真立てだった。

「あ……」

　早少女さおとめの頰ほおが微かすかに火ほ照てる。

　中に入っているのは、ケータイで撮ったものをプリントアウトした一かず大ひろの笑顔だ。

　これは隠す必要がない。

　恋人同士なら飾っていても当然の、ありふれたポートレイト。

「その……あたしもちょっと先走って変な事しちゃったけど、お姉ちゃんに素敵な彼氏ができてよかったと思うよ」

「ありがとう」

　本当は『彼氏』ではない。少なくとも今のところは。さすがにその事を妹に説明する訳にはいかないけれど。

「一大さんって、ここに遊びに来たりするの？」

「そ、それは……まだだけど。彼、紳士だし、そういうところは節度あるから。あ、でもボクの方が一大の家に行った事ならあるよ」

　照れ隠し半分にサラダを頰ほお張ばる。

　コスプレ衣装抱えて、ベッドの上に押し倒して、最後には彼のベッドに潜って布団ふとんの上から座られたりした。

　始めて感じた、自分を包み込む男の人の匂い。















　思い出すと、頭の芯しんがぼうっと温かくなる感じがする。

「せっかく夏休みなんだし一かず大ひろさんとデートとかしないの？」

　子供っぽいけれどもう中三。彼氏がいるという事に憧あこがれるのか。羨うらやむような上うわ目め遣づかいで鈴りん音ねが訊たずねる。

「う、うん……。だって仕事があるし。一大だってボクが『幻げんソワ』に賭けてるのは知ってるしね」

「でも、本当はお姉ちゃんだって会いたいんでしょ？」

「も……もちろんそうだよ。だけどせっかく一大が応援してくれているんだし、ボクが仕事の方を疎おろそかにしちゃいけない」

　鈴音には内緒だけど、そもそもが役者としての勉強のためにニセ彼氏を依頼したのだ。仕事そっちのけで彼の事ばかり考えていたら、それこそ本末転倒になってしまう。

　どんなに会いたくても、その一線だけは守らなくては。

　彼に大切にされる資格さえ失ってしまう。

「でもさ。忙しくても電話するくらいはいいんじゃないかな？　きっと一大さんもお姉ちゃんの声、聞きたがってると思う。あんまり放ほうっといたら他の女の子に横取りされちゃうかもよ？」

「え？」

「だ、だってほら、一大さんって素敵だし……。狙ねらっている女の子もいるんじゃないかな？　も、もちろんお姉ちゃんの彼氏だって分かってる人は、後から横入りとかはしないだろうけどさ」

「はは……」

　つい笑いがひきつってしまう。

　後から横入りどころの話ではない。

　現時点で早少女さおとめ・鷹たか奈な・真さな愛えで綱引きバトルロイヤル状態なのである。しかも誰だれが一番の先約か判定不可能。

「じゃ、じゃあ……今夜にでも電話してみようかな？」

「今夜だなんて言わないで、今すぐ即座に速すみやかに電話した方がいいよ！　恋人同士なんだしっ！」

「そ、そうだね」

　食事を終え、口元をティッシュで拭ぬぐう。

　確かにチャンスと言えばチャンスだ。

　真愛がつけてくれたボディガードトリオも海水浴の日以来、相変わらず仕事場と送り迎えは警護してくれるが、それ以上の干渉はしなくなった。

　それこそ洗濯物を溜ためてしまうくらいに忙しいせいもあって、一週間くらい電話もしていないのだ。

　明日から何日か時間の余裕もあるし、今のうちに会う約束をするのもいいかも知れない。夏休みだからって、有利な幼なじみの独走を許していいはずがないのだ。

　外で待ち合わせて会ったり、こっちの部屋に招いたりする分には鷹たか奈なの領分を侵害している事にはならないし。

「そ、それで……お姉ちゃんが話し終わったら、少しあたしにも電話貸してね。この間、迷惑かけちゃったお詫わびしたいし」

「うん」

　妹に肯うなずき、早少女さおとめはケータイを手に取った。

　呼び出し音が二回続いた後、回線がつながる。

「もしもし」

『はーい、もしもしーっ！』

　聞き覚えのない女の声。

　思わず耳から離し、液晶画面を確認する。

　表示されている名前は間違いなく『八や木ぎ本もと一かず大ひろ』。

「どうしたの、お姉ちゃん？」

「ま、間違い電話しちゃった」

　慌てて通話を打ち切り、ケータイを閉じる。

　今の声は誰だれなのだろうか？

　彼は一人暮らしだし、夏休みに家族が戻る予定はないと聞いている。もちろん鷹奈なら声や口調ですぐ分かる。間違いなく、早少女の記憶にない若い女の声だ。しかもリラックスしきっている雰囲気。

　つまり一大はケータイを放置するような状態で、自分の知らない女の子と一緒にいる？

　一大にかかってきた電話を自分が取るというシチュエーションなのに、その女の子には全然緊張も後ろめたさもない？

「間違いって、ケータイで？　それにお姉ちゃんらしくもないよ。間違い電話ならちゃんと相手の人に謝らないと」

「そ、そうだね。電波の混線とかかな？　あり得ない事だったからびっくりしちゃった」

　首を傾かしげる妹に言い訳しつつ、もう一度ケータイを開く。

　今度は『八木本・自宅』の方を選択する。自宅の固定電話だ。

『もしもしー、八木本ですけど？』

　またさっきと同じ声。

「ご、ごめんなさいっ！　間違いでしたっ！」

　またもや慌てて切る。

「ど、どうしたの、お姉ちゃん？」

「また変なところに繫つながっちゃった。きっとこの一帯に怪電波か何かが飛び交ってるに違いないわ！　明日にでも改めてかけ直す事にする」

　変に追求されると困るから、すかさずケータイのメイン電源も切ってしまう。

「か、怪電波？」

　鈴りん音ねは疑念と残念が入り交じった表情で、きょとんと目を開く。

「そう、怪電波よ！　鈴音はお姉ちゃんのいう事が信じられないの？」

「ううんっ！　もちろん信じるよ。お姉ちゃんが怪電波だって言うならきっと怪電波だね。きっとマンションの上空を、ＵＦＯとか円盤とか未確認飛行物体とかが飛び交ってるんだよねっ！」

　ふにょふにょへにょへにょと両腕でウェーブを作りながら、鈴音が力強く肯うなずいた。

　妹をごまかす事には成功した。今の説明で信じてしまうのはどうかと思うけど。

　しかし早少女さおとめの心は晴れない。

　ケータイと自宅、両方で同じ声が出たのだから一かず大ひろの家に謎なぞの女がいるのは間違いない。いったい誰だれで、彼とはどういう関係なのか。

　もしも新たなライバルだったらどうしよう？

　こっちは仕事のせいでなかなか動きが取れないから、鷹たか奈なに情報をリークするというのはどうだろうか？

　彼女だって自分のテリトリーである自宅周りのアドバンテージを守りたいはず。家に上がり込むのも無理なくできるし、少なくとも確実に『謎の声の主』についてのデータは得られる。

　これだとある意味で鷹奈に得点させる事になってしまうけれど、素性も性格も分からない相手とやり合うくらいなら、鷹奈の方がまだ与くみしやすい。

　当座協調するにせよ。即座に対立するにせよ。

「ど、どうしたの、お姉ちゃん？」

「え？」

「何だか……すごく怖い顔してた」

　鈴音に言われて、己の表情筋が強こわばっていた事に気づく。

「な、何でもないよ。まだちょっと疲れてるのかな？」

　この件だと、つい腹黒い事を考えてしまう。

『恋と戦争は何でもアリ』というフレーズは知っている。それは真実だとも思う。

　だけど納得して実行するのと、賛同するのは必ずしもイコールではない。

　今の『知らない女の子』の声を聞いた時、己の深い源泉から湧わいてきた黒っぽいものは、鷹奈や真さな愛えに向ける競争心とは何かが決定的に違う。

　だけど、違う事は明白なのにどう違うのかは分からない。

　早少女さおとめの前に広がっているのは海図チヤートも記されていない、薄暗く茫ぼう洋ようとした未知の感情の大海だ。

「大丈夫？　それなら休息して休憩して休養しなくちゃ！」

　だから、鈴りん音ねの明るい気遣いがかえって胸に痛い。

「へ、平気平気っ！　おいしいご飯も作ってもらったし、明日からは少し長い休みが取れるしね。鈴音は予定通り、晩ご飯までにお家うちに帰りなさい」

「う、うん……。お姉ちゃんがそういうなら」

　完全には納得してない表情を見せながら、それでも鈴音は肯うなずいた。

　これでいい。

　さすがに妹の耳に入るところでは悪巧みの打ち合わせはできない。鷹たか奈なに連絡するにしても、まずは鈴音がいなくなってからだ。

　罪悪感につきまとわれても、完全には納得できなくても、引き下がれないのもまた事実。

　鷹奈や真さな愛えならまだしも、ポッと出のトンビに油揚げをさらわれるのを見過ごすなんてできないのだから。




「ふ～んふふんふんふん～♪」

　鼻歌がバスルームの中でエコーする。

　二ふ美みのスレンダーな身体からだの上を、透明な水の膜が覆おおい、細い幾いく筋すじもの滝となって流れていく。

　昼間っから冷たいシャワーを浴びるのは、夏休みの愉悦だ。

「……やっぱりちょっとボリューム不足かなぁ」

　右手にシャワーヘッドを持ったまま、左手で控えめバストをさすってみる。シャワーで冷えた膨ふくらみのカーブを手のひらでなぞり、ついでに桜色の頂上の周りを人差し指の先端でぐるりと一周。

　揉もむと大きくなるなんて迷信を信じるほどバカではないけれど、さすがにそっと撫なでるのが精一杯で『ぎゅにっ』とつかめないのは寂しい。

　ウエストや脚のラインに自信はあるけど、胸がちょっと頼りないのは二美の悩みだ。

　まだ中学生といっても女子の一四、五歳ともなればそろそろ成長期も終わり。思い起こせばさすが鷹奈は小学校高学年くらいからもうかなりのサイズだったし、クラスメイトにもそれなりに大きい子だっている。

　明らかに二美のカップサイズは平均以下だ。

「ううん。まだ一発逆転ってあるよね！　ウチは割とオクテの家系だし！」

　そんな独り言に、異音が混じった。

　ゴボ、ゴブボ、ブグゴ……

「えっ！」

　音源である足下に視線を落とすと、排水口から水が溢あふれ、逆流している。

「きゃあっ！」

　たかが汚水。大して実害がある訳ではないのだけど、なまじ想像力が豊富なだけに前にテレビで見たホラー映画のシーンを連想してしまった。

　悲鳴が喉のどから飛び出す。




「きゃあっ！」

「どうしたっ！」

　不意に聞こえてきた妹の悲鳴に、一かず大ひろは反射的にバスルームへ向かってダッシュした。

　昼の我が家。そうそう危険があるはずもない。

　それでも女性の──それ以前に家族が叫び声を上げたら、理性で判断するより先に身体からだが勝手に動いた。

「きゃあああっ！」

　ドアを開けた途と端たんに響き渡ったのは、さっきより数倍も大きな悲鳴。

「い、いきなり入ってこないでよ！」

「わ、悪いっ！」

　慌てて背を向け、後ろ手で扉を閉めたけれど、一瞬で目に焼き付いてしまった。

　妹の──全裸。まっぱだか。すっぽんぽん。

　下ろした洗い髪。華きや奢しやな身体の上では、水の粒がきらきらと光っていた。

　目を閉じると記憶が甦よみがえりそうなので、逆にまぶたに思いっきり力を込めて目を見開き、ぶんぶん頭を振ってイメージを追い出そうとする。

　ブラやショーツというのは偉大な発明だ。

　帰宅初日の下着姿というのもかなりだったけれど、布製品上下ワンセットがあっただけで、今のに比べればギリギリセーフだと思えてしまう。

　何しろ白い身体の中でぽつんと色違いの部分が自然と目について──いやいや、ダメだダメだダメだ。思い出すなオレ！

　そもそも二ふ美み自身、下着姿は平気で見せてたのにオールヌードだとあの叫びだ。

「ごめん、おにぃ。もういいよー」

　呼びかける声に、そーっとそーっと低速度で振り返る。

　二美は、裸の上にバスタオルを巻き付けていた。

　とりあえずこの一枚だけでも尊そん厳げんは守られるようだ。

「……で、どうしてあんな声出したんだ？」

「お風ふ呂ろの排水管、詰まっちゃったみたい」

「ちょっと待ってろ。見てみるから。お前、ちゃんと服着て部屋に戻ってろ」

　万一にも濡ぬらして壊れたらまずいので、ポケットからケータイを出して二ふ美みに預け、一かず大ひろはバスルームに入っていった。

　確かに水がきちんと流れず、タイルの床にうっすら張っている。あまり悪臭がしないのが幸いか。

　とりあえず適当な棒を何度か奥の方まで突っ込んでみたり、一〇分以上もやれる事を試してみたが、ゴボッと嫌な音の後でほんのちょっと水が減っただけ。本来の勢いでは流れていかない。

　これは素人しろうとが下手に手を出さない方がいいか。排水が逆流したり溜たまったりしたら、それこそ手に負えなくなる。

　最悪、部屋の中にまで悪臭が漂ってくる恐れもあるし。

　脱衣所兼洗面所に戻り、ハンドソープで手を洗う。こっちは無事に流れていくから、排水管全体ではなくバスルームだけが詰まっていると判断していいか。

「あ、おにぃ。どうだったー？」

「ダメだ。修理頼んだ方がいいな」

　タオルで手の水と額の汗を拭ぬぐいながらリビングに戻ると、二美はちゃんと着替えてソファに深く腰こし掛かけていた。

「えーっ！　じゃあ、今日はどうするの？」

「お隣に使わせてもらうしかないだろうな」

　氷ひ魚お家とはその程度なら気軽に頼める間柄だ。一日か二日それでしのいで、なるべく早く業者を呼ぼう。

「あ、そうだ。さっき電話あったよ」

「今時家の電話って珍しいな。何かのセールスとか？」

　留守番をしていると時々変なのがかかってくる。投資用マンションだとかお墓だとか。

「ううん。だって最初はおにぃのケータイにかかってきて、あたしが出たらすぐ切れて、次は固定に」

「ま、待て！　お前、オレの電話に出たのかよ？　放ほうっとけば留守電に切り替わっただろ！」

　僅わずか一〇分ほどの、最悪のタイミングにかかってくるとは、これも例によって神の嫌がらせか？

「だってぇ。妹としてはおにぃの交友関係はしっかりチェックしておきたいじゃない？　アドレスみたら女の子の名前たくさん登録されてるし。たかなん泣かせちゃダメだよー」

　いたずらっぽく笑い、二美はケータイを掲げる。

「こらっ！　返せ！　兄妹きようだいでもプライバシーってのはあるだろ！」

「ちょっと待ってねぇー」

　強く出られない一かず大ひろの手を軽快なステップでかわしつつ、二ふ美みはケータイを開いて着信履歴を確認する。

「え？　この名前……」

　驚いて動きが止まった隙すきに、愛機を奪還する。

　表示されている名前は『星ほし川かわ早少女さおとめ』。

　すぐさま家の電話にもかけ直したという事は、何か急用でもあるのか。

「ね、おにぃ！　星川早少女って、ひょっとしてあの星川早少女？」

　瞳ひとみを輝かせ、胸元にすがりついてくる。

「あのって……まあ、早少女は早少女だけど」

「どうして平然としてるの？　星川早少女って言ったら、昔『クラフトくらら』に出てた人じゃないっ！」

「あ……」

　現役声優・さつきほしみという事実に気を取られて忘れていた。

　彼女はかつて本名でアニメと実写を併用した子供向け番組『手づくり天使クラフトくらら』に主演していたのだ。そして二美は当時それの大ファン。かなり珍しい名前だから同姓同名の人違いという可能性も無視できる。

「しかも今おにぃ、早少女って言ったよね？　名前呼び捨てで！」

「そ、それはその……。クラスメイトなんだよ」

「ただのクラスメイトなのに？　まさかとは思うけど、たかなんとは学校違うから、クラスでは星川早少女とつきあってるとか？」

　ぎくっ！

　微妙に事実とニアミスしそうな指摘に、一大の頰ほおが心臓が縮みあがる。

「な、何を言ってるんだ、お前は？　そ、そんな事あるはずないだろ。はははは……」

「……軽～い冗談のつもりだったんだけど、そんな風に焦るのって怪しいなぁー」

「お、お前だって知ってるだろ？　オレはクラスじゃ女の子みんなに信頼されてる便利屋さんなんだ。だから下の名前で呼び合うくらいには親しい奴やつだっているんだよ」

　思いついた言い訳をどうにか口にする。

　名前まで認識された以上、下手な噓うそはかえって墓ぼ穴けつを掘る。しかしもちろん『つきあっている』とも言い難い。

　最小限の事実だけ。ツッコまれたら危険なディテールは省いて伏せる──この手で乗り切るしかないと一大は判断した。

　呼び方なんて人間関係で変化する。

　今だって二ふ美み自身から見れば、一方的に名前を知ってるだけの芸能人扱いだから『星ほし川かわ早少女さおとめ』なんてフルネームの呼び捨てになったのだから。

「おにぃ、そんなに仲がいいの？」

「ま、まあな」

　ニセ恋人をやってるくらいに仲良しです。

　部屋に上がり込まれた事だってあります。

　それどころかお前の寝ていたベッドに先に入った事のある女性です。

　まあ鷹たか奈なもそこで寝てたりしてるのだけど。

　どんだけフリーダムなんだ、我が寝床は。

「じゃあ何とか会わせてよ！　サインもらえるように頼んで！　会いたい会いたいっ！」

　滅めつ多たに見せないキラキラ純粋な輝きの瞳ひとみで、至近距離から一かず大ひろを見上げる。

「まあ、そうだよね。考えてみればたまたまクラスメイトだったとしても、昔子役スターだった人がおにぃの彼女になるはずなんかないもんねー。格が違いすぎるもん」

「そ、そりゃそうだろう。ははは……」

　さっきの説明で納得してくれたのか。既すでに関心は『兄の浮気疑惑』ではなく『かつて大ファンだった人』へとシフトしている。

　この際は、情けないと思われている事がプラスに作用した。

「何とか頼んでみる。だけど向こうの都合もあるし、あんまり当てにするなよ」

　折り返し電話をかけてみたら、反応は『電波の届かないところか、電源が切られている』というおきまりのメッセージが返ってきただけだった。

「どしたのー？」

「繫つながらないみたいだ」

　一瞬、最悪の予感が頭をよぎる。

　以前の『クラフトくらら』ストーカー事件のように、早少女が何かのトラブルに巻き込まれ、自分に助けを求めたのだとしたら？

　あ、いや。それはないか。

　しかし頭を埋め尽くした不吉な想像を、一大は冷静に排除した。

　本当に危険が迫っているのなら、ケータイと固定とに電話をかけ直す意味がない。電話口の相手が知らない女性でも何かメッセージは伝えるだろう。

　オフにしなければならない状況──例えば映画でも見に行ったとか。その時にたまたま何か、さほど重要じゃないけれどリアルタイムで伝えたい面白いネタを見つけたというあたりだろうか。

「まあ、向こうもいろいろ忙しいみたいだな」

「忙しいって、芸能活動続けてるって話は聞かないけど……。バイトとか？」

「う、うん。まあ、そんなところだな」

　別名で声優をしているのは本人の意向で伏せられている。いくら家族でも気軽に話せるような事ではない。

「あ。バイトと言えばおにぃのバイト、『甘かん露ろ』だっけ？　あっちの方はどう？　あたしが来てから、ずーっと休んでるみたいだけど、いいの？」

「そ、そっちは平気だよ。休みの間、シフトを減らしてもらったからな。ちゃんと代わりの短期バイトで人も入れるって言っていたし」

「ふぅん」

　早少女さおとめの事もそうだが、こっちの件も深く追求されたら危ない。

『甘露』が『スウィート・ドロップ』に模も様よう替がえしたのは二ふ美みがこの街を離れてからだ。純喫茶時代は二美も何度か行った事があるが、現在の兄のバイト先がメイドカフェだなんて知ったら、またからかわれるに決まっている。

　それにもう一人のニセ彼女である真さな愛えと遭遇したら、更に面倒な事になる。

「早少女だけどな。さっきも言った通り、友達として仲はいいんだし、お前がいるうちにサインもらえるように後で頼んでみるよ」

　バイトの話が長引かないよう、強引に話題を切り替える。

「うん。ありがと、おにぃ。あ、そうだ。お風ふ呂ろ掃除は終わったんだよね？」

「ん？　まあな」

「じゃあ、一緒に出かけない？　買い物とかしたいし。晩ご飯、たまには外で食べようよ」

「ん……。ま、それもいいか」

　ここ数日、鷹たか奈なは毎日のように遊びに来ては昼ご飯を一緒に食べたり、二美にせがまれて一緒に買い物に行ったりしている。もちろん、最近ご無ぶ沙さ汰た気味だった空手の稽けい古こも再開した。

　その鷹奈も今日は道場に行ってるし、二美の方も昔の友達とは都合が合わなくて退屈しているようだ。

　一かず大ひろにしても自分一人ならば料理も適当、同じものが何日か続いても構わないけれど、妹もいるとレパートリーにも困る。鷹奈みたいにボリューム重視で何でも喜んで食べるという訳でもないし。ここらで一度外食というのは悪くない提案だ。

「じゃああたし着替えてくるから、おにぃも準備してよ」

「ああ」

　一大が風呂掃除で汚れた部屋着からジーンズとＴシャツに着替えて待っていると、二階から二美が下りてきた。

「あー、おにぃってばもうちょっとおしゃれしてよぉー！」

　こちらを一目見て頰ほおを膨ふくらませる。

　二ふ美みの方は鮮やかなスカイブルーのチューブトップに、揃そろいの白いボレロとミニスカートの組み合わせという、そこそこ気合いの入ったコーディネイトだった。

　チューブトップの丈が短くてお腹なかの素肌が覗のぞいているけれど、色っぽいというより潑はつ剌らつとした元気さの方が強調されている。

　少なくとも一かず大ひろみたいに『サンダル履きでちょっと買い物』レベルではない。

「……何だよ。別にデートじゃないんだし、兄妹きようだいで出かけるだけなんだからこの程度でもいいだろ？」

「もう、おにぃってば分かってないなぁ。かっこ悪い男と二人きりのところを人に見られるのは基本的に嫌なの。例えば父親でも！　ましておにぃだったら、知らない人が見たら彼氏彼女に見えるかも知れないでしょ？」

「……そういうモンか」

「そーなのっ！」

　妹みたいなタイプの常識を女の子全般に当てはめてしまうというのも、それはそれで危険な気がするが、女性心理についての知識を一ポイント獲得したと思えばいいか。

　とりあえずＴシャツの上に、ライトグレイのサマージャケットを一枚羽織る。これだけで『家から出るための最低ライン』から『それなりの外出スタイル』になる。

「うん。まあ、ぎりぎり合格ってところかな？」

　そう言いながら、嬉うれしそうな笑顔。

　口は兄より上う手まいけれど、表情まではごまかせないあたりはやっぱり中学生か。

　バスで駅前まで出向き、繁華街を歩いていると、いきなり二美が腕を絡めてきた。

「お、おいっ？　いきなり何だよ？」

「ふふーん、こうしてると何かデートみたいでしょ？　あ、おにぃはもうたかなんといつもこんな風にしてるの？」

「い、いつもじゃないぞ。時々だ、時々！」

「たかなん、胸おっきいから腕組むとちょうど肘ひじに当たるんじゃない？」

「あ、いや、その……」

「あのね。あたしこれでも本気で心配してたんだよー」

「何をだよ？」

「おにぃってば変にマジメで、努力家だけど決断力がなくて、頼まれた事は何でもこなすけど自分から人に頼るのは苦手なタイプでしょ？」

　確かにその通りなのだけど、こうして並べられて客観的なデータとして聞かされると情けなくなってくる。

「だからみんなにいいように利用されて、厄介なトラブルを抱え込んで、でも彼女はいないままで……なーんてシチュエーションを想像してたんだよ」

「そりゃどうも」

「でも、向こうから告白された結果だとしても、そのままずるずるーってパターンを脱却してたかなんとつきあい始めたんだよね。ま、妹としてはこれをきっかけにもうちょっとピンとした男にクラスチェンジできたらいいかなーって」

　はい、ごめんなさい。

　実際にはつきあってません。本当の彼女でもありません。

　頼まれた事を引き受けた結果、厄介なトラブルを抱え込んでいます。

　しかしこの状況を妹に相談はできない。

　兄としてそれはさすがに情けなさ過ぎるではないか！

　そんな事を考えていると──。

「あーっ！　ヤギちゃん」

「誰だれだよ、その娘こ？」

　聞き慣れた声が前方から聞こえてきた。

　クラスメイトのミキとタケシ──春に一かず大ひろの仲介でくっついたカップルだった。

　二人とももちろん私服で、手を恋人繫つなぎで握にぎり合っている。

「こ、これは──」

「八や木ぎ本もと一大の恋人でーすっ☆」

　二ふ美みは一層強く一大の腕を抱き寄せた。成長途上のささやかに膨ふくらんだ胸の感触が伝わってくる。

「バ、バカッ！　お前、何を言うんだよ！　ご、誤解すんなよ、妹！　妹だから、これっ！　こっちは俺のクラスメイトでタケシとミキちゃん。ほら、挨あい拶さつしろ」

「ぶーっ！　これって言い方は酷ひどすぎない？」

　頰ほおを膨らます二美の顔を見て、ミキとタケシもぷっと吹き出す。

「まあ、普通に考えたら妹だよな」

「ヤギちゃんが他の女の子と浮気するはずないもんねー」

「え？　あれ……？」

　ミキの言葉に、二美が小首を傾かしげた。

　マズい。

　ミキたちにとって一大の彼女は早少女さおとめ。

　二美が認識している彼女は鷹たか奈な。

　鷹奈と一大のクラスメイトはほとんど交流がないはずだから、深く踏み込まれるといろいろ矛む盾じゆんが噴ふき上がる。どちらかがうっかり固有名詞を口にしたら、その時点ですべては終わりだ。世界崩壊のファンファーレが奏でられる。

「オ、オレも用事あるし、せっかく二人がデートを楽しんでるのを邪魔したくもないしさ。じゃあな！」

「おう」

「それじゃねー」

　手を振るタケシとミキに見送られながら、二ふ美みの軽い身体からだを強引に引きずるようにその場を離れる。

「ねえ、おにぃ──」

「そ、そうだ、二美っ！」

　何か訊たずねようとする妹の言葉を、大声でブロックする。

「せっかくだ。お前が欲しいもの何か買ってやるよ。オレもバイトでそこそこ懐暖かいし、少しは兄貴らしい事してやらないとな、うん」

「それはそれでありがたくもらっておくけど、そんな風にモノでつろうとか考えるのって後ろめたい証拠だよねー？」

「……う……っ」

　ダメだ。

　洞察力というか、鋭さでは二美には敵かなわない。

「おにぃがやる気出して積極的になるのはいい事だよ。けど、女の子が傷つくような事してるんだったら、あたしも黙ってない。たかなんを泣かせたら承知しないからね！」

「ま、待て！　そういう事じゃない！　その……いろいろ事情があってだな」

　これはいっその事、ニセ恋人の事をバラしてしまった方がいいのだろうか。もちろん鷹たか奈なにも了解してもらって。

　考えてみれば成り行きというか流れでこうなっちゃっただけ。鷹奈の立場としてはニセ彼氏をアピールすべき相手は部活の後輩であって、二美相手にやる必要はないのだ。一かず大ひろだって見み栄えを張るよりトラブルを避ける方が優先だし。

　あ。しかしそれだとさっきのミキたちの態度から『本当の彼女は同じクラスにいる』という事になってしまうのか。

　それはそれで面倒な事になりそうだ。

　困って言葉に詰まる一大の顔を、二美が間近でじーっと見ている。

　そして──ふっと笑う。

「何かごまかしてる感じだけど、悪い事してるって雰囲気でもないよね。相変わらず気の弱い善人で。ま、一応は信じてあげる。おにぃの弱点を一個握にぎってるって事で、何買ってもらおうかなぁ？　服にしようか、バッグにしようかなぁー」

　年上の男としてはあんまりな言われようだけど、今はそれがありがたい。

　二美がこんな風に笑っている時は、ちゃんとこっちのサイフの事情を理解している。

　これ以上はアウトという上限ぎりぎりのラインをしっかり狙ねらってくるのだ。

　それはサイフの問題だけでなく、個人的な事情についても同じ。

　例えば隠してあるえっち本を見るような真ま似ねには躊ちゆう躇ちよしなくても、手紙やノートを勝手に見たりはしない。電話の件だって向こうが切らなければ、素直に妹だと自己紹介して応対しただろう。

　先に名乗らず、誤解させて喜んでいるあたりは確かにタチが悪いのだけど。

「言っておくけどバイトしてるし海行って来たりしていろいろ出費してるから、それほど懐暖かくないぞ。風ふ呂ろ修理の代金も払わなくちゃいけないし」

「はいはい。分かってますって」

　そんな風に二人は互いの顔を見て笑っていたから、別の瞳ひとみがこちらを見ている事には気づかなかった。




「あ……っ！」

「どうしたの、真さな愛え？」

　市街を通って屋敷へ向かうリムジンの車内。

　不意に、らしくもない大声を上げた真愛に、隣の志し束づかが尋ねる。

「気になった事があるのなら、車を停とめましょうか？」

　神経質そうに人差し指一本でブリッジを押し上げ、メガネの位置を整える。

「いえ。何でもありませんわ。それより早く家に戻って、一息つきたいですわ」

「そうね。今回は強行スケジュールだったから、あなたも疲れたでしょう？　でも、将来の理事長としては先方との顔つなぎは重要だから」

「ええ。分かってますわ、おばさま」

　後ろ髪を引かれる思いで、真愛は視線を正面に向ける。

　今の一かず大ひろの姿を、志束に知られる訳にはいかない。

　彼は女の子と腕を組み、仲むつまじく見つめ合っていたのだから。

　早少女さおとめや鷹たか奈なならば何かの事情という事も考えられるが、全く見覚えのない少女だ。

　即座に車を止めて問い詰めたいところだが、今は志束も一緒。自分と一大が本当の恋人同士でないと気け取どられるような事があってはいけない。

　財団と関連企業で医療や教育、文化交流などの国際協力事業を推進するために一週間かけてタイとフィリピンを訪問してきた。パーティで現地の政治家や企業家、芸術家などと顔を合わせ、親しん睦ぼくを深めてきたのである。

　もちろんその間、一大の状況は不明だった。さすがに用事らしい用事もないのに本人に国際電話をかけるのは不自然だし、早少女や鷹奈に確認するという訳にもいかない。

　一体自分が知らない間に、何が起きたというのだろうか。

　早急に確認し、対策を打つべきだろう。

　そのためには、一時的に他の二人と協調するという事も視野にいれなければ。

　すっと息を吸い込みながら、真さな愛えは静かに瞼まぶたを閉じた。




　何かを凝ぎよう視しする者は第三者の視線には気づかない──その鉄則は真愛自身にも同時に当てはまっていた。

「どうやら予定通り帰国したな。どうする？　このまま尾行するか？」

「いや。リムジンの前後にくっついているセダン、あれにはプロのボディガードが乗っているはずだ」

「不審な車がついていったら、確実に勘づかれるだけだな」

　ＲＶの車中で、三人の男が肯うなずき合う。

　真夏なので全員サングラスなのは別に不自然には当たらない。ただ、ドライバー以外の二人も手袋を嵌はめているのは奇妙だった。ちょっとくたびれたシャツやジャケットといったラフな姿なのに。

「どうせ屋敷周りでは手を出せない。中途半端に下手なちょっかいを出しても警備が厳重になるだけだ」

「それよりは油断させておいて隙すきを突いた方が成功率は高いな」

「問題はターゲットの顔が分からないって事だよ。せめて顔写真の一枚でも入手できりゃいいんだが……。今の車も、リアウィンドウは遮しや光こうスクリーン張られてたしな」















「一番警備が手薄なのはバイト先だ。これから、そっちに向かおう」

「おい、どういうつもりだよ？　今行ったってターゲットはいないんだぜ？」

「つまり今出勤している女の顔を覚えておけば、それ以外の中に本命がいるって事だろ」

「そういう事。上う手まくすりゃあ出勤のスケジュールも聞き出せる可能性もある」

「お前ら、頭いいな。よし、じゃあ行こうぜ。善は急げっていうし」

「犯罪計画立ててるのに、どうすりゃ『善』なんだよ」

　くっくと押し殺されたシニカルな声を詰め込み、車は進路を変えた。





第３話　ガールズトーク・タイム（秘密同盟結成……？　編）







「それじゃお姉ちゃん、元気でねっ！　もし人手がいる事があったらいつでも呼んで。即座に直ただちに速すみやかに駆かけつけるからっ！」

　マンションのエントランスホール。

　肩から大きな布バッグを提げた鈴りん音ねが、名残惜しそうに早少女さおとめの手を握にぎる。

「うん。ありがとう。でも鈴音、自分自身の事もちゃんとしなきゃダメだよ。今年は受験でしょ？」

「ううっ！」

　いきなりメガネの向こうの顔が青ざめた。

「そ、その事は……うん、何とかするっ！　お姉ちゃんは心配する必要ないよっ」

「そういう言い方が心配なの。ボクを、勉強サボる口実にしない事」

　笑いながら、軽く握った拳こぶしで鈴音のおでこをちょんとつつく。

　はっきりいって妹の成績は芳かんばしくない。

　記憶力や頭の回転がダメという訳ではない。むしろ妙に鋭いところもある。

　ただし注意力や集中力は露骨に問題だ。引っかけ問題には必ずつまずくし、どうでもいいところでケアレスミスを連発するため、ペーパーテストでは壊滅するというのがいつものパターンだ。

「わ、分かったっ！　お姉ちゃんに心配かけないためにも、受験勉強も頑張って踏ん張って気き張ばるからっ！」

「ボクのためじゃなく、鈴りん音ね自身の将来のため、でしょ？」

「う、うんっ！」

　胸元でグーを二つ握にぎりしめ、自分自身を励ますように何度も肯うなずき、鈴音は早少女さおとめのマンションを後にした。

　時計では夕方だが、夏の空はまだ明るい。

　部屋で改めて深呼吸し、早少女はケータイを手に取った。

　一かず大ひろに電話して、さっきの事を確かめなければ。

　まずは切りっぱなしにしていた電源を入れた──その瞬間。

♪ピンパラピロピン

　いきなり着メロが鳴った。

「ひゃっ！」

　びっくりして声が漏もれ、思わずケータイを取り落としそうになる。

「あわっ！　およっ、とっとっと……っ！」

　何度か空中でお手玉して、キャッチと同時に通話ボタンを押す。

「も、もしもしっ？」

『早少女さんですか？　わたくしです。天てん弓きゆう院いん真さな愛えです』

　電話の主は真愛だった。例によって本人が受話器を持っていないためか、スピーカー越しの声が微妙に遠い。微かすかなエンジン音が混じって聞こえてくるのは、車中からコールしているからだろうか。確か家の都合で海外に出かけていたはずだが。

「え？　久しぶり。日本に戻ってたの？」

『はい。本日の午後に帰国いたしました。それで、実は至急に話し合いたい事がございまして。実は早少女さんのお住まいのすぐ近くまで来ております。それに鷹たか奈なさんもお連れしています。お邪魔しますけど、構いませんか？』

　お邪魔したいではなく、お邪魔します。

　問いかけというより、既定事項を確認するだけの言葉。

　有無を言わせぬ切羽詰まった雰囲気がはっきり伝わってくる。

「え？　う、うん……。それはいいけど」

　一大に電話する暇がなくなってしまったが、仕方ない。幸い鈴音がいた直後なので部屋は片付いていて見られたらまずいようなものは仕し舞まってあるし、飲み物やお菓か子しも残っている。

『では数分でそちらへ』

　予告通り三、四分ほどで真さな愛えは鷹たか奈なを伴って現れた。

「失礼いたします」

「こんちわー……ってそろそろこんばんは、かな」

「いらっしゃい。至急の話って？」

「三人揃そろってからって事で、あたしもまだ全然聞いてないんだよね」

　稽けい古こ帰りだという鷹奈はシンプルなＴシャツにスリムジーンズという飾らない格好だ。事情が理解できていないらしく、怪け訝げんそうに首を傾かしげている。

　一方の真愛は淡いブルーのサマードレス。涼しげで軽やかな装よそおいとは裏腹に、真剣というか深刻な表情を顔に張り付けていた。顔だけ見ていると、まるで明日にも地球が滅びそうな気がしてくる。

「この三人以外には知られてはならない内々の話ですので、壇だんさんには駐車場で待機するよう申しつけておきました」

　防音万全のマンションなのに、真愛は声を潜める。緊張と不安で震える響き。

「と、とりあえず座って」

　麦茶のグラスが並べられ、テーブルを囲んで三人が腰を下ろす。

　エアコンは設定通り快調に運転しているはずなのに、重苦しい空気が周囲を満たす。

　涼しさではない。寒さでもない。

　適温でありながら身体からだの芯しんへと染み渡って、凍えさせられてしまいそうな感覚。潤いはないのにべったりと張り付く気配。

「早少女さおとめさん、場所の提供をありがとうございます。急に集まっていただいたのは他でもありません。わたくしたち三人にとって絶対に無視しがたい、極めて重大な事態が発生いたしました」

「重大な事態って……？」

　不吉な予感が早少女の脳のう裏りをよぎる。

　三人に共通と言えば、何よりまず一かず大ひろの事だ。マツリにも聞かせられないという事は、真愛の『彼氏』としてではなく、全員にまたがる話なのだろう。

「今日、わたくしは目撃してしまったのです。その……」

　言葉に詰まった真愛が、長い髪を振り乱して頭かぶりを振る。

「な、何なの？　教えてよ」

　不安な表情で鷹奈がその身体を抱き支える。

「……ダメです。わたくしの口からはとても……」

　華きや奢しやな、頼りない肩がふるふると震えている。

「しっかりして！　それを言うためにわざわざボクたちを集めたんでしょ？　まず真愛が勇気を出して言わないと、何も始まらないよ」

　早少女さおとめは手を伸ばし、うつむいていた顔に添えて持ち上げる。

「は、はい。そうですね。わたくしとした事が取り乱したりしてしまって……」

　うつむきかけていた顔を上げ、真さな愛えは短く息を吸う。

「見てしまったのです。一かず大ひろ様が見知らぬ女性と腕を組んで歩いている姿を！」

「ええっ？」

「……やっぱり」

　鷹たか奈なは驚きの声を上げただけだが、早少女の口からは別の呟つぶやきが漏もれた。

「早少女さん？　やっぱりというのは？　何か心当たりがあるのですか？」

　身を乗り出して尋ねてくる。

「えっと……ボクも今日一大のところに電話かけたら、本人じゃなくて知らない女の子が出て……。自宅の固定だから、家にいたんだと思う」

　呟いた言葉が、口の中に不快な苦みを残す。

　躊ちゆう躇ちよしていた真愛の気持ちが、早少女にはよく理解できる。決して認めたくない。他人に伝えれば、それが紛れもない事実だと受け入れた事になってしまう。しかし自分ひとりで立ち向かうのは難しく、不利でもある。

　もしも共通の敵なら、力を合わせたい──巻き込みたい。

　それが賞賛されるような事ではないと知っていてなお。

「鷹奈さん。あなた、幼なじみでご近所なのでしょう？　何か気づいた事はありませんの？」

「な、何かって言われても……あたしも今日は道場の方だったし」

　上品だが強い語調で責められ、鷹奈がうろたえる。

「もしも一大様が他の女性とつきあっているのでしたら、これは由ゆ々ゆしき事態です。なんとしても引き離さなくては。お二人とも、協力していただけますわね？」

　真愛の右手が早少女の、左手が鷹奈の手をつかむ。

　しっとりと汗で湿っているのに、その肌触りは冷たかった。

「えっと……。ボクたち、一大とはニセの恋人なんだよね？」

　形の上では、それぞれ事情があって彼氏役を依頼しているだけの間柄。

　実際はどうあれ、その建たて前まえはまだ守られている。

　本心を口にしたら、三人の関係も今のままではいられない。

「そ……それはそうです。しかし、その……つまり一大様に本当の恋人がいる場合、わたくしたちのために使える時間が減ってしまいますし、世間的にも不自然で不都合な事が増えてしまうではありませんか」

　辻つじ褄つまは合っている。

　ただし感情が上滑りしているのも明らかだ。

「そ、そうです！　わたくしたち三人だけなら協力してお互いに時間や場所を融通もできますが、第三者ではそうも行きません。ここは友達同士で力を合わせ、まず共通の敵を排除すべきでは？」

「……」

　真さな愛えの提案に、早少女さおとめは沈黙する。

『謎なぞの女の子』の声を聞いた時には、自分も同じ事を考えた。まずは自宅をテリトリーにする鷹たか奈なに協力してもらおうとも。

　だけど──本当にそれでいいのだろうか。

　ニセ彼女三人という現状は、一かず大ひろから『本当の彼女』を作るチャンスを奪っている。

　最初に頼んだ時点で早少女はその事に自覚的ではあったけれど、こうして三みつ巴どもえの均きん衡こう状態になると、その意味はさらに大きい。

『恋愛は戦争と同じ。最終的な勝利のためには何をやっても許される』という格言を心の支えにしている。実際、鷹奈が一大と海水浴に出かけた時は強引な手段を使って追いかけもした。

　それなのに、今は真愛の提案に素直に同調できない。

　例えば演技でもよくある話だ。

　同じシナリオ、同じキャラクターを他の人が演じているのを目まの当あたりにすると、自分自身では気づけなかった解釈の誤り、表現の甘さ、理解の浅さが見えてくる。

　そして自分がやるべきキャラの事でいっぱいいっぱいの時には分からなかった、周りの人間関係も。

「えっと……やっぱりボクたちはニセの恋人な訳で……。もしも本当にその娘こが一大と相思相愛だとしたら、邪魔する権利なんてあるのかな……なんて思ったりして……」

　違う。

　全然違う。

　目的のためにはなりふり構わず、何でもアリという一点では恋と戦争は似ている。

　ただし敵軍とつぶし合う訳ではない。

　いわば中立地帯にある要よう衝しようを誰だれが確保するかという戦いだ。

　その島に上陸して『さあ、安心しなさい。ここは今から我が軍が守ってあげますよ』と宣言するためのレース。

　だけど、非武装だと思っていたその地に、自分たちの知らない同盟国の防衛部隊が駐留していたら？　それどころか元々固有の軍隊が存在していたのなら？

「早少女さんはそれでよろしいのですか？」

　煮え切らない態度に、真愛の厳しい言葉が飛ぶ。

「よくはないよ！　よくはないけど……」

　屁へ理り屈くつとごまかしで組み立てた足場が、グラグラ揺れている。

　無主の地に乗り込むのは平気でも、あからさまな侵略を実行するのには抵抗を感じる。

　ゼロから作り上げる関係ではなく、今ある幸せを積極的に破壊して、強引にゼロにしてから──ゼロどころかマイナスを押しつけてから自分の旗を立てる。

　本当に『全すべてが許される』のなら、そんな非道さえも平然と実行できる者でなければ、最後の勝利者にはなれないのだろうか。

「一かず大ひろには一大の気持ちも、立場もあるでしょ？　もしも彼に本当に好きな女の子ができたのなら、いつまでも縛り付けてはおけないよ」

　様々な偶然と状況のいたずらがあったとはいえ、自分たち三人は結局彼に『ニセ彼氏』を頼んだだけ。そこから先にはっきりと踏み込む事からは逃げていた。

　本当の恋人同士でだって浮気も心変わりもあり得る現実。

　ましてニセの彼女に何の権利があるのか。

　たとえ三人束になったとしても。

　一大が選んだという事は真さな愛えより、鷹たか奈なより、そして早少女さおとめ自身よりも魅力的な女の子なのだから。

「少なくともボクたちが依頼する前に一大に彼女はいなかった。ボクが頼んだ時は、ニセじゃないと思って喜んで引き受けたんだから」

　情景と会話を、一つ一つ思い出しながら早少女は語る。

　あの時点では、単に自分の都合のために利用するだけだった。

　彼の気持ちや迷惑なんか考えもせずに。

「だからもしも今、彼と本当につき合っている女の子がいるとしたら……それはボクたちが束縛したり面倒をかけたりするのが辛かったんじゃないかな？　だから……本当に心を許せる相手を求めたのかも知れない」

「あの方を、束縛している……ご迷惑をおかけしている……」

　小さく呟つぶやいて、真愛も唇を閉ざす。

　ニセ彼女三人の中でも、一大に最も負担をかけているのは真愛だ。

　本来は家の都合に左右されるだけでなく、自らに与えられた境遇を自発的に切り開き、担い支えられる人間になろうとして恋人役を頼んだはずなのに、気がつけば彼に依存し、縛りつけようとしている。

　その矛む盾じゆんを、今の彼女は自覚していた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。その女の子って、どんな娘こだった？」

　漂い始めた重苦しい沈黙を破って、鷹奈が訊たずねる。

「わたくしは車中から見かけただけで、顔などは確かめられなかったのですが小柄で、背丈は鷹たか奈なさんと同じくらいでしょうか？　髪は、頭の左右でちょこんと結ぶ形になっていました」

　目撃した少女を真ま似ねて、真さな愛えが両側の髪をつまんで指で束ねる。

「ボクが聞いた声は、ちょっと子供っぽいけどハキハキしてて頭の回転が早い感じ。『もしもし』って、このくらいのトーンだったかな？」

　思い出しながら、なるべく似た声を出してみる。

　ただし気持ちのブレが喉のどのコントロールを乱して、狙ねらったよりも少し甲高い響きになってしまった。

　ぷっ！

　不意に鷹奈が吹き出す。

「な、何がおかしいのですか、鷹奈さん？　あなたにとっても人ひと事ごとではないはずですわよ。いいえ。一かず大ひろさまのご自宅にまで入られている以上、あなたの立場が最も脅おびやかされているのですよ！」

「あはは、ははっ！　ご、ごめん。でもさ、それ家に上がってるのも当然だよ。だってその娘こ、二ふ美みちゃんだもん。カズの妹。二つ年下の」

　鷹奈の言葉に、真愛と早少女さおとめは顔を見合わせた。

「え？」

「妹さん、ですか？」

「うん、そうだよ。親父おやじさんの転勤について行ったんだけど、夏休みで戻ってきてる訳。あたしも一緒にご飯食べたり、買い物行ったりしてるよ。あと四日か五日はこっちにいるんじゃないかな？」

「そ、そうかぁ。妹かぁ」

　早少女はほっと胸を撫なで下おろした。

　鷹奈が噓うそをついているとは思えない。『新たな彼女』『本当の恋人』だとしたら、こんな風に笑ってスルーできるはずがないからだ。確かに家族なら家の電話を取っても何の不思議もない。

　思い詰めていた自分がバカみたいだ──早少女の頰ほおも苦笑で緩む。

「……お二人とも、どうしてそこで安あん堵どなさるのですか？」

　しかし真愛の声はまだシリアスに張りつめている。

「まさかとは思うけど、実は血が繫つながってないとかって話はないよね？」

「当たり前でしょ。八や木ぎ本もとのおばさんが妊娠中の写真も見た事あるし」

　早少女の脳のう裏りを一瞬よぎった万一の危険も、鷹奈が笑顔で否定してくれた。両手で、お腹なかがぽっこり膨ふくらんだジェスチャーまでつけてくれる。

「血の繫がりの有無など問題ではありません。わたくしは一人っ子なので分かりませんが、世の男というのは例外なく妹が大好きであり、妹もまた兄を愛するものだというではありませんか！　子供とばかり思っていた妹からいつしか匂い立つ女の香りについ過ちを犯してしまうのはありふれた事だと伺っております！」

　真剣に訴える真さな愛えだが、早少女さおとめと鷹たか奈なは『ないない』と声を揃そろえて手を振った。

「真愛、その話を誰だれから聞いたの？」

「もちろん、壇だんさんです」

「あー、やっぱり」

　早少女の顔に苦笑が浮かぶ。

「あのね。あの人の言う事を全部鵜う吞のみにしない方がいいと思うよ」

「何な故ぜでしょうか？」

「えーと……。ちょっと偏っているっていうか、その……」

　ごく自然な忠告のつもりだが、マツリがどう偏っているか説明するのは難しい。それは即すなわち、彼女の言動がどうエロいのかを解説する事であり、自分がそのエロさを理解していると表明する事だからだ。

　事実、知らない真愛は信じちゃってる訳で。

「と、とにかくっ！　妹の件に関して言えば、ボクが仕事の関係で読んだマンガとかじゃ確かによくあるけど、現実には滅めつ多たにないって。あれはあくまでフィクション！」

「うんうん。あたしは子供の頃ころからずーっと見てる。確かに二ふ美みちゃんって、ずっと彼氏とかいなかったけどさ」

「それはつまり、本当に愛しているのは兄だから、という事ではないのですか？」

「まさかそんな事ないってば。二美ちゃん、しっかり者っていうか何でもできちゃう子だから男に頼ったり甘えたりしない感じ？　昔から言い寄ってくる男の子は多かったらしいけど、みんな適当にあしらってた」

　真愛の心配をよそに、笑いながら説明を続ける。

　中学からは別々だけど、小学校は同じ。二歳差だから、鷹奈が六年の時に二美は四年。そろそろ男子も色気づく頃だから、多少は目撃しているのだ。

「でもさ、お兄ちゃん大好きってのとも違うよ。こう言っちゃなんだけど、カズの事もちょっとバカにしてるっていうか、からかって面白がってるところがあるし。小学校の頃に『あたし将来、お兄ちゃんのお嫁にだけはならない』とか言ったりして。そのくせ仲は結構よくて、あいつ、二美ちゃんには甘いっていうより、頭が上がんないんだよね」

「……お詳しいんですのね」

「そりゃもう。家族同然だもん。二美ちゃんともね」

　鷹奈がいろいろと喋しやべったのは、単に一かず大ひろと二美の関係についての疑念を晴らすためだけではない。いつもの通り『過去を共有する幼なじみ』というアドバンテージをアピールする目的もあるのだ。

「……そうですか。もしも将来一かず大ひろ様と結婚する女性にとっては、その方は家族同然どころか正真正銘の家族という事になりますのね」

　真さな愛えがふと呟つぶやいた言葉に、室内の気温が数度下がった。

「ま、まあそうだけどさ。あたしは昔から家族同然だった訳だし！　ガラガラ持って二ふ美みちゃんあやした事もあるもんねっ！」

「つまりそれって、鷹たか奈なは一大とは無関係に妹さんと友達って事だよね！」

「そうですわね。あくまでも家族ぐるみのおつきあい。特定の誰だれかとの絆きずなに基づくものではありませんわね」

「くっ……！」

　咄とつ嗟さに鷹奈が繰り出した攻撃を、早少女さおとめと真愛がすかさずカウンターで返す。

　つきあいの長さ、親密さのアピールが裏目に出た形だ。

　一大が二美に頭が上がらないという事は、彼女と親しくなればぐっと有利になる。

『将を射んと欲すればまず馬を射よ』と兵法三十六計にもある通り、一大を直接攻略するのはパワーバランスが拮きつ抗こうして膠こう着ちやくしてしまったから、搦からめ手てからの攻撃に成功すれば一気に状況を動かせる。

　さっきのたとえで言えば、目的地に上陸するための足場になる至近の島。補給や情報収集の拠点になる、絶対ライバルには譲れないポイントだ。

　早少女や真愛が何を言っても、現状で唯一コネクションを持っている鷹奈が頭一つリードしているのは間違いない。

　そこへ、どう食らいつくか。

　さっきの話だと二美がこちらにいる期間は短く、チャンスは限られている。

　その時、沈黙を破って早少女のケータイが鳴った。

「あ、ちょっとごめんね」

　片手を上げて二人に合図し、電話を取る。

『もしもし、早少女？』

　一大からだった。

「う、うんっ！」

　声の弾はずみ方と表情で、他の二人にも相手が分かったらしい。

　早少女の方を見る目つきが、微妙に変わる。

『昼間電話くれただろ。あれ、妹が出ちゃってさ。今、こっちに帰ってきてんだ』

「えっ？　あれ妹さんだったの？　知らない声が出たからびっくりしちゃった。間違ったのかと思って、慌てて切っちゃって」

　まるで今初めて知ったみたいに、空々しく答える。この程度の演技は朝飯前。

『悪かったな。で、何の用だったんだ？』

「べ、別に大した事じゃないよ。仕事が一段落したから、何となくかけただけで。前にも言ったでしょ。時々声を聞きたくなるのは、付き合ってるなら自然な事じゃない？　あ、もちろんボクと一かず大ひろはニセだけど、他人にアピールするためじゃなくて恋人気分を味わうのが目的なんだから」

　さすがに鷹たか奈なも真さな愛えも、他人の電話中には静かにしている。

　いや。むしろ静かすぎる。

　あたかもどんな些さ細さいな変化も見逃さず、一瞬の機も見逃さずに食らいつこうとする獣けもの。

　相手の発言の隙すきを冷静にうかがい、わずかな隙から勝機を奪う有能な弁護士。

　微かすかに漏もれ聞こえる会話の内容を聞き逃すまいという神経の集中が伝わってくる。

『そうか。急用じゃないならいいんだ。実は、こっちからちょっと頼みたい事があってさ』

「何？　いつも一大には助けられてるし、ボクでできる事なら何でも引き受けるよ」

『そうか。実は、その妹──二ふ美みって言うんだけど、あいつが早少女さおとめのファンなんだ』

「ファンって……声優の？」

『いや。昔やってた、子役の方。小学校の頃ころ大好きで、録画して見てたくらいで』

「あ、そっちね」

『手づくり天使クラフトくらら』はもう五年も前だ。早少女の意識としても、ファンと言われれば真っ先に声優仕事の方を連想する。

『で、着信画面で妹が早少女の事に気づいてさ。どうしても会いたい、サインが欲しいってせがむんだよ』

「そのくらいならいいよ」

『本当にいいか？　その……子役時代の事ってあんまり掘り起こされたくないだろ？』

「他ならぬ一大の頼みだもん。それに、仕事そのものが嫌な思い出って訳でもないしね」

　ストーカー事件の傷は、決して浅くはない。

　それこそ中学時代三年間はほぼ引きこもっていたくらいだ。

　だけど声優として仕事を再開できたし、今では男性への恐怖や嫌けん悪おもほとんど感じなくなっている。

　一大のおかげもあって──。

『そうか、ありがとうな。実は時間があんまりないんだ。二美はもうすぐ親のところに戻っちゃうし、オレが一緒に行って紹介してやればいいんだろうけど、実は家の風ふ呂ろがトラブってて、明日修理の人が来るんで、オレが家を空けられないんだ』

「だ、だったらさ！　ボクが明日そっちに行こうか？」

『え？　いいのか？　わざわざそんな手間を……』

「大丈夫。仕事も一段落ついたし」

『ありがとう。あ、それともう一つ面倒な事があって』

「何？」

『二ふ美みの奴やつ、オレと鷹たか奈ながつき合ってると思い込んでるんだ。だからそのあたりは適当に話合わせてくれ』

「え……？」

『何つーか、成り行きでそういう事になっちゃってさ』

　思わず鷹奈の方に目を向ける。

　口元に勝ち誇ったような笑みが浮かんでいる。

『頭一つリード』どころではない。既すでに重要戦略拠点を実効支配していたのだ。

　一かず大ひろと電話中だし、そっちはプロだから声は平静をキープしているけど、空いている右手の指が強こわ張ばって、思わず猛もう禽きんの足みたいになってしまった。

「そ、そうなんだ？　まあ、お隣さんで顔見知りだから仕方ないよね」

　悔しいけれど、現状では受け入れるしかない。妹が『くらら』のファンだったという点で自分にもまだ食い込む余地はある。

『ニセ彼女三みつ股またを知ってる早少女さおとめにしか、こういう話はできないからな。助かる』

「そ、そうだよね。こういう事で相談に乗れるのはボクだけだもん。何でも言って」

　逆に、これだけは未いまだに早少女のアドバンテージだ。

　一大からすれば全すべてを打ち明けられる相手は早少女しかいないので、鷹奈や真さな愛え関連の情報もこちらには流れてくるし、そこから対抗手段も考えられる。

　何より、着実に信頼関係を築いていける。

『……妙に嬉うれしそうだな、早少女？』

「え？　そ、そうかな？　ほ、ほら。やっぱり直接ファンに会うのって気分いいよ。だから一大は全然気にする事ないよっ」

『それじゃ悪いけど頼むわ。ごめんな、わがままな妹で』

「前に鈴りん音ねがいろいろ迷惑かけたし、おあいこだよ。お互いお兄ちゃんお姉ちゃんはつらいよね」

『はは、そうだな』

「妹さんの事でも何かあったら気軽に相談してよ。妹を持つ身として、ひょっとしたらアドバイスできる事もあるだろうから」

『うん。ありがとうな』

　最後に一大と親密になれる共通点をしっかりチェックし、早少女は通話を終えて『ふぅ』っと息を吐いた。

　途と端たんに、二人が身を乗り出してくる。

「な、何っ？　明日、カズの家に来るの？」

「鷹たか奈なさん、その言い方はおかしいですわよ。お隣であってもあくまで一かず大ひろ様のお宅と鷹奈さんの家は別なのですから、そこは『来る』ではなく『行く』というべきです。もちろんそれはそれとして、早少女さおとめさんにはわたくしからも言いたい事がありますけれど」

　八や木ぎ本もと家を己の領地の如ごとく扱う鷹奈の態度に、真さな愛えがチェックを入れる。

「だって仕方ないじゃない？　ボクが無理言ったんじゃなく、一大からお願いされたんだもん。こっちがワガママ言ってニセ彼氏を頼んでいる立場だから、お礼としてこのくらいの頼みは引き受けるのが当然だよね？　下手な事して一大に迷惑とかかかったら大変だし」

　勝ち誇った気分で、早少女は二人に言い返す。

　こっそり抜け駆がけするのは不可能になったけど、逆に鷹奈と真愛が反対できない形で二ふ美みにコンタクトするチャンスを手に入れた。もちろん余計な手出しがしにくくなるように牽けん制せいするのも忘れない。

　何だろう、この感覚は。

　早少女の心の片隅に、微かすかな違和感が芽生える。

　痛みというほどではない。

　疼うずきですらない。

　それでも役者だから、自分自身の感情や心理を客観的に観察するもうひとつの視点が働いている。

　一大と腕を組んでいた女の子が妹だと判明する前とは全然違う。

　あの時の逡しゆん巡じゆんや自責が噓うそみたいに、相手の出鼻をくじく言葉が素直に放てる。自分の優位を確保するのが楽しい。

　この感覚は──仕事に近い。

　演技とは、言ってみれば噓だ。厳格な道徳家の目から見れば、決して褒められた能力ではない。

　それでも己の力を存分に揮ふるう快感は格別だ。

　同じ気分が、真愛や鷹奈と張り合う時には潜んでいる。

　後ろめたささえほどよいスパイス。

　この気分の格差は、いったい何なのだろうか。





第４話　遭遇、待ち伏せ、迎え撃ち！







　に、ぱっ！

　リップクリームを塗ぬった唇を閉じ、もう一度開いて感触を確かめる。

　決して派手じゃない。つや出しだけのナチュラルな感じ。

　もちろん見た目だけじゃなくて唇の保護も目的だ。荒れたり切れたりすると、声のコンディションに影響する。

　芸能人としてファンに会う時にベストの装よそおいをするのは当然の事。別に一かず大ひろに会うから着飾った訳じゃない。

　うん、何も不自然な点は無し。当然の行為。

　己の中で折り合いをつけて、早少女さおとめは改めて姿見を見つめた。

　ドレッシーな白いワンピースは、先日『幻げんソワ』関連で撮影したグラビアにイメージの近い物。コサージュの付いた鍔つば広の帽子と合わせれば、清せい楚そで上品、それでいて近寄りがたいというほどでもない適度な高級感がアピールできる。

　昼前に訪ねていく約束だから、そのままお邪魔して一緒にご飯したり、一大の妹と親密になる機会を作って──。

　そんな事を考えながらバスを乗り継ぎ、八や木ぎ本もと家の前にやってくる。

　来るのは二度目だけど、あの時とは気持ちも状況も全然違う。

　自分自身の気持ちもはっきりしているし、ライバルの存在も鮮明になった。

　変わらないのは、表向きの間柄だけ。

　緊張する胸をそっと押さえ、呼吸を整えてからチャイムを鳴らす。

「はーいっ！」

「え？」

　聞こえてきたのは、聞き覚えのある明るいアルトの声と足音。

　内側からドアを開けたのは、氷ひ魚お鷹たか奈なだった。

　彼女の後ろには一大と、見知らぬツーテール頭の女の子。彼女が妹の二ふ美みだろう。

「えっと……」

　話しかけようとした時──

「おはよう、早少女！　いやー奇遇だよね。早少女がカズのクラスメイトだったなんて。そう言えば前にカズが言ってたクラスメイトの妹って鈴りん音ねちゃんの事だったんだね。あたしってバカだなぁ。早少女に似てたんだからあの時に気づいててもよかったのに。しかも今日早少女が遊びに来るって言うじゃない？　まあ二美ちゃんもまさかあたしと早少女が友達だなんて知らないから仕方ないけど、サインくらい言ってくれればあたしがもらってきてあげたのにね。さあ上がって上がって！　ここはあたしん家ちも同然なんだし」

　──何かを言う間も与えず、鷹たか奈ならしくもなく早口で一気にまくし立てた。

　しかもほぼノーブレス。

　プロの早少女さおとめでも戸惑う量の、恐らくは前もって考えておいたであろうセリフを。

　スポーツとは肺の使い方が違うのだろう。ぜえはあと息を継いでいる。

「た、鷹奈？」

　早少女が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、呼吸を整えた鷹奈は『上がって』と繰り返して、ひょいひょい手招きする。

　肩越しに一かず大ひろが苦笑しつつ、意味ありげな眼まな差ざしで早少女にサインを送っていた。

「あー……。お、お邪魔します。本当に偶然ってあるんだね、はは……」

　考えてみたら一大と一緒にいるところを真さな愛えに見られた事はあるけれど、鷹奈と一緒だった事はない。しかもニセ彼女三件同時進行はバレていないという設定になっている。

　即すなわち表向きの鷹奈の視点としては『自分と早少女は親友だけど、一大と早少女が知り合いという事実は知らなかった』という事になる。その状況を利用して、早少女が攻撃するターンに素知らぬ顔で割り込んだという訳か。

　敵ながら見事というか、怒ったり呆あきれたりするより先に感心してしまう。

　ニセ恋人の事実を一人だけが知っていた頃ころには情報戦では圧勝していたが、既すでに『誰だれが何をどこまで知っているのか』『それを第三者はどこまで知っているのか』『表向きはどこまで知っている事になっているのか』というのはもつれまくって混こん沌とんを極めている。

　有利なはずの早少女にしても、既に全容を把は握あくできていない。複雑怪奇で理屈通りには進まない不完全情報ゲーム。

　つまり必勝法は存在しない。

「悪いな、早少女。わざわざ来てもらって。こいつが、オレの妹の二ふ美み」

「は、初めまして……っ！　あたし、八や木ぎ本もと二美って言います！　うわぁ。『くらら』の頃よりずっと美人。このままグラビアとかに出てもいいくらいに……え？　あれっ？」

　鷹奈の後ろから進み出て早少女の顔を見つめていた二美が、目元をごしごし擦こする。一瞬驚いた表情を浮かべてまず眉み間けん、次にこめかみに指を当て、首を傾かしげ、胸元で小さくポンと手を打つ。

「あの……間違ってたらごめんなさい。ひょっとして星ほし川かわ早少女さんって、さつきほしみさんですか？　『なかよしベイビー』や『たのしい大実験』に出てて、今度『幻げん葬そうのソワレ』のピュセル役に決まった……」

「え？」

　今度は早少女が驚く番だった。

　ピュセルの件で知られてるのはともかく、普通はアニメファン声優ファンでも児童向け番組はチェックが甘い。雑誌に紹介されたプロフィールでもアニメではない『たのしい大実験』には触れていなかった。

「おい、二ふ美み。いきなりそんな事、失礼だろ」

　一かず大ひろが妹の疑問を強引に断ち切ろうとする。

「でもおにぃ！　前に雑誌で見たのと同じ顔だよ？　こんなきれいな人がそう何人もいる訳ないじゃない！」

「い、いやっ！　それは誤解だ。早少女さおとめの妹もそっくりだぞ。な、鷹たか奈な。お前も見間違えた事あったよな？」

「え？　うん。そうそう。鈴りん音ねちゃん、似てるよねー」

　本人が公表していない事実は伏せたいのだろう。一大が何とかごまかそうとして鷹奈にも話を振る。

　しかし二美は簡単には納得せずに食い下がる。

「姉妹だったら似てるのは当然でしょ？　だけどもしも『さつきほしみ』と早少女さんが別人だったらそっくりな顔が三人いるって事になって、確率で考えればますます不自然な事にならない？　それに意外と知られてないけど声優って子役出身の人が多いんだよ」

　そう言って二美は指を折りながら何人かの名前を挙げた。

　歴史的大ヒットロボットアニメの主役と美形ライバル、最近はバラエティ番組で引っ張りだこのベテラン、そして歌やグラビアでも大人気の若手女性声優など。

「ほら！　昔から言うだろ。『世の中には自分にそっくりな人が三人いる』って。本人プラスそっくりさん三人で、トータル四人まではセーフなんだ！　それで納得しろ！」

「おにぃ、自分でも無む茶ちやな言い訳だって自覚してるでしょ？」

　ジト目が一大に向けられる。

「もういいよ、一大」

　オーバーに肩をすくめて笑ってから、一大の二の腕をポンと叩たたく。

「雑誌見て気付いちゃってるんだし、もう隠そうとしても無理でしょ。その通りよ。声優・さつきほしみは、昔子役タレントだった星ほし川かわ早少女」

「やっぱりそうだよねっ！　びっくりっ！　ていうか感激っ！　っていうよりうれしいっ！　『クラフトくらら』のあの人が、何となくフェイドアウトしていなくなっちゃうだけなんて信じられないもんっ！」

　早少女が笑顔を向けると、二美は表情を一変させてぴょんぴょん飛び跳ねる。頭の両りよう脇わきで結んだ髪が、リズムに合わせてひょこひょこ躍る。

　兄にとっても意外な一面なのだろう。二美の舞い上がりっぷりに、一大は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「でも、どうして芸名変えちゃったの？　本名の方がインパクトあるのに」

「えっと……いろいろ事情があって」

　さすがにこれはそう簡単に話せる事ではない。たとえ一かず大ひろの妹であってもだ。

「色紙スペア込みで買っといてよかったぁ。これで『星ほし川かわ早少女さおとめ』と『さつきほしみ』両方のサインもらえるもんねっ！」

「なあ、二ふ美み。お前、アニメとか声優とか、そっち方面詳しかったのか？」

「うんっ！」

　きょとんとした表情で一大が訊たずねると、二美は元気よく肯うなずいた。

「全然そんな素振りなかっただろ？　アニメファンならそういうグッズとか買うんじゃないのか？」

「こっちいた頃ころは服とかアクセとかにお小遣い使ってたけど、田舎じゃそうもいかないもんねー。引っ越したらお金の使い方変わっちゃったよ」

　ネット情報だけに頼って買い控えていた声優雑誌なども買うようになったし、田舎は放送局が少なく深夜アニメの類たぐいは放送されない。そこで勢い、キッズアニメなども熱心に見るようになったと二美は説明した。

「ケーブル加入すればいいんだけど、さすがにこればっかりはパパとママ次第だしねー。中学生っていろいろ不自由なものなの」

「はあ……」

「ま、妹は兄貴の秘密をがっちりに握にぎってるけど、兄の方は妹の事を全然分かってないっていうのは、それこそありがちな話だし？」

「ありがちだからって素直に許せるかよ。当事者としては」

「ほら。色紙にサインするにしても、ここで立ったままって訳には行かないでしょ？　カズも、行こう」

　いきなり鷹たか奈なが一大と腕を絡めて、茶の間へと引っ張っていく。

　見れば、胸のサイズを強調するショルダーストラップ式のボーダー柄キャミソールにミニスカート。決して『何となくお隣にお邪魔する』程度の格好ではない。自分の魅力をしっかりアピールするコーディネイトだ。

　今だって肘ひじが胸元に当たるようにしてるし。

　二美の認識に則のつとれば、一大は鷹奈と恋人のフリをするしかない。己の縄張りである自宅にライバルが入ってくるチャンスを潰つぶすだけでなく、その機を逆用して、自分と一大の仲を見せつけて既成事実化するという恐るべき作戦。

　正直、早少女も油断していた。

　まさか鷹奈が単純な力押しではなく、こんな狡こう猾かつな手を打ってくるとは。

　じっくり構えると宣言した事で生まれた余裕が、むしろ広い視野と戦術の多様性を生んだのか。

　建たて前まえ上、表向きの関係は変化しなくても、人の気持ちは日々──どころか一瞬ごとに変わっていく。

「はいっ！　これお願いしますっ！」

　茶の間に通された早少女さおとめに向け、二ふ美みが色紙とペンを差し出す。

「ちょ、ちょっと待ってね」

『さつきほしみ』名義のサインは『幻げんソワ』以来何回も書いているけれど『星ほし川かわ早少女』の方は五年ぶりだ。昔みたいにちゃんとできるか不安になる。

　その時、早少女の目の前に紙束が差し出された。新聞の折り込みチラシで、裏が白いものが数枚。

「はい。こんなので悪いけど、よかったら練習に使ってよ。昔のサインなんて、すぐには書けないでしょ？」

　鷹たか奈なだった。

「ありがと。助かった」

「ま、お隣さんでしょっちゅう行き来してるから、こういうの捨てずにメモ用紙にとっておくのも分かってるんだ。っていうかカズのおかあさんがやってるのにそのまま倣ならってるんだよね」

　しまった。そういう事か。

　早少女は心の中で密ひそかに地団駄を踏んだ。

　単なる親切心ではない。この家の事は分かっている。親の習慣も掌しよう握あく済ずみ。もはや我が家も同然という示し威い行為の一環。いわばお嫁さんアピール。

　だから、早少女に向けられる視線が微妙な優越感に満ちている。

「そ、そうだよね。お互い男とか女とか意識する前からの幼なじみなんだしね」

　微妙に力が入りすぎて、チラシの裏に書き付ける『星川早少女』の形が乱れる。

　鷹奈の攻撃に対して、効果的な反撃が繰り出せない。

「まあ、今じゃつき合ってるんだけどさ。昨日も二美ちゃんもカズも、あたしん家ちにお風ふ呂ろ使いに来たし」

「お、お風呂？　同じお風呂に続けざまに入ったの？　どっちが先っ？」

　しまったの連続。

　いくら気がかりであっても、これはただのクラスメイトが訊たずねるような内容ではない。下手をしたら他人どころか当事者がドン引きする。

　しかし気付いた時にはもう後の祭。一度口から飛び出した言葉は引っ込んでくれない。

「オ、オレが先。鷹奈が入った後のお湯に浸つかったりした訳じゃないからな。氷ひ魚お家じゃ一番風呂は家長──父親の鷲しゆう介すけおじさんが入る伝統なんだよ。男が先で女性が後が原則」

　うろたえながら、一かず大ひろが説明する。

「つ、つまり一かず大ひろが入った後のお湯に鷹たか奈なが？」

　声に出した後で、思わず口元を押さえる。

　同じお湯に浸つかると何が問題なのか。一大と早少女さおとめでは決定的なズレがある。

「そ、そーじゃないっ！　ちゃんと湯船に沸かしてたけど、オレは軽くシャワーだけで済すませたしっ！」

「な、なーんだ。それじゃ別に問題ないね。いくら幼なじみのお隣さんでも高校生なんだから節度は必要だよね」

　とりあえず一般論にすり替えて話をごまかしつつ、同時に鷹奈を牽けん制せいする。

　だが、相手も黙ってはいない。

「二ふ美みちゃんとも一緒に入って、背中の流しっことかしたもんねー」

　一大との距離を一気に詰められなくても、今は妹との仲良しっぷりをアピールするだけで早少女には十分強力な攻撃だ。

「おにぃ、つき合っててもまだ見た事ないでしょ？　たかなんの生おっぱい、外から見るよりずっと大きいんだよー。もう大迫力のぼよんぼよんっ！　しかも敏感っ！」

　しかも当の二美がそれに同調した。細い指の華きや奢しやな手が、キャミソールの上からむにむにと乳を揉もむ。

「あンッ☆」

「ふ、二美っ！　お前何やってんだ！」

「あははっ！　女の子同士の軽いコミュニケーションだってば。そういえば早少女さんも、サイズはたかなんほどじゃないけどきれいな形だよねー。揉んでいい？」

　思わず早少女は身構えた。

　ここで拒んだりしたら、鷹奈に一歩譲ったような気になってしまう。

　二美との親密度アップのためには、ここはリスキーでも思い切って『イエス』を選んだ方がいいのか。

　揉ませるべきか。揉ませぬべきか。それが問題だ。

　まだ演じた事はないけれど、ハムレットの心境。

　彼が父の仇かたきを討つために狂気を装よそおい、恋人オフィーリアさえ振り捨てたように、真の目的のためならば犠牲を厭いとわぬのが本気の証あかしではないのか。

　ならば、この乳を差し出すくらいは──。

「バカ！」

　コツン。

　早少女が悩んでいるうちに、一大のグーが二美の頭を小突いた。

「いった～いっ！　おにぃってば何すんのよ？」

「女同士でも、やっていい冗談とそうでない冗談があるだろ？　お前はテレビや雑誌で知っててファンでも、早少女さおとめの方からすれば今日が初対面の全然知らない相手だって事を忘れるなよ」

「はぁ～い。ごめんなさい、たかなんも、早少女さんも」

　二ふ美みは即座に頭を下げた。

　こんなところは年相応の素直な中学生だ。

「だ、大丈夫。別に気にしてないから。女の子同士だと、割とよくある事だし」

　言葉と一緒に、体中を満たしていた緊張の成分が抜けていく。

　年齢差は自分のところと同じでも、性別の違う兄と妹。

　もうちょっと微妙に遠慮しがちな間柄かとも想像していたが、思った以上に仲良しらしいと早少女は感じた。

　ならば──ますます鷹たか奈なだけに利用させる訳にはいかない。

「あ、そうだ。カズ。お客さんに冷たいものでも出そうか？」

　その鷹奈が、優越感の笑みを浮かべて台所に向かう。

「オレがやろうか？」

「いいのいいの。料理はカズに任せっぱなしだけど、飲み物用意するくらいはあたしにもできるもん」

　スキップ寸前の弾はずむ足取りでキッチンに向かい、冷えたジュースに氷を入れて持ち帰る。

　単なる『家の中』とは違う。

　冷蔵庫というのは部外者が気軽に手を出してはいけない一種の聖域だ。食べる事は命に直結していて、当人ですら意識していないプライバシーが詰め込まれている。

　その重要拠点も既すでに我が影響下にあり。

　鷹奈はそう宣言してみせたのだ。

　自分はこの家の住人も同然。早少女はあくまで『お客さん』。

　キッチンの方角からは、楽しそうな鼻歌まで聞こえてくる。

「は、はい。どうぞ」

　ぴくぴくひきつる頰ほおを気合いで押さえつけ、必死に営業用のプロの微笑ほほえみを作って、両方の色紙を二美に差し出す。

「ありがとうございますっ！　宝物にしますっ！」

「それと、星ほし川かわ早少女とさつきほしみが同一人物っていうのは内緒。絶対に他人に言ったりしないでね」

　唇の前に人差し指を立てて、軽くウインク。

「もちろんですっ！　あ、でも、そんな大事な事をどうしておにぃが知ってるの？」

「そ、それはその……まあいろいろ事情があったんだよ」

　妹の疑問に一かず大ひろは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。話題を打ち切る理由を求めるみたいに、ジュースのグラスに口を付ける。

「まあボクは一かず大ひろとは仲がいいし、信頼もしてるからね。他の人には話せないような事も相談するよ」

　このままずるずると、鷹たか奈なに有利な設定を既成事実にする訳にはいかない。向こうがファンというチャンスを利用して、少しでも二ふ美みとの間にコネクションを形成しなくては。

　そう考えて視線を向けると、二美はにこにこと笑っていた。

　単なる無む邪じや気きな笑みではない。

　中三という年齢にはそぐわない、何かを隠した奥深い──というよりは底知れぬ表情。

　鈴りん音ねと同い年とは思えなかった。

「そ、そうだ！　二美ちゃん──って呼んでいいよね？」

「はい。あたしも早少女さおとめさんって呼んじゃったし。ほら、雑誌記事とかだと下の名前で『ちゃん』づけとか多いから、つい」

　確かめると、目を細めたまま小さく肯うなずく。

　芸能人というのは、見ず知らずの第三者に名前を──そして姿を知られている立場だ。人からの呼ばれ方にも、ちょっと変わった距離感が出る。フルネームで呼び捨てだったり、公式の愛称だったり。

　名前にさんづけというのは変にこだわった感じのない、普通の友達同士のようで心地よかった。

「これから一緒に遊びにいかない？　ボクも今日はオフだし」

「いいんですか？　あたしは嬉うれしいけど」

「うん。大歓迎」

　このまま八や木ぎ本もと家で四人揃そろっている状況では、鷹奈の優位は動かない。どういう手を打てばいいのかはまだ分からないけれど、まずは流れを変える事だ。

　残る問題は──。

「じゃ、じゃああたしも一緒に行くよ。早少女と二美ちゃんって今日が初対面でしょ？　あたしは両方と知り合いなんだし、三人で一緒に遊ぼう！」

　鷹奈も大きく手を挙げる。

　なるほど。そっちで来たか──早少女は声には出さず呟つぶやく。

　鷹奈の立場としては、選択肢が二つあった。

　早少女も二美もいないチャンスに、この家に残って一大を独占するか。

　それとも早少女に同行して、二美に対する影響力を奪われないようにするか。

　どちらも一長一短。鷹奈にとって不利ばかりではない。

　しかし二択を強いたという時点で、イニシアティブの面では早少女が僅わずかながら優位を得た。格闘技と食べる事以外に趣味らしい趣味もない鷹奈に比べれば、早少女の方が街中の遊び場は知っている。

「じゃあ悪いけど、二人とも妹の事頼むわ。オレ、風ふ呂ろの件もあって留守番しなきゃならんから」

　トラブルがトイレだったら一も二もなく、ＴＶでもＣＭを流しているような二四時間対応の水回りレスキューの会社を呼んでいた。ただ、その手の会社はやはり特急料金が含まれているため、どうしても割高になってしまう。

「だから少しでも安くと思って地元の水道設備店に頼んだんだよ。幸い、風呂は隣で借りられそうだしな。ただまあ、向こうの都合で何時に来るって確約できないらしくて、ずっと待ってなきゃいけなくなったんだけどな」

　この話に、特に重大な意味がある訳ではない。ただ他の話題で余計なボロが出ないように一かず大ひろはどうでもいい雑談を続けているだけだろうと、早少女さおとめは判断した。

「じゃ早少女、悪いけどいろいろ頼む」

　一大が一瞬、鷹たか奈なの死角から片手で拝んだのを早少女は見逃さない。

　彼の立場では『鷹奈はあくまでニセ彼女』『二ふ美みは鷹奈を本当の恋人だと思っている』『早少女もニセ彼女だけど、その事を鷹奈や二美は知らない』という事になっている。

　唯一の共犯者──であるはずの早少女に、余計な情報がバレないように上う手まく流れをコントロールしてほしいとメッセージを送ったのだ。

　直接目が届かない不安はあっても、女子三人だけなら他の話題も出るだろうし、早少女一人が上手く口裏を合わせてくれれば大丈夫という判断。

　その信頼を、光栄に思う。

　まあある意味ではもう裏切っちゃってるし、そこにつけ込む形になる後ろめたさもあるのだけれど。

　だからといって、ここで踏みとどまっている訳にはいかない！

「任せて。ボクも妹いるからこういうのは慣れてるし」

　素早いウインクで、了解の意を返す。

「二美も、あんまり二人に迷惑かけるんじゃないぞ」

「大丈夫。たぶん、おにぃよりは迷惑かけないから」

　薄くて形のいい唇が、謎なぞめいたカーブを描く。

「……何だよ、それは」

「ふふっ。こっちの話。さー、おにぃの目を離れて、女の子同士で隠し事なく、リラックスして思いっきり遊ぼうぜーっ！」

　芝居がかった口調で、二美が大きく右みぎ拳こぶしを突き上げた。

「さて、と。どこへ行こうか？　二美ちゃん、体動かすのとショッピングとかと、どっちの方が好き？」

「両方いけるよね。あ、でも買い物は一昨日おとといあたしと一緒に行ったからもういいかな？」

　三人並んでバス停に向かう途中、早少女さおとめの質問に当人ではなく鷹たか奈なが答えた。

「ボクは二ふ美みちゃんに訊いてるの。やっぱり今日の主しゆ賓ひんなんだから、彼女の気持ちを尊重しないとね」

「あたしは昔なじみだし、今の夏休みだってもう何度も一緒に遊んだりしてるんだから、その程度は確かめるまでもないって事」

　二美本人の頭越しに、左右で早少女と鷹奈の言葉が飛び交う。どちらも、明るさと余裕を装よそおった声で。

　当の二美は困るでもうろたえるでもなく、にこにこ──というよりにやにや笑っている。

「そーですねー。どっちにしても、駅前方面でいいんじゃないですか？　カラオケとかボウリングとか」

「ああ、確かにそういうのもいいね。ボクも、身体からだ動かしたい気分だし。カラオケも楽しいよね？」

　鷹奈の歌声は元気はいいけれど、正直なところ音程は危なっかしい。歌ならこっちは専業ではないけれどレッスンを重ねているプロの端くれだ。『幻げんソワ』ではキャラソンを歌う事も決まっていて、月末にレコーディングが予定されている。

　二美が自分のファンなら、カラオケは貴重な『さつきほしみの生歌』を聴かせて、好感度を勝ち取る大きなチャンスだ。

「で、でもせっかく天気いいんだし、暗いカラオケボックスにこもっちゃうよりは身体動かす方が気持ちよくない？　ボウリングとかもいいけどプールとかさ」

　音楽で戦う不利を悟ったのだろう。鷹奈も自分の得意なフィールドを戦場とすべく声のボリュームを上げてアピールする。

「あー。プールっていいですねー。ほら、おにぃとたかなんが海水浴に行ったのとあたしが戻ってきたのがちょうどすれ違いだったし、この夏はあたしまだ泳ぎに行ってないんですよねー」

「うん。プール、いいよね。二美ちゃん、泳ぎの方はどう？　昔家族みんなで海行った時にはまだ浮き輪だったよね」

　すかさず鷹奈は『家族ぐるみ、共通の思い出』という武器を繰り出してくる。

「やだー、さすがにもう泳げますって。まあ、苦手は苦手なんですけど。たかなんレベルは無理無理」

　二美が手の平を左右に振って笑う。

「じゃああたしがコーチしてあげるよ。うん、プール行こう、プール」

「でも水着持ってきてないでしょ？　今から取りに戻るの？　それに混こんでるだろうし、伸び伸び泳ぐのは無理じゃないかなぁ。冷房効いてて涼しいカラオケの方がいいよね、二ふ美みちゃん？」

「いーや。二ふ美みちゃんはプールの方に行きたいんだよね？　泳ぎが上う手まくなると万一海や川に落ちた時とかにも助かるし」

「そんなケースなんてほとんどないよ。落ちないように用心する方が現実的だよね。それよりは歌が上手くなった方が楽しいし、役立つシーンも多いんじゃないかな？　ボクが教えてあげる」

「用心したって台風とか、船の事故とか、そういうハプニングで巻き込まれるかも知れないじゃない。歌の上手い下手と違って命に関かかわる事なんだから、このチャンスにしっかり鍛えておいた方がいいって！」

　早少女さおとめと鷹たか奈な、二人が二美を挟んで言い合う。

「カラオケ！」

「プール！」

　互いの対抗心で少しずつ声のボリュームが上がっていくのに、間に挟まった二美自身は少しも困った様子がない。むしろ楽しそうに笑っている。

　いや、違う。

　早少女は気付いた。

　この笑顔は『自分が楽しい』のではない。

『面白いものを眺ながめている』表情だ。

「別にあたし、カラオケかプールかの二択って訳じゃないですよー。それこそ買い物とかボウリングとか。あ、みんなで仲良くご飯食べるって手もありますねー」

　どこか茶ちや化かすような口調で二美が提案する。

　カラオケ以外なら、どれが有利だろうか──早少女の頭が猛スピードで回転する。

　まずショッピング。服や小物なら自分の方がセンスは上だと思うけれど、最近の鷹奈の急成長は侮あなどれない。そういう買い物じゃなくて書店やアニメショップに行けばこちらの持もち駒ごまを存分に活用できるか。

　ボウリングはあまり得意ではない。というかほとんど経験がない。やっぱり身体からだを動かす事なら鷹奈の領分になってしまいそうだ。

　鷹奈の方も同じなのか、思案顔で宙を眺めている。

　思考しているその一秒の隙すきに、いきなりワンボックスカーが目の前に走ってきた。

　キキッ！

　甲高いブレーキ音を鳴らして、行く手を阻はばむように停車した。

　それも、二台。

　即座に感づいた早少女は、鷹奈と顔を見合わせる。

　唯一状況を理解していない二美がきょとんと目を丸くしていると、まず一台の運転席からメイドさんが降りてきた。

　さんさんと降り注ぐ太陽の下、本格派の黒いロングスカートに上着も長なが袖そで。それなのに人形めいた無表情の顔には、汗の粒一つ浮かんでいない。

　しかも黙っているうちは分からないけど、あんな性格。

　存在そのものが噓うそみたいな人である。

　彼女がスライドドアを開けると、中から長い黒髪を揺らして少女が現れる。

「……何とか間に合いましたわね」

　小さな独り言だったが、早少女さおとめの耳はその言葉を逃さずキャッチした。

「鷹たか奈なさん、早少女さん、水くさいですわよ。遊びに行くのでしたらわたくしも誘ってくださればよろしいのに」

　青いサマードレス姿、白いストラップサンダルに包まれた足で優雅に地上に降り立つ。無表情メイドが、さりげなく日ひ傘がさで彼女を強すぎる陽光から守っていた。

「え、えーと……。誰だれ、この人？」

　あまりにも唐突に、しかもシュールなシチュエーションで現れた当人に声をかけるのをはばかったのだろう。二ふ美みが鷹奈に訊たずねる。

「失礼。自己紹介が遅れました。あなたが八や木ぎ本もと二美さん──一かず大ひろ様の妹さんですわね。わたくし、天てん弓きゆう院いん真さな愛えと申します。お兄さまには、アルバイト先でいつもお世話になっております」

「は、はあ。どーもご丁寧に」

　まるで古い映画で舞ぶ踏とう会かいに現れた貴婦人のごとく長いスカートの両サイドを軽く摘つまんで恭うやうやしく一礼する真愛に、二美はただぽかんと口を開けて答えるだけ。

「自分は真愛お嬢様の側そば仕づかえを担当しております、メイドの壇だんマツリと申します。以後お尻にお仕置き──もとい、お見知りおきを」

「え？　ええ？　アルバイト先の後輩にお付きのメイドさんって、これ何なの？」

　状況の異常さの方で頭がいっぱいで、マツリの変な発言までは気になっていないらしい。そこにツッコミが入ったら混乱が深まる。

「その事はいずれ説明いたします。実はわたくし、そちらの鷹奈さん早少女さんとも親友でして、ひょんな事から早少女さんが一大様のお宅を訪問するのを知りまして」

「それを知っちゃうけど、一緒に行こうって誘われないようなひょんな事って何？」

「それは……ひょんな事なのです」

「ひょん？」

「ええ。ひょんなのですわ」

　二美の問いかけに、真愛は何の説明にもなっていないが、静かな迫力に満ちた言葉で答える。

　鷹たか奈なは昔なじみ。早少女さおとめは電話をかけたのがきっかけでクラスメイトとバレた。しかも芸能活動に対しては個人的にファン。

　しかし一かず大ひろが特に紹介していないのなら、真さな愛えと二ふ美みには何の接点もない。

　二美の立場からすれば、真愛は明らかに『よく分からない変な人』だ。

　バイトの後輩といいつつ大金持ちっぽいし、いきなりメイド連れで現れるし、態度は妙に強引だし。

　おまけに停とまったきり動かないもう一台の方には、黒メガネ黒スーツの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたるボディガードが三人乗っているのだ。

「それで皆様。どこかに遊びに出かけるというのであれば、バスに乗らずともわたくしの車を使えばどこへなりとも出かけられますわよ。いかがですか、二美さん？」

　目を細め、親しげな笑顔で真愛が訊たずねる。

　しかし二美のリアクションは硬質だ。

「どうして初対面のあたしに？」

　単に疑問に思っているだけでなく、どこか挑発的な口調で質問が返される。

「それは、いつもお世話になっている一大様の妹さんですもの。それにわたくし一人っ子の上、家の事情で幼なじみと呼べるような友達もいません。あなたのような妹には昔から憧あこがれていましたの。そうですわね、二美さんが本当に、形の上でもわたくしの妹になってくれたら、きっととても素敵な事でしょうね」

　言った。

　直球ド真ん中で言い切った。

　あまりに直接的な真愛のアプローチに、早少女は言葉の接つぎ穂ほを失った。

　現代日本社会のシステムとして『名実ともに妹になる』と言ったら、兄と結婚して義理の姉妹になるというのが最もストレートな解釈だ。

　深く考えずに二美が喜んで受け入れるのか。

　それとも唐突すぎる申し出に反発するのか。

「ふぅん……」

　実際のリアクションは早少女の予想を二つとも裏切る、知的な含み笑いだった。

　まず真正面の真愛を、それから左右の早少女と鷹奈を、品定めするように見つめる。

「たかなんはプールがいいって言ってるし、早少女さんはカラオケ推しなんですよねー。天てん弓きゆう院いんさんでしたっけ？　あなたはどこがいいんです？」

「わたくしは、二美さんがお望みのところでしたらどこへなりともご案内いたしますわよ。それこそカラオケでもプールでも。プールなら混こんでいないところの心当たりもありますし。そうそう。お食事でしたらイタリアンでもフレンチでも京きよう懐かい石せきでも、素晴らしい店に案内できますわ」

　さりげなく近寄り、穏やかな笑顔で二ふ美みの手を取る。

「えーっ。あたし中学生ですし、そういう堅苦しい高級なお店なんて入った事ないんですよねー。天てん弓きゆう院いんさん」

「で、でしたらなおさらですわ。せっかくの機会に日ひ頃ごろできない事を試してみてはいかがでしょう？　それにわたくしの事も早少女さおとめさん鷹たか奈なさん同様、名前で真さな愛えと呼んでくださって結構ですのよ？　いえ、いっそ『おねえさん』でも構いませんわ」

　二美は、その手を自然な動きでふり解ほどく。

「確かにチャンスかも知れないけど、そんな窮きゆう屈くつなところで食事とかしても緊張して息が詰まっちゃいますって。ひょっとして真愛さん、おにぃもそういうところへ連れてったりしてます？」

「そ、それはその……何度かおつきあいしていただいた事もありますが……」

「あ～あ。おにぃ、大変だったろうなぁ。慣れないところで。おにぃって女の子に調子合わせて無理しちゃうタイプだし」

「……」

　二美の言葉に、真愛は黙り込んだ。

　少なくとも早少女にも心当たりがある。

　最初のデートバッティングの際に付つけ焼やき刃ばと遠えん隔かくアシストで、何とか高級レストランでの会食を乗り切ったのだ。

「た、確かに一かず大ひろ様にいくばくかの苦労をさせてしまいましたが、しっかりとマナーを守ってくださいましたし……。わたくしの保護者も一大様を紳士として高く評価してくれましたわ」

「ま、もう済すんだ事だし、おにぃはおにぃであたしはあたし。おにぃが納得してやったのなら、あたしには関係ないですもんねー」

　くるりとターンして、車へと向かう。

「ま、せっかく真愛さんが案内してくれるっていうんだから空すいてるプールでいいんじゃないですか？　たかなんも早少女さんも」

「え？　ま、まあそうだね」

「ボ、ボクもＯＫ」

　二人揃そろって肯うなずく。

　気が付くと主導権は、完全に二美が掌しよう握あくしていた。

「えっと皆さんは学校も別々なんですよね？　おにぃを通じて知り合ったんですか？」

　目的地へと走る車の中、振り返り気味に二美が訊たずねる。

　運転席でマツリがハンドルを握にぎり、中央のシートに二美と鷹奈、早少女と真愛が後席という並びだ。

「そうじゃないよ。あたしたち三人、先に友達同士だったんだよ」

「そうそう」

　鷹たか奈なの言葉を受け、早少女さおとめが知り合った経緯を話す。それは同時に、一時引退状態だった自分が声優として復帰した理由の説明でもある。

「へえ、そうだったんですかぁ。あ、じゃあ早少女さんの妹とも知り合いなんですか？　たかなんは会った事あるって言ってましたけど」

「ええ。早少女さんのお宅──実家ではなく今のマンションの方ですけれど、そこでご一緒した事もありますわ」

「ふぅん。そうなんだ」

　真さな愛えは事実を率直に話しただけなのに、二ふ美みはなぜか意味ありげに笑った。





第５話　激突！　かしましニセ彼女ズVS実妹！







　皆を乗せたワゴン車が向かったのは、街の中心地にそびえる高層ホテル・ヘヴンズボウだった。

　途中の短い道のりの間、主しゆ賓ひんである二美はずっと含み笑いの口元を片手で隠したまま。早少女、鷹奈、真愛。誰だれが話しかけても適当な相づちでスルーするだけだ。

「早少女さんと鷹奈さんはご存知の通り、この施設のオーナーはわたくしの家──天てん弓きゆう院いんです。こちらでしたら、さほど込み合っていないはずですわ。水着もレンタルできますのでご心配なく。きっと二美さんにもご満足いただけるはずですわ」

　そう言って真愛が案内したのは、上層階にある屋内プールだった。宿泊客だけでなく、ホテル内にあるフィットネスクラブの会員も利用する施設だという。早少女も話に聞いた事はあるものの、実際に利用するのは初めてである。

　周りで高さを競える建物は、やはり天弓院グループの複合商業施設・スカイアーチくらいで覗のぞきの心配がないため、三方は広いガラス面だ。西側は奥多摩の山並み、東から南側にかけては市街が広がっている。取り立てて自慢するほどでもない平凡な風景だけど、見晴らしが良好で開放感があるというだけで気分がいい。

「ふぅん。まあ、確かにここならおにぃの耳には入れられない、女の子同士の内緒話もできますよねー。じゃ、みんなで泳ぎましょうか？」

　ちらちらと三人の顔を見比べつつ、二ふ美みが肯うなずく。

　ロッカールームの中には、四人それぞれに三、四着ずつの水着が用意されていた。

「これ、本当に借りていいの？」

「ええ。どうぞ好きな物を選んでくださいませ」

　真さな愛えの許可を得て早少女さおとめが選んだのは、黒いモノキニタイプだった。胸元がおへそのあたりまで深く切り込んでいるＯ型と呼ばれるもので、下半身も急角度のハイレグ。

　先日海に行った際、車中で話題になったいわゆる『ブラジル水着』というほどのスリングショット──紐ひもデザインではないが、自前の白いビキニよりもアダルトでセクシーなイメージだ。

　せっかくタダで借りられるのだし、しかも人目もほとんどない屋内プール。日ひ頃ごろは試せない大胆なデザインを試す機会になる。

　まだ夏休みは残ってるんだし、月末ぎりぎりにでも新しい水着で一かず大ひろと一緒に、今度は正真正銘二人きりで──なんて事を想像してしまう。ついつい鼻歌も漏もれたりして。

　見ると鷹たか奈なも同じ事を考えたのか、手にしているのはアニマルプリントで布量控えめの派手なホルタービキニだった。















「二ふ美みさん、いかがですか？　お好みに合う物がないようでしたら、他のデザインも用意させますわよ」

　まだ脱いでいない真さな愛えの後ろには、何着かの水着の入った籠かごを抱えたマツリがいつもの無表情で寄り添っている。

「いいですよー。ある中から選びますからー」

「そう仰おつしやらずに。ほら、これなどいかがですか？　わたくしとお揃そろいになりますし。本当の姉と思って、いくらでも甘えてもよろしいのですのよ」

　真愛の目め配くばせを受けたマツリが、無言で二着の水着をつまみ上げる。ツートンカラーのワンピース、同じデザインだ。

　彼女が持っているにしてはノーマルだと早少女さおとめは思ったが、考えてみればもともとがこの施設のレンタル用だ。ブラジリアンな危険物などは用意されていないのだろう。

「そう言われても、さすがに今日会ったばかりの人を姉だなんて思えませんしー」

「遠慮なさらなくても結構ですのに」

「本物の兄だって、そんな無制限に甘えさせてくれる訳でもありませんしー。家によって違うでしょうけど、兄弟姉妹ってそんなベタベタしてる訳じゃないですって」

「そ、そういうものなのですか？」

「はい。そういうものなんです」

　笑ってそう答えると、二美は下着姿のまま早少女へと近寄ってくる。軽くあしらわれ、取り残された形の真愛は不安げな表情で立ち尽くしている。

「こうやって直接見ると、やっぱり胸の大きさではたかなんが一番だけど、形は早少女さんのがベストですねー」

「えっ？」

　慌てて裸の身体からだにタオルを当てて前を隠す。

　さっきの着衣状態での話ならまだジョークめかして流す余裕もあったけれど、こうしてむき身本体を見られるとさすがに恥ずかしくて、頰ほおが熱くなってしまう。

「おにぃって特に巨乳好きって訳でもないけど、やっぱり男の子だったら普通はおっきいのかきれいなのかがいいんじゃないかなぁー」

　その言葉が放たれた瞬間、おっきい人ときれいな人の間に不可視のラインが引かれた。視線と視線が絡み合い──厳密には互いの胸に向けた後で眼まな差ざしが正面衝突する。

「そ、その……一かず大ひろ様がもう少し控えめな……というか、その……品のある胸をお好みという可能性はないのでしょうか？」

「さあ？　どうだったかなぁ～」

　そう言う二美の視線は、真愛の顔から足下までを品定めするように何度も往復している。

「お願いです。教えてください！」

　真さな愛えが詰め寄っても二ふ美みは軽やかなターンで距離を開きなおし、ごく自然な仕草で下着から水着へと着替えていく。

「それで天てん弓きゆう院いんさんは、どうしてそんな事訊きたがるんです？　おにぃって、たかなんとつき合ってるんですよねぇ？」

「そ、それは……その……」

　返答に詰まった真愛が、さっき近づいた分だけ後ずさる。

　ところが二美はつけ込んで追求するでもなく、笑顔のままてきぱきと水着を着用した。ターコイズブルーのセパレートで、上下ともティアードフリルの飾りがついている。かわいらしさを強調したデザインが、子供っぽい滑らかさを残した二美のボディラインにはよく似合っていた。

「ま、せっかく女の子同士なんだしー、男子がいるところだと恥ずかしくてできない話をするチャンスですよねー」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

「二美ちゃんってば！　恥ずかしい話って？」

　軽いステップでプールへ向かう二美をまず鷹たか奈なが、一歩遅れて早少女さおとめが追いかける。

「だ、壇だんさん。召めし換かえをお願いします」

「承知いたしました」

　戸惑ったままぼうっと立っていた真愛が、慌ててマツリに命じて自身を水着へと着替えさせる。彼女が選んだのは、さっき二美に断られたワンピースだ。

「ひゃほーっ！」

　じゃぽんっ！

　軽い準備体操の後、ジャンプして飛び込んだ二美の身体からだが水柱を立てた。

　別に借り切った訳ではないという話だが、タイミングよくたまたま他の利用者がいないために現在は四人の独占状態だ。

「ふぅーっ！　気持ちいいーっ！　海も開放的でいいけど、こういうプールを貸し切り状態ってのも格別っ！」

　プールの水を勢いよくかき分けて何往復も泳いだ鷹奈が、前髪の滴しずくを払う。

「ねえ、二美ちゃん！　一緒に泳ごうよーっ！　あたしがコーチしてやるからさ」

「ダメですよー。あたし、休憩中です」

　しかし既すでに泳ぎ疲れてプールサイドのビーチベッドに身体を横たえた二美は、苦笑しながら手を振って答えるだけだ。

「泳ぎを教えるなら、まず最初にやっちゃうべきだったよね」

　そう言って笑う早少女はベッドの傍かたわらに膝ひざを折って、二美の髪をいじっている。

「細くてきれいだけど、その分傷みやすいからヘアケアには注意した方がいいよ」

「やっぱり？」

「あとお肌も。まだ中学生だから、変にいろんなもの付けるよりも自然な健康さを大事にして。ほら。ここ、ニキビができてる」

　刺激しないようソフトなタッチで、右耳の下、顎あごの裏のあたりをつつく。肌き理めの細かさから本人がこまめに手入れしているのは推測できるが、さすがに新しん陳ちん代たい謝しやの激しい中学生。完かん璧ぺきとまではいかないようだ。

「えっ？　やだっ？　気付かなかった」

「そんな大きくないから大丈夫よ。潰つぶしたりしないでね。後は、清潔を心がけて」

「はい、分かってますって」

「ま、ボクも一応芸能人だし、顔も商売道具だから。髪や肌の手入れは自然と詳しくなっちゃうんだよね。いろいろアドバイスできる事もあると思う」

　サインをプレゼントしただけでは、声優とファンという関係のままで終わってしまう。もっと自分の手札を活いかして二ふ美みと親密になり、自分の陣営に引き込む。

　どうもここまでの態度で判断する限り、この娘こは一ひと筋すじ縄なわでは攻略できそうもない。観察眼は鋭いし、機転も利きく。一かず大ひろが彼女に頭が上がらないというのも分かる話だ。

　だったら少ないチャンスを十二分に活用して親しくなり、できれば尊敬も勝ち取るだけ。

　早少女さおとめだって中学時代三年間のブランクがあるけれど、おしゃれやボディケアに関してはほぼ無関心だった鷹たか奈なや使用人任せの真さな愛えに比べればずっとリードしている。

「ありがとうございます。たかなんだと、そういう方面はあたしの方が詳しいくらいだから頼りにならなくって」

「そ、そりゃないでしょ」

　聞こえよがしのセリフに、水を滴らせながら鷹奈が歩いてくる。

「二美さん。疲れているのでしたら、お飲物などいかがですか？」

　いつの間にか真愛も近づいていた。こっちはほとんど泳いでいないので、さすがに水着はまだ湿っているが肌は乾いている。

　彼女の背後にはメイド服のマツリが、銀のトレイを手に直立不動で立っていた。

「どうぞ。ノンアルコールでございます。興奮したり前後不覚になったりするような事はございません。残念ながら」

　仮面めいた表情でバブルグラスを差し出す。ブルーハワイ風でパイナップルはもちろん、ハイビスカスの花も添えられていた。

「ありがとー。いただきまーす」

　寝そべったままグラスを受け取った二美が礼を述べると、マツリは深々と一礼して引き上げていく。

　傍かたわらのポーチから大きめのサングラスを取り出してかけたせいもあって、トロピカルドリンクを味わう二ふ美みはどこかセレブっぽい──というよりは本物のセレブを誇張したようなキッチュな雰囲気だ。何しろ屋内なので紫外線対策の必要が乏しい。何と言っても早少女さおとめたちは、真さな愛えという本物のお金持ちを知っているのだから。

「ん～、おいしいですねー」

　トロピカルドリンクを味わい、さっきのサングラスをわざわざくいっとおでこの位置へ上げて立ち上がる。

「よろしければおかわりでも、他のお飲物や食べ物も用意させますわよ。わたくしを本当の家族と思って、何でも仰おつしやってください」

「甘いものばっかり食べてると太っちゃうよ。やっぱりせっかく広いプールなんだし体動かそうよ、体。昔、みんなで揃そろって海行った時みたいにさ」

「それもいいけど女の子なんだからおしゃれの話とかもっとしたいよね？」

「おしゃれや健康という事でしたら、わたくしが日ひ頃ごろお世話になっているエステティシャンやフィットネスインストラクターの方を紹介できますわよ。早少女さんや鷹たか奈なさんが物足りないという訳ではありませんが、やはりこういう事は本職に頼むのが一番ではありませんか？」

「そういう相手だと緊張しちゃうし、お金だってかかっちゃうでしょ？　その点あたしと二美ちゃんは昔からの仲良しだもんね」

「料金の事でしたら、わたくしが何とかいたしますからご安心を」

「それともボクの仕事の裏話とか聞きたくない？　もちろんできる範囲でだけど。『くらら』時代のエピソードとかもあるし」

　お互いに思惑は分かっている。

　誰だれかが独走するのを許すまじと、それぞれが自分なりの方法で二美にアピールする。

　しかし二美は答えず、フロアの出入り口の方を見る。

「メイドさんはいなくなったし、本当に四人だけ。これで誰にも聞かせられない内緒話し放題ですねー」

　思わせぶりな表情で立ち上がり、三人の顔を順に眺ながめる。

「な、何？」

「わたくしの顔に、何かついてますでしょうか？」

「じろじろ見られるとちょっと照れくさいな」

　三者三様のリアクションに笑みを浮かべ、二美は三人の顔を順に指さす。

「率直に聞いちゃいますよ。誰がおにぃの本命なんですか？」

「えっ！」

「げっ！」

「はっ！」

　全員絶句する。

「な、ななな、何を言ってんの、二ふ美みちゃん？　カ、カ、カズとあたしがつき合ってるって知ってるでしょ？」

　鷹たか奈なは必死に恋人アピールをしているけれど、早少女さおとめは言葉が出ない。

『一かず大ひろと鷹奈が相思相愛』と二美が信じている状態は、明らかに自分に──そして真さな愛えにとって不利だ。しかしニセ恋人三件掛かけ持ちが発覚してしまう方がマシなのか？

　もしも妹の口から『三人はニセ彼氏情報を把は握あく、共有している』と伝わってしまったら現状は一変してしまう。

　それにどう対処すればいい？

　戸惑っているのは早少女だけではない。

　見ると鷹奈はあわあわ金魚みたいに口を開け閉めしているし、真愛は青ざめて助けを求めるように視線をさまよわせている。

「おにぃがたかなんと『表向きは恋人』っていう事になってるのはウソじゃないんでしょ？　だけど、それだけで済すむ単純な話じゃないよね」

　年上三人の戸惑いを余裕の笑みで眺ながめながら、二美は塗ぬれた右手をすっと上げてまず人差し指を立てる。

「ポイントその一。あたしが一緒にいるのをたかなんに見られた時、おにぃは無駄に慌てたよね？　まずアレが怪しかった。何か『女の子相手に言い訳するのが習慣になっちゃってる』って感じがしたの」

「何、そういう事があったの？」

「えーと、まあ、そう。海から帰った日にね」

「鷹奈さん。そのように足あし繁しげく、一大様のお宅に通っていましたの？」

「通ってたも何もお隣さんだしっ」

　目の前に二美がいる事さえ一瞬忘れて、小声で話してしまう。

　その会話にも得心の表情で肯うなずきながら、二美は次に中指を伸ばした。

「ポイントその二。早少女さんが家に来た時のたかなんの態度も変だった。あれって明らかに、自分とおにぃがつき合ってるって早少女さんに見せつけようとしてたでしょ？　普通に彼氏彼女ってだけなら、そんな事する必要ないよね？」

「そのような事までしていたのですか？」

「だ、だって！　あの場合はそうするのが自然だし！　あたしとカズの事は早少女だって知ってるんだもん！」

　真愛と鷹奈の声のボリュームがさっきよりは大きくなる。

　早少女は思わず眉み間けんを押さえた。

　既すでにバレバレとは言っても、もはやこれは二美の推測を肯定しているのと同じだ。

「ポイントその三。おにぃの目がなくなった途と端たんに、たかなんと早少女さおとめさんがあたしの歓心を買おうと張り合ってきた。これって片っぽが本当の彼女でもう片方が横よこ恋れん慕ぼしてるって雰囲気じゃない。対等のライバルが、妹を味方につけて状況を優位に運ぼうとしてるんだよね？　おまけに後から現れた真さな愛えさんまで同じ事やってるし。今だってそう」

　空になったグラスを高く掲げる。

「そ、そ、それはただ単に二ふ美みさんとお友達になりたいからですわ。それ以外の邪よこしまな思惑など何一つありません。先ほども申しましたように、わたくしは兄弟姉妹がいませんので、かわいい妹というものに憧あこがれていたのです」

「でも早少女さんにも中学生の妹がいるんでしょ？　その理屈だけだったらその子と仲良くしてたっていいはずですよね？」

　真愛はぽかんと開けた口をかろうじて右手で隠す。

「……車の中で話してたのは、このためだったの……？」

　早少女が思わず漏もらした呟つぶやきに、二美はにこやかな表情のまま肯うなずく。

　ちょっと唐突だけど初対面の相手と滞とどこおりなく会話するために共有情報になりそうなところを糸口にしたのかと思ったけど、この子はそんな生やさしいキャラではなかった。あの時点で既すでに三人の態度をいぶかしみ、状況証拠を固めていたのだ。

　なんと手て強ごわい女子中学生──早少女の意識に戦せん慄りつが走る。

「おにぃもそうだけど、こっちを子供と思っている人ほど、何か後ろめたい事がある時にモノやサービスで釣ろうとするんですよねー」

　にやにや笑いながら、リズミカルな指の動きで三人の鼻先を順繰りに差す。

「最初はおにぃが三みつ股またかけてるのかと思ったの。だけどあの生存競争に弱い生き物がいきなりそんな超進化するとも考えられないし」

「せ、生存競争に弱いって……いくらお兄さんでも。それはちょっと言い過ぎじゃないかなぁ……」

　あまりの形容に、苦言を呈さざるを得ない。

「だって実際そうでしょ？　おにぃはどう考えたって女の子を弄もてあそぶような度胸や強引さなんてないし。ライバルのはずの三人も互いに張り合うだけで嫉しつ妬としてるようにも見えない。だいたい本当に二ふた股また三股かけられているのなら、もうちょっとおにぃに対して腹立ててもいいよね？」

　まるで容疑者を集めて『さて』と解説する名探偵のように、二美は得意げに指を振った。

　犯人を名指しする必要はない。

　共犯者どころか、一見不実な事をされている被害者に見える三人が、実はそれぞれ主犯というのがこの事件の真相なのだから。

「さすがにこれ以上は推理っていうよりは想像になっちゃうけど、たかなんがおにぃとつき合ってるって話は本気じゃなくて何か事情があるお芝居だったんじゃない？　他の二人も一緒。おにぃはお人ひと好よしだから、後先考えずにそれを全部引き受けちゃった。ところが三人が三人とも──」

「待って！」

　早少女さおとめの叫びが、二ふ美みの説明を遮る。

　その言葉は、一かず大ひろにさえも言っていない。

　三人がお互いに対しても明らかにしていない。

　微妙なバランスによって施された封印を、第三者の口から聞かされるのはイヤだった。

　一大本人に対してではなくても、せめて自分ではっきりと言わなければ。

　鷹たか奈なは鋭い指摘にパニック気味であわあわしてるし、真さな愛えも曖あい昧まいな表情で二美から目を逸そらすだけ。

　だから、早少女が口火を切った。

「二美ちゃんの言うとおり。ボクは──ボクたちは、本気で一大の事が好き」

　言った。

　言ってしまった。

　胸の奥深いところに刺さっていた棘とげが、あるいは何かをせき止めていた栓せんが、抜けてしまったような感覚。

「さ、早少女！」

「その事は……その……」

「ちゃんと認めようよ。ボクたち、きっかけが変だったのと、友達同士で言わなくても分かっちゃうせいで何となくズルズル来ちゃったけど、本当はこういう事ってはっきり言葉にするところから始めなきゃいけなかった……んだと、思う」

　ひょっとしたら本来の女の子同士の恋バナというのは、もっと気軽で楽しいものなのかも知れない。

　あの日喫茶店で語らった、それぞれの『彼氏』がニセモノだという事実を内緒にして、実は同一人物という事も気付かずにいた会話のように。好きになった相手の魅力を自慢したり、つき合っている彼氏へのちょっとした不満を愚ぐ痴ちるふりでのろけたり。

「ボクがひとりで言っちゃってごめん。でも間違いないよね、鷹奈も、真愛も」

「うん……」

「……ええ」

　他の二人も、観念して首を縦に振る。

「最初はね、本当にニセの彼氏役を頼むだけのつもりだったんだ。けれど、一緒にいるうちに……」

　まず早少女が、そして鷹奈が、真愛が、己の事情を説明する。

　役者としてのスキルアップのため。

　迫ってくる後輩の女の子を諦あきらめさせるため。

　家の事情による不本意なお見合いや縁談を断るため。

「……で、ボクはその時に助けてもらったのがきっかけ。誤解してたけど、本当は自分が泥を被かぶっても約束を守る人なんだって分かったら、こう……胸の奥がキュンとして」

「あたしの場合はいつからってピシッと線引ける訳じゃないかな。ニセの彼氏やってもらってるうちに何かその気になっちゃったっていうか……。今まであんまり考えてなかったけど、カズは男であたしは女の子なんだって意識しちゃってさ」

「わたくしはどうだったのでしょうか……。最初にお願いした時には本当の恋人ではなくても、頼りになる素晴らしい方だとは感じておりました。本心から慕うようになったのはいつからと問われても、はっきりとは……」

「で、結局誰だれもはっきり告白してないから、おにぃはたかなんたちが本気なのを知らないまま、一所懸命彼氏のフリを続けてるって訳ね。しかもこうして三人が裏で結託してるのも気付いてない、と」

　怒るでも呆あきれるでもなく、いたずらっぽい微笑のままで二ふ美みが答える。

「二美ちゃんっ！　この事、カズには言わないで！」

　鷹たか奈なが両手を合わせて拝む。

「えー、どうしよっかなぁ。皆さんが恥ずかしくて言えないのなら、中立の立場からさりげなく伝えてあげるのも、親切といえば親切ですよねー。おにぃだって事情知らないせいでいろいろ困ってるみたいだしー」

「べ、別に恥ずかしいという訳ではないのです」

「じゃあどういう理由で？」

「そ、それはその……」

　切り替えされて、真さな愛えが黙り込む。

「冗談ですよぉ。どっちかっていうと、おにぃが困ってる方があたしも面白いしー」

　多少腑ふに落ちないところもあるけれど、とりあえず最大の危機は去ったのか。

「もしも彼氏を決めるやり方が減点法なら、おにぃは最高かも知れない。だけど加点法で勝負したらまあ誰にも勝てないよね。だってそもそもリングに上がらないんだから」

　つまり、自分から『好きだ』とは言い出さないという事。

　ずっと彼女が欲しいと思っていた一かず大ひろが、結局ニセの恋人三人しかゲットできなかった唯一にして最大の理由だ。

「まあ、見た感じこの三人がおにぃを取り合うのは理解できなくもないかな？」

「それはつまり、一大様が魅力的という事ですか？　やっぱり二美さんも一大様の事を？」

「違う違う。そんなマンガみたいな話ありませんって。血がつながってるんだから、最初っから彼氏候補のリストには入りません」

　うろたえる真さな愛えに、二ふ美みは苦笑しながら手を振る。

「おとなしくておしとやかなだけの女の子と、おにぃみたいな優柔不断な待ちタイプはかみ合わないって事。何だかんだ言って、この三人って我が道を行く強引タイプでしょ？」

　確かにその通りだ。

　役者として既すでにプロ活動をしている早少女さおとめは言うに及ばず、一見楚そ々そとした真愛だってそもそも周囲の環境や状況に従うのが嫌でバイトを始め、一かず大ひろに恋人役を頼んだのだから。

　元気いっぱいでアクティブっぽい鷹たか奈なが、相対的には一番オンナノコオンナノコしていると言えるかも知れない。

「わ、わたくしが強引……？」

　真愛だけは納得していないようだが、二美は無視して話を続ける。

「でもねー。ぶっちゃけた話、あーいう兄貴を持っちゃうと妹としては悲劇なんですよ。端から見てても、彼氏としては物足りない男でしょ？　押しは弱いし、リードしてくれないし、草食系で積極性に欠けるし」

「そ、そんな事はありません。一大様は紳士的で誠実で、大変立派な方です」

「そ、そうだよ。料理もうまいし、ファッションの事とかも相談に乗ってくれるしね。少しえっちなところは珠たまに瑕きずだけどさ」

「確かにちょっと気弱っていうか、はっきりしないところはあるよ。でも、あれだけマメで気配りができる男子ってそんなにいないよ」

「そう！　そこが問題なの！」

　一大をかばうべく反論した三人の顔を、二美がビシッと指さす。

「悲劇って言ったでしょ。おにぃはある意味でレベル高いっていうか、都合のいい男だよ」

「そこは『いい男』じゃないんだ……」

　早少女が鼻の頭を搔かく。

　苦笑いするしかないけれど、その通りだ。

　そもそもそういう人だからこそ、早少女も最初にニセ彼氏を頼んだのだし。

「おにぃに比べればクラスの男子なんか確かに積極性だけは上だけどガサツで大ざっぱで、そのくせカッコばかりつけてる自惚うぬぼれ屋ばっかり。おにぃは恋人にはならないけれど、基準ラインになっちゃうんですよー。物足りないところもあるけど、アレよりマシなのってなかなかいないし」

　右手の平を水平に構え、人差し指を伸ばした左手をそこから下へと動かすジェスチャー。

　確かに、二美の立場になって想像すれば理解はできる。

　身近だけど恋愛対象としては最初から除外。その代わりに一種の物差しにはなる。

　長所も短所も理解していて理想や幻想を抱くほどではないけれど、逆に言えばアイドルや二次元キャラと違って『現実の男の子でもこのくらいはできる』というモデルケースとして機能するから、比較して同世代の男子のダメな点は目についてしまう。

　彼女が欲しくてゴロゴロ転がる本性はさておき、表向きは思春期男子にありがちなガツガツした雰囲気がなくて清潔感があるのは一かず大ひろの美点だ。身勝手さや野や蛮ばんさを男らしさと勘違いして、自分の都合や欲望で女の子を振り回したりもしない。

「二ふ美みちゃんはそう言うけど、最近はあたしが鍛えてるから前よりはタフになってるよ」

「まあ、一大の場合はフィジカル面よりもメンタル面がちょっとね。頼りないっていうのとはちょっと違うけど」

　頼りがいはあるのだ。

　ただ、ディフェンスは強固だけど得点力が低いというか。

　防御力が高すぎて、こっちのアプローチが通じないというか。

　最初に『ニセ恋人』として始めたのが悪いといえばその通りなのだけど。

「そうでしょうか？　わたくしは一大様は心身ともに頼もしい、素晴らしい方だと存じ上げておりますが」

　ふう。

　真さな愛えが鷹たか奈なや早少女さおとめとは異なる感想を口にすると、二美が肩を竦すくめる。

「でもまあ、おにぃの一番の欠点が押しが足りないところなんだから、女の子の方から迫れば割と簡単に落ちそうだっていうのは、みんな分かってるでしょ？　だったらどうしてはっきり『好きだ』って言っちゃわないんですかー？」

「え……っ」

　それは、言われてみれば当たり前の事だ。

　だけど今まで曖あい昧まいにしてきた問題。

「だ、だってほら！　カズの事も好きだけどあたしたちみんな友達だし。ねっ？」

「え、ええ。そうですわ。友情も大切にしませんと」

　二人が口にした綺き麗れい事ごとだけではない。

　きっかけがニセ恋人の依頼だったという後ろめたさもある。特に、他の二人は頼れる相手が一大だけだから仕方ないけれど、早少女の場合は『都合のいい安全パイ』として白羽の矢を立てたのだから。

　それに現状のままなら、ニセとはいえ一応彼女としてつき合える。そのうち一大の気持ちが己に向くかもという希望は抱ける。

　焦って一歩踏み出した先が花道か断だん崖がいなのか分からないのなら、踏み出すのは怖い。

　だから『こちらにおいで』と手招きして欲しい。

　何のことはない。

　要するに、つい待ちの姿勢になってしまうのは一大に限った話ではなかったという事だ。

「でも、おにぃが三人に分割できる訳じゃないのは分かってますよね？　それとも全員でおにぃに囲われちゃうハーレムエンドでいいとか？」

　ぶんぶんっ！

　言葉に出すより先に首が動いた。

　早少女さおとめだけではない。鷹たか奈なも真さな愛えも、同じようにはっきり否定の仕草を示している。

「そうでしょうねー。そんなんで満足できるくらいなら、三人で牽けん制せいしあったりする必要ないですもん。ま、おにぃにそんな甲か斐い性しようなんてないでしょうけど」

　それもその通り。

　じゃあ結局自分だけを見つめて欲しいなら、どうしてはっきり告白しないのか。

　不安と友情だけが理由なのか。

　名付けられないもやもやとした柔らかい何かが、早少女の真ん中にドンと居座っている。

「ま、自分じゃ答分かんないでしょうねー。気付いていても直視したくないっていうか」

「二ふ美みちゃんは、分かってるの？」

　早少女の質問に、二美はちっちと指をワイパーみたいに振る。

「岡おか目め八はち目もくって言葉があるでしょ？　あたしは当事者じゃなくて観察者なんですよ。おにぃの事だけじゃなくて、恋愛もね。別に早少女さんたちだけじゃなくて、昔っからずーっとクラスの子とかが好きとか嫌いとかいうのを、脇わきで見てたから」

　恋をしないという点では同じでも、人との──特に異性との関かかわりから逃げていた早少女とは違うという事だ。中学からずっと女子校だった鷹奈や、物心つく前からの超箱入りの真愛ともレベルが違う。

　早少女が高校から始めたデータを取るための観察が、二美にとっては昔からの基本。

　身近に男子がいて日常的に他人の色いろ恋こい沙ざ汰たを見てきたという点では、この場の四人の中で最年少の彼女が最も豊富なデータとキャリアを持っているのである。

「そうだなぁ……。たかなんと早少女さんには教えてあげても、いいかなぁ？」

　二美の右手が早少女の、左手が鷹奈の手を取る。

「あの……わたくしは？　わたくしには教えていただけないのでしょうか？」

「んー、どっしよっかなー」

　真愛の懇願を、二美はまたしてもあっさり受け流す。

「なぜわたくしだけダメなのです？　二美さん、あなたはわたくしに何か含むところでもあるのですか？」

　それは早少女も気になっていた。

　このメンバーが揃そろった時からずっと、二美は妙に真愛に対してだけ冷淡だ。

　鷹奈とは昔なじみ、早少女に対してはファンという接点があるけれど、真愛だけは正真正銘の初対面──というだけではない。何か明確な意図というか、基準を感じる。

「んー。何ていうのかなぁ。三人揃そろってあたしに気に入られようとしてるって事は、おにぃ攻略に有利だと思ってるからですよね？　サービスやモノで釣ろうとしたりして。でも、誰だれを応援するかはあたしが自分で決めていい。でもね。真さな愛えさんだけ『違う』んですよ」

「違う……というのは？」

　二ふ美みはまた人差し指を振った。

「たかなんはもちろん、早少女さおとめさんがおにぃを好きだっていうのは分かるんですよ」

「そ、それはわたくしも同じです！」

「だーからー、同じじゃないんですよ。他の二人はちゃーんとおにぃの欠点も承知の上で好きになってる訳でしょ？　だけど真愛さんの口から出る紳士的で理想的な男性ってちっともおにぃと思えない」

「そんな事はありません。一かず大ひろ様は本当に素晴らしい方です！」

「ほらぁ、それがダメなの！　真愛さん、最終的にはおにぃとどうなりたい訳ですか？」

「そ、それは……その……」

　二美が鼻先に指を突きつける。

　真愛の頰ほおがほんのり染まる。

「やっぱりわたくしは立場上恋愛には慎重にならなければならない訳ですし、一大様ともいわゆる遊びという訳には……」

「ウチは先祖代々由ゆい緒しよ正しい庶しよ民みんなんですよねー。その中でもおにぃは骨の髄ずいまで小市民。人の言う事をよく聞く働き者だけど、人の上に立って大きな会社組織や財団動かすのとか、ぜーったい無理ですから。お二人もそう思うでしょ？」

「ま、まあ……そうかな？　カズって出世しそうにないタイプだよね」

「ボクも同感。頑張っても中間管理職っていう雰囲気」

　ここは素直に二美に賛成する。

　どう考えても一大はどんとふんぞり返って他人に指図するタイプではない。器用で物覚えは早いし、人間関係への気配りは一級品だから、現場のリーダーとして皆をまとめて走り回るのには向いているだろうけど。

「ですが、職場で働く一大様を最もよく見ているのはわたくしですわ。あの方には立派な才能がありますわ。それに一歩ずつ昇格していくのと、初めから高い地位にいるのとでは、意味も、求められる資質も違います！」

「そうかなぁ？」

　真愛は必死に反論するものの、やはり二美の心はビクとも動かない。

「それにたかなんは泳ぎ教えようとか、早少女さんはメイクとかコーチしてくれたりとかしてるでしょ？　真愛さん、あたしにサービスのつもりで何をしたか自覚してます？」

「このプールに皆さんを案内しましたし、ドリンクだってご馳ち走そういたしましたわ」

「でもそれって真さな愛えさん本人の魅力じゃないですよね？　家の財産っていうか、そこから来ているものでしょ？」

「そ、それは……」

　真愛の顔が青ざめる。

「確かに、二ふ美みさんのご指摘にも一理あるかも知れません。早少女さおとめさんは既すでにプロとして実績を重ねています。鷹たか奈なさんも武道の腕前は一流、いくつもの大会でトロフィーを得ていますわ。お二人の演技力も、拳こぶしの技も、ご自身に備わったものです。けれど、わたくしのこの身には何もありません。財産も立場も、あくまで天てん弓きゆう院いんの家のものであって、天弓院真愛という一人の人間のものではないというのは、その通りです」

　不安げに、しかしどこか呪じゆ文もんめいた滑らかさで言葉が紡がれる。

「真愛さんが本当におにぃの事を好きでも、本人が望んでないのに自分の世界に引きずり込んで将来まで決めちゃおうっていうのは変ですよ。真愛さん自身、自分の人生を人に決められたくなくて、バイトとか始めたんでしょ？　もし真愛さんがこのまま押し通すっていうのなら、あたし、知ってる事をおにぃに喋しやべります」

　明らかに二美の口調や表情が変わった事に、早少女は気付いた。

　さっきまでのどこかからかうような軽さが消えた、硬質で真剣な響き。

　知らぬままに兄が不本意な事に巻き込まれているのを気遣う、家族としての真情。

　その強さを感じ取り、真愛の顔から血の気が引いていく。

「二美ちゃん！　それちょっと言い過ぎ！」

　真っ先に叱しかったのは、つき合いの長い鷹奈だった。

「鷹奈の言う通りだよ。確かにいきなり車で乗り付けたりとか、真愛のやり方に問題がなかったとは言えない。だけど今日会ったばかりの二美ちゃんには分からない事情だっていろいろあるんだから」

「……ごめんなさい。軽率でした」

　短いツーテールの髪を揺らして、ぴょこんと頭を下げる。

　反省も謝罪も、意外に素直だった。

「いえ。確かに二美さんの仰おつしやるのも一面の真理です。ですが、誤解してほしくない事があります。わたくしが外に働きに出たのは、家を継ぐ事から逃れて自由を求めたからではありません。そのような身勝手は、最初から望んでおりません」

「……」

　静かな、しかし微かすかに震える真愛の言葉に、二美は言葉を失う。

「天弓院の家が背負い、果たしてきた事を受け継ぐのはわたくしの宿命です。個人の感情でそれを投げ捨てる事などできません。だからこそお飾りとしての当主ではなく、その重みをしっかりと支えられる人間になるためにアルバイトを始めたのです。そこで出会えたのが一かず大ひろ様だというのは運命の導きだったのだと……今ではそう考えておりますわ」

　まだ完全に明るい声ではない。

　微かすかに沈んだ──けれど上を向こうとするベクトルを含んだ声で、真さな愛えが答える。

　恋のために立場や身分を捨てる。

　ドラマなどでは多用──というより気軽に濫らん用ようされるシチュエーションだけれど、真愛が持っているのは恵まれた特権だけではない。それ以上に責任を背負っている。財団を預かり、自分を守ってくれた志し束づかへの恩義もある。

　物語のロマンティックでドラマティックな美しさは、諸もろ々もろの面倒くさい枝葉を切り捨てて成立しているのだ。

「そうですね。せっかくですからプールはお開きにして、わたくしと一大様が働いている店に行ってみませんか？　以前鷹たか奈なさんはいらした事がありますけど、早少女さおとめさんや二ふ美みさんは初めてでしょう？　今日は一大様ご本人は自宅から離れられませんし、わたくしたちが客として訪れても鉢合わせする事はありませんわ」

「そうだね。それも、いいかも」

　興味深い提案に早少女が肯うなずき、鷹奈と二美も同意した。

　本人ではなく妹が相手とは言え、今まで秘密にしていた事をはっきり言葉に出してしまったのだ。

　それぞれのスタート位置を確かめるのは、区切りのためにも必要だと思えたから。





第６話　恋とは如何なるものかしら？







　その頃ころ──。

　一かず大ひろは居間のソファに寝っ転がって、お昼のテレビなんぞ眺ながめながら風ふ呂ろ場ば排水管の修理業者を待っていた。

　一学期はニセ彼氏三件同時で気の休まる暇もなかったし、夏休みに入って少しは楽になるかと思ったら今度は妹が帰ってきた。しかも基本的に二ふ美みは家事をしない。炊すい事じ洗濯掃除、結局全部一大の仕事で負担が一人分増えただけ。

「ふわぁ……」

　勉強もしなくちゃいけないし、ダラけている場合じゃないとは思うのだけど、久しぶりにリラックスできるとなるとどうしても身も心も緩んでしまうのは仕方ない。

　彼女が欲しいと思っていたはずなのに、女の子がいない気楽さをありがたがるとは何という変化。

　海で鷹たか奈なとも話した通りこのままではいけないとは思うし、恋人を求める気持ちが根本から揺らいだ訳ではない。

　ただ問題は自分が本当に好きな相手は誰だれなのかという質問に、確信を持って返せる回答がないという点で。

　早少女さおとめ、鷹奈、真さな愛え──三つの顔が脳のう裏りに浮かぶけれど、三人の中から選べばいいのかというと、それも自信がない。

　たまたま身近にいたから。ニセ彼氏として接触が増えたから。

　そういう理由で『恋人にしやすい』と思い込んでいるだけじゃないのか。

　そんな疑念が頭の中にこびりついて離れない。それこそ風呂場のパイプを塞ふさいで、スムーズな流れをせき止めている何かのように。

「二美の奴やつ、早少女に迷惑かけてないだろうな……？」

　とりあえず堂どう々どう回めぐりを止やめて、リアルタイムの問題に意識を移す。

　鷹奈とはつき合いも長くてお互い知った仲なので気遣いも不要だけど、早少女はプロの芸能人。しかも大きな仕事を抱えている真っ最中という微妙な立場だ。

　知恵が回り、要領がいいとはいってもやっぱり中学生。ファンだからとわがままな要求をしてなければいいのだが。

「……そのあたりは、早少女本人が上う手まくあしらうのを期待するしかないか」

　任せた以上ここでくよくよ考えても仕方ないのだけど、一大は基本的に心配性だ。『気が利きく』という評価をされているのは、言い換えれば状況が悪い方に転ぶ事を想像して、対策を考えてしまうという事なのだから。

　まさかとは思うけれど鷹たか奈なと早少女さおとめだけじゃなく、真さな愛えまでどこかで鉢合わせしちゃったりとか？

　何しろ神様というのは一かず大ひろを狙ねらい撃うちにしてあり得ない偶然を起こして振り回し、困らせるのがパターンだ。

　先だっても海水浴場で三人ニアミスしたばっかりだし。ギリギリでタイミングがズレてくれたからまだ何とかなったけれど、あそこでニセ彼女同士が遭遇していたらどんな事態になっていたやら。

　一度思いついてしまうと悪い想像が頭の中でムクムク膨ふくらんでいく。

　今ごろ真愛も合流して三人プラス二ふ美みの鉢合わせになり、ひょんなきっかけからニセ彼氏問題が発覚。そもそもがニセでしかないのだから、早少女が上う手まく笑って収まるように話を誘導しようとしているのに、二美が面白がって引っかき回して大混乱とか。

　いや。当事者三人だけならまだ何とかなるかも知れないけれど、その場に志し束づかなりマツリなりトリオ・ザ・アーノルドなりがいて話を耳に入れたら致命傷だ。

　真愛の関係者ばかりじゃない。先日遭遇したみたいに一大と早少女のクラスメイトも危険だし、何をしでかすか分からないという点では桃もも乃のも要注意人物だ。

　こうして考えると、早少女に面倒を押しつけるみたいになったのはちょっと心苦しいけれど、一大自身が同行しなかったのは正解か。

　もしもついて行って、誰だれかに遭遇したりした日には──。

『一五画男っ！　何なのですか、そのハーレム状態はっ？　桃乃のおねーさまだけでは飽きたらず、他にも女の子をっ？』

『八や木ぎ本もとさん、あなたは真愛と将来を誓い合った仲のはずですよね？　他の女の子たちとはどういう関係ですか？』

『あれぇ？　ヤギちゃんってば早少女ちゃんとつき合ってるんじゃないの？　ひょっとして四角五角関係？　ひゅーひゅー、やるねぇ。この浮気者ぉ☆』

　こういう状況になったら、誰とつき合ってる事にしてごまかせばいいのか。

　いやいや。一大個人の問題ではない。

　三人それぞれの事情が解決しないどころか、ますます泥沼にはまってしまう。

　さっきは目撃者が二美だけの上、あらかじめ早少女に事情を説明していたから何とかなったけれど、複数のニセ彼女と一緒にいるところを第三者に見られそうなシチュエーションは極力回避しなければ。

「この際だから、誰が何をどれだけ知っているか、知られているか把は握あくしておくか」

　とりあえず情報整理のための覚え書きでしかないので、テレビの脇わきに置いたマガジンラックからメモ用にストックしておいたチラシを一枚引っ張り出す。

『オレは三件のニセ彼氏を引き受けている』

　まずこれは大前提。全すべての始まりだ。

『早少女さおとめ、真さな愛え、鷹たか奈なは昔からの友達。ただしニセ彼氏が必要な事情はそれぞれ他の二人には話していない』

　書き上げた後で、文章の最後に『？』マークを付け加える。

　互いに仲のいい友達だから知っていても不思議ではないのだけど、伝えているという確証もない。ただし一かず大ひろとしては、誰だれかの事情を勝手に第三者に喋しやべる訳にもいかないのは変わらないのだけど。

　三人が友達という事実を一大が知らなかったように、どこに意外な人間関係が潜んでいるか分からないので、ニセ恋人の秘密は誰にも知られてはいけない。

　真愛の親類に秘密が伝われば彼女の思惑はすべて水泡に帰すし、鷹奈の後輩が真実を知ればまたしつこくアタックをかけてくるだろう。

　その意味では、事情を知って共犯になったのが早少女というのはラッキーだったのかも知れない。仕事の事がクラスメイトにバレるリスクを別にすれば、一大がピエロとして笑われれば済すむだけの話なのだから。

　チラシに、その早少女の名前を記入する。

『基本的に事情を全部知っている』

　これは極めて重要なファクターだ。結果的には、このおかげでいろいろフォローもしてもらえた。

　特別な過去があり、現在も普通の高校生と声優の二重生活を送っている早少女は、頭が切れて口が堅いのが長所だ。

　真愛は真面目まじめで向上心はあるけれど世間知らずでどこかズレているので、どこかでポロッと情報を漏もらしてしまいそうだし、おっちょこちょいで迂う闊かつな鷹奈に完かん璧ぺきな秘密厳守は期待する方が間違っている。

　一大と早少女を恋人だと思っているのは、クラスメイトを筆頭に校内の人間。それから鈴りん音ね。人数的には一番多い。

　そういえば、早少女はまだ『スウィート・ドロップ』に来店した事はなかったか。

　腐女子の真ま帆ほは、二ふ美みと同じパターンで『さつきほしみ』の顔に気付く恐れもある。単に客として来店するくらいならいいが、一大との関係を知られるのはリスクが伴う。

　まあ早少女がわざわざあの店に行く理由もないだろうけど。

「ホント、早少女には助けられてるよなぁ……」

　呟つぶやきながら、次は鷹奈の名前をメモする。ここから先は、情報管理が面倒だ。

『氷ひ魚お鷹奈』

『早少女がクラスメイトなのは知っている』『鈴音と一大に面識があるのも周知』

　さっきのやりとりからすると早少女の仕事についても知っているのは間違いないから、鷹たか奈な→早少女さおとめラインでは『ニセ彼氏』の件以外は特に隠す事はないと考えていいのか。

『真さな愛えとは店で遭遇している』

　ここはちょっとややこしいか。

　鷹奈が客として来た時どんな会話をしていたか詳細までは聞き取れなかったが、真愛としてもクリティカルな話題は出していないはず。しかし一かず大ひろと同僚という事実だけは間違いなく認識しているはずだ。

『鷹奈よりも強くて、世界中を武者修行してた彼氏という設定』

　それから『えっち本を見られた』と書いて、慌ててぐりぐり塗ぬりつぶす。

「それはこの際関係ないって！　何書いてんだ、オレは！」

　思わずセルフツッコミの声が漏もれた。

　この関係を認識しているのは、基本的に鷹奈の空手部の後輩数人だけ。それ以外には二ふ美みだけ。氷ひ魚お家の両親も気付いていない。

　世紀末救世主モドキはかなりのハードルだけど、幼なじみだから今さら変にカッコ付ける必要もないのは楽だ。それにニセ恋人を必要とする理由も三人の中で一番軽いというかシンプル。他の後輩たちは本気じゃなさそうだし、桃もも乃の一人を納得させればそれで済すむ。

「いっそあの子が、鷹奈以外の誰だれかとつき合えばそれで終わりだよな。そしたらニセ彼氏の件だって冗談だったって笑えるし」

　こっちは校内ではいくつものカップルを成立させたキューピッドだ。その気になれば、手て頃ごろな相手くらい──。

「いや。待て待て！　それはダメだろ！」

　あくまで結ばれてもＯＫ、結ばれたい二人の間を取り持つからこそ、今までの信頼があるのだ。望まれず、誰かを不幸にするような形で、恋愛を利用するべきじゃない。

　三角関係の片一方だけに荷担したり、既すでにつき合ってる同士を引き裂いたり、恋なんかしたくないと思っている人を強引に他人とくっつけたりするのは間違っている。

「しかしまあ、あれだけ見せつけても納得してないんだから、一人だけっつーても結構な強敵かも知れないな……」

　問題は次の真愛だ。

『早少女とクラスメイト』『鷹奈と幼なじみ』という二点は既に知られている。つまりそれぞれと顔見知りであるという事実は、全員が知っているという認識で間違いない。そのほとんどが、思いがけない偶然で発覚した点は要注意だが。

　微妙なのは鷹奈と真愛の面識くらいか。

『スウィート・ドロップ』で顔を合わせているから、鷹奈の方が『一大と真愛はバイトの同僚』と理解しているのは間違いない。しかし真愛が『一大と鷹奈は幼なじみ』と認識しているかどうかは未確認だ。

　それからあの時は桃もも乃のも同行して騒いでいたから『鷹たか奈なにいいよる後輩の女の子がいる』という事は目撃しているはず。ただし問題は、その事実を真さな愛えがどう認識しているのかが今一つ分からない点だ。アレが一種の恋愛感情だと理解しているのかどうか。

　一かず大ひろと真愛がつき合ってると思っているのは、基本的に天てん弓きゆう院いん家の関係者だけだ。志し束づかを筆頭にマツリやトリオ・ザ・アーノルドなど。その他の親類縁えん者じやにもそれなりに情報は伝わっているはずだけど、どの程度の数にどれだけの認識で広まっているのかは、一大の方がキャッチできていない。

　他に知っていそうな人を挙げると『スウィート・ドロップ』従業員のうち、真ま帆ほあたりが何か感づいているというか勘ぐっている気配があるくらいか。少なくとも朋とも店長は全然気付いていない。

「改めてチェックしてみると、書いて整理するほどややこしい状況でもなかったな」

　いや。違う。

　ずるずる成り行きに任せていた結果、現状まで追いつめられたのだ。

　何しろ最初は一大自身、三人の交友関係を知らなかったくらいで。

　真愛の場合、状況は一番ヘビーである。

　財団の後継者となる事は決めているけれど、そのプロセスで意に染まぬ見合いや婚約はしたくない。自分自身を成長させるためにバイトを続けたいからこその、ニセ彼氏だ。

　言い換えれば恋人のフリを続けなければならないのは確かだけれど、深入りしすぎず、どこか適当なところで真実を告げ、切り上げなければならないという事になる。

　何しろ彼女だけは、恋人としてのつき合いと結婚というゴールがストレートに結びついているのだ。

　今のところは彼女の保護者である志束が暫ざん定てい的に一大を認めて、他の親しん戚せきからの口出しをある程度ブロックしているからいいが、その志束をだましているのが現状。真愛が立派に成長した証あかしを見せなければ、ウソをついていたのを納得させるのは難しそうだ。

「どこを区切りにするかが問題だよなぁ……。このままあの店で働いているだけで、経営者として立派になれるはずもないし」

　だいたいメイドカフェ『スウィート・ドロップ』は一般社会に存在する標準的な職場のサンプルとしてははなはだ不適切だ。箱入りお嬢様だった真愛があそこをスタート地点にして、一般常識を学ぼうというのは危険すぎないだろうか？

　とは言っても今からやり直せるはずもなし。

「いっそ他の、もっと普通のファーストフードやファミレスのバイトを紹介するとか？」

　それはそれで、目の届かないところに真愛を預けるのは不安になってしまう。触れたメカが故障する特異体質があるから、マニュアル通りに働くのは難しいし、結局は少人数の職場で柔軟な対応ができるところに限られる。

「……せめて朋とも店長がもうちょっと大人の手本、経営者の見本になるようなしっかりした人だったらなぁ」

　下手をしたら二ふ美みと同世代にしか見えない店長の顔を思い出し、一かず大ひろは大きくため息をついた。




　その頃ころ──。

　当の四人はその『スウィート・ドロップ』に向かっていた。

　真さな愛え本人が『歩きましょう』と提案したために車は使わずに徒歩でだ。車はヘヴンズボウの駐車場に預けたままだし、マツリもトリオ・ザ・アーノルドもそこで待機。何かあったら鷹たか奈なか早少女さおとめのケータイで連絡する事になっている。

「確かにあたし、ちょっと言い過ぎたかも知れないけど、だからってすぐに車を使わない事にしなくてもいいのに」

「二美さんに言われた通り家の力に頼りすぎていた反省もありますけれど、何より『スウィート・ドロップ』まではさほど距離がありませんから。わざわざ車を出さない方が速いくらいですわ」

「『スウィート・ドロップ』？　おにぃがバイトしてる店って『甘かん露ろ』じゃなかったっけ？」

「あ、そっか。二美ちゃん、模も様よう替がえを知らないのか」

　一人だけ純喫茶時代と現状を知る鷹奈が、口元を押さえて笑いを堪こらえる。

　駅の正面から延びるメインストリートから一本脇わきに入ると、ビルの一階にある看板が目に入ってきた。

　学生にとっては夏休みだが平日なので、大通りを離れるとさほど人出は多くない。ただ駐車場が足りないのか、脇の路地に二、三台車が駐とまっている。

「確かに場所はここだよね。看板は変わってるけど……？」

『スウィート・ドロップ』の看板を前に、二美は顎あごの先に指を当てて小首を傾かしげる。

「こういう事だよ」

　にこやかに笑いながら、鷹奈がドアを開けた。

「お帰りなさいませぇ、お嬢様ぁ……って、アレ？」

　ショートボブの頭を白いヘッドドレスで飾った小柄な女の子──朋店長が挨あい拶さつを中断して、目を丸くする。

「真愛ちゃん、どーしたの？」

「何やってんすか、店長。シフトない日に、他の人と一緒に来たんだから今日はお客様に決まってるでしょ！」

　ウェービーヘアで長身、彫りが深くて顔立ち派手目。『さら♡』というネームプレートのメイドが朋の頭をコツンと小突いた。

「いったぁ～い！　沙さ羅らちゃん、何するのよぉ」

　唇を尖とがらせたせいで、もともと子供っぽい朋ともの顔がますます幼く見える。

「お客にはちゃんとした応対しろって事っすよ。お帰りなさいませ、お嬢様方。本日は、こちらに席を用意してございます」

「お気遣いありがとうございます、沙羅さん。今日は、店長とお二人だけですか？」

「ああ。カリナも真ま帆ほも、臨時で入ってた真帆の友達もコミケ直前は忙しいっつーてな。真さな愛えお嬢様も来ねぇから、オレがひとりでてんてこ舞いだよ。あ、後はキッチンに新人が入ったぜ。枡ます戸とさんっつーんだけど。後で挨あい拶さつするか？」

　真愛を除くこの店のバイト三人組のうち、真帆はアニメ系の専門学校に通う同人作家。カリナは日本のオタカルチャーを研究すべくアメリカからやってきた留学生だ。一いち大だいイベントを控えてバイトどころではなく、一人毛色の違う沙羅が毎日出勤しているのである。

「それは申し訳ありませんでした。わたくしも働きたいのですけれど、夏休みの間は家の用事などいろいろと手の放せない事がありまして」

「あー、いいって。高二の夏休みなんだからいろいろあるだろうしな。バイトなんだから、何もかもうっちゃって最優先しなきゃならないって訳でもないし。ま、座って座って」

　さっき朋店長を注意したのは何だったのか。自分もすっかりメイドカフェのマナーを忘れた口調で、沙羅が四人を奥の席に案内する。時間帯が中途半端なせいか、他の客は見あたらない。

　打ち合わせもなくごく自然に昔なじみの二ふ美みと鷹たか奈なが隣に並び、早少女さおとめと真愛がその向かいに座る形になる。全員のオーダーを取った沙羅が一礼し、奥へと下がっていく。

「おにぃ、ここでバイトしてるんですか？」

　予期せぬ現実に、二美がきょろきょろと店内を見回す。

　元々が純喫茶だし、営業スタイルを変えたとは言え、インテリアを大幅に改装した訳ではない。シックで落ち着いた雰囲気は昔二、三度、一かず大ひろに連れられてきた時のままだ。

　それでも兄のバイト先がメイドカフェというのはなかなかにショッキングである。

「そうですよ。それが何か？」

　働いている当人なのにそもそもメイドカフェが何なのか理解していない真愛は、二美が驚いている理由が分からない。

「そこはほら、二美ちゃんも知ってるでしょ。メイドカフェで働いてるっていうより、働いているお店が後からメイドカフェになっちゃった訳で。基本、ずーっと厨ちゆう房ぼうにこもっててフロアには出ないみたいだし」

　事情を把は握あくしている鷹奈が説明する。

「あー、よかった。おにぃがメイド服着てる訳じゃないんだ」

「当たり前でしょ、それは」

　大げさに胸をなで下ろす二ふ美みのジョークに、早少女さおとめも苦笑するしかない。

「んでもって、真さな愛えさんもここで働いているの？」

「ええ」

「いやー、いきなり車で乗り付けたりするから変な人だとは思ってたけど、思わぬ角度で斜め上って言うか……。お嬢様が社会勉強でバイトするのに、こーいうお店はないかなーって気がするんですけど」

「以前に一かず大ひろ様にも同様の事を言われましたが、わたくしなりに考えがあっての事です。そんなに奇妙な事なのでしょうか？」

「まあ、奇妙って言えば奇妙だよなぁ」

「ボクたちだって、バイト始めたって聞いた時には、まさかこんな店だとは想像もしてなかったし」

　真愛の言葉に、鷹たか奈なと早少女も顔を見合わせて笑う。

「……やはりわたくしは世間知らずで、ズレているのでしょうか……？」

「あ、いやまあ、そりゃ多少はね」

「でも、そういうところがかわいいっていう男子もいるよ」

「そういう男性がいる、という事はわたくしにとっては何の意味もありませんわ」

　友達二人の慰なぐさめを、真愛はきっぱりとはね除のける。

　誰だれかが好きになってくれる──オンリーワンがいない時なら、それは十分に優しい言葉なのかも知れないけれど。

「ほいよ。お待たせしました、お嬢様方」

　沈みそうな空気を破って、砕けた口調で沙さ羅らが注文の品を運んできた。

　三人にはいつもの通りアイスコーヒー、温かい紅茶、野菜ジュースとミックスサンドセット。そしてメロンソーダが二美の分だ。

「んじゃ、いただきます」

　真っ先に手を伸ばしたのは、唯一食べ物までオーダーした鷹奈だ。ミックスサンドにぱくりとかぶりつき、微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「あ、そっか。カズがいないから味が変わったんだ」

「今のままでは一大様の負担が大きいので、新しい方を厨ちゆう房ぼうに入れたんです。わたくしとしては一大様の味こそが、素晴らしいこの店のセールスポイントだと思うのですが」

　一度会話が途切れて気持ちも持ち直したのか。ティーカップを手に真愛が説明する。

「うーん……。こっちの方がプロの味って感じがするよ。あたしはカズが作ってくれる方が好きだけど」

「ちょっと味見しますね」

　ぱくっ！

　食べかけのサンドウィッチに二ふ美みが手を伸ばした。

「うん。確かに普通の人だったらこっちが上って思うんじゃないかな？　おにぃの味付けがウチで作ってるのと同じだとしたら、この人のは本当のプロの仕事だね」

　一かず大ひろの料理の傾向──この店の前からの味つけを踏まえながら、塩やコショウの量などほんの微妙な違いで完成度を高めているというのが二美の評価だ。

「おにぃは確かに家事も上う手まいけど、しょせんは男子高校生が一人暮らしの必要に迫られて身につけただけですからねー」

「そうなのでしょうか？　わたくし、お店のまかないをご馳ち走そうになりますが、一大様の腕前は大変素晴らしいものだと」

「それは真さな愛えさんが日ひ頃ごろ一流コックの料理ばっかり食べてるから、おにぃみたいな庶しよ民みん派の家庭料理を新鮮に感じてるだけですってば。あ、ひょっとしておにぃを好きになったのも同じ理屈だったりして。周りにいないタイプだからとか」

「た、確かにそういう側面はあるかも」

　からかうような二美の言葉に早少女さおとめが同調し、鷹たか奈なも肯うなずく。

　これで真愛が納得すれば、ライバルは一人脱落する。

　単に失恋させるのではなく、他の男性でもいいと考えてくれるなら後ろめたさも和らげられる。

　ストーカー撃退という明確なスイッチがあった早少女とも、幼い頃から親密だった鷹奈とも違う。

　一大と関かかわった出来事のインパクトの強さ、触れあった時間の長さ。

　どちらも真愛には欠けているのだから。

「では鷹奈さんや早少女さんは、一大様が魅力的でないと仰おつしやるのですか？　大した事のない凡ぼん庸ような人間なのに、わたくしは他の方を知らないからほだされているだけだと？」

「そうじゃないってば！　一大は素敵だよ！」

「確かにわたくしは世間知らずで、他の殿方の事をよく知りません。ひょっとしたら広い世の中には、一大様よりも素敵で、他人の目から見ればわたくしとも釣り合いの取れる方はいるのかも知れません」

「そ、そうだよっ！」

　真愛の言葉に、鷹奈が思わず身を乗り出す。

「カズは魅力的だけどさ。本当は普通の男なんだし、無む理り矢や理り教養ある紳士のフリなんかさせなくても、どこかにもっと真愛にふさわしい男がいるって！　それに早少女だって、学校とか仕事先で男性との出会いのチャンスなんていっぱいあるでしょ？」

　ぎこちない、不自然な笑顔で二人に同意を求める。

　はっきりと言葉には出していないけれど、主張は明確だ。

『あたしにはカズしかいない』──かつて鈴りん音ねを早少女さおとめと誤認した時に口走った事を、改めて二人にアピールしているのである。とりあえず自分も無む茶ちやなロールプレイを押しつけた事は棚に上げて。

「どこか──とは、どこですか？」

　しかし静かに、沈ちん鬱うつに、真さな愛えは尋ね返す。

「え……？」

「確かにこの広い世界のどこかにいるのかも知れません。ですが、わたくしには出会いの機会が限られているのです。学校はもちろん、放課後も自由になる時間は限られています」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしが早少女を、鷹たか奈なを射貫く。

「自分自身がつかみ取った僅わずかな自由の中で、一かず大ひろ様と出会えたのを僥ぎよう倖こうだと思ってはいけないのですか？　世界中探した後でなければ、恋をしてはいけないのですか？　最高の誰だれかに巡めぐり会える『どこか』へ自由に出かけられない以上、実際に出会った方の中で最高の人を選ぶしかないじゃありませんか！　わたくしには、その巡り会いの機会が一度しかなかったのです！　唯一だからこそ、他人が何と言おうとわたくしにとっては最高であり、至上なのです！」

　小さな、それでいて抑えられた激しさが秘められた声。

　泣いてはいない。けれどうつむいた睫まつ毛げが震えている。















　鷹たか奈なも唇を噤つぐむしかない。

　早少女さおとめと比較すれば不利で限られた出会いしかない自分も、真さな愛えに比べれば遙はるかに恵まれた立場だ。女子校といっても学校と自宅の間を厳重な警護付きで送り迎えされる訳ではない。放課後や休日には普通に街に繰り出すし、文化祭では他校の男子も遊びに来る。鷹奈個人に限って言えば、両親が開いている道場の門下生だっている。

　一かず大ひろを別にすれば、真愛が知り合える男性は持ち込まれる見合いや縁談という、自分が望んだ訳ではない分厚いリストだけなのだ。

「えっと……あー……。この話、そろそろ止やめにしません？」

　ずっと黙って言い合いを眺ながめていた二ふ美みが、気まずそうに三人の顔を眺める。セリフの最後は、本人の耳にさえはっきりとは聞こえない、消え入りそうな小声。

「ちょっとあたしも余計な事言い過ぎたかなーって反省してます。まさかここまで深刻な話になっちゃうなんて思ってませんでした。ごめんなさいっ！」

　冷静な観察者という自称は誇らしげだが、言い換えれば無責任な傍観者でしかないという事だ。

　もつれたゲームを上から見下ろしている分には気楽だったけれど、想像以上にシリアスな展開になってしまうとさすがに軽口を挟めない。いくら中心人物の家族であり、本気で心配しているとしても。

　それどころか、面白半分でこの状況のトリガーを引いてしまった事を、既すでに激しく後こう悔かいしている。

　他人の恋愛を外から見るのが好きというのは、当事者として激しい感情の渦のただ中に身を置くのには慣れていないのだから。

　しかし、三人は答えない。

　きっかけを作ったのは二美でも、既にそれぞれにとって引き返せないボーダーラインの向こうまで話は進んでしまったのだから。

　ドンッ！

　気まずい雰囲気のテーブルの真ん中に、いきなり冷水入りのピッチャーが置かれた。

　皆が顔を上げると、沙さ羅らが苦笑いを浮かべている。

「お嬢様方、何やら込み入ってて人に聞かせたくない話してるみたいなんで、お冷やもこまめに持って来ない方がいいだろ？　まとめて置いとくんで、勝手に飲んでくださいませってな」

「あ、ありがとうございます、沙羅さん」

　真愛が頭を下げる。

「いいって事。他にお客もいねえしな。ま、声のボリュームは下げろよ。店長、悪い人じゃねえけどオレほど口が堅くねえから。オレもなるべく耳に入れないようにする。聞こえても忘れる」

「あ、あのっ！」

　不意に二ふ美みが立ち上がる。

「え、えーと……その……あたし、せっかくだからそのコスチューム着てみたいなぁ……なーんて」

「ああ、いいぜ。ウチじゃそういうサービスやってないけど、特別に店長に頼んでみるよ」

　ウインクし、立てた親指でクッとスタッフルームの方を指す。

　今日の出勤が沙さ羅らというのが、彼女たちにとっては幸運だった。

　柄が悪いところはあるが、バイト陣の中でも沙羅はフリーターとして自活しているだけあって最もしっかりしていて気配りのできる常識人だ。

　今のも、この場にいるのが気まずそうな二美と、二美がいると微妙に話しづらい三人を気遣っての対処だ。

　二美を連れて沙羅が奥へと引っ込んでいく。いつの間にか空になっていた三つのコップに、早少女さおとめがピッチャーから冷たい水を注つぎ入れる。

「あ、ありがと」

　恐縮して、鷹たか奈なが微かすかに会釈した。

「早少女さんは、そういう事ができますのね」

「え？　ピッチャーから水を注ぐくらい誰だれだって……」

「そうではありません。器が空になってるのを見れば、率先して行動できるという、その事を言っているのです」

　冷たいコップを両手で包むように持ち、真さな愛えが呟つぶやいた。触れた途と端たんに、外側に結露していた水が手の平との間で溢あふれて滴りおちる。汗のように、あるいは涙のように。

「わたくしは、幼い頃ころから何でも他人にしてもらうのが当たり前になっていました。日常の些さ事じでも、使用人の手を煩わずらわせるのが普通だと思っていたのです。どんな時でもつい人に命じてしまったり……」

「ああ、そういう意味ね」

　そのあたりは、早少女たちは以前にも聞いている。

　立場上、幼い頃から保護されて暮らし、学校も似たような境遇の名家や資産家の子女ばかりが集まっているので、気心の知れた友達などいなかった。だからこそ、空手大会をきっかけに知り合った早少女や鷹奈を、友として求めたのだ。

「……考えてみたら、恋だけじゃないよね。友達だって、同じだよ。ボクと真愛、鷹奈はあの時に出会った。それは本当にただの偶然で、別に世界中を探して条件に適かなう人を選んだ訳じゃない」

「うん。そうだね……。真愛の気持ちに文句つけるなら、あたしたちの友情だって間違ってるって事になっちゃうんだ」

　人は、万事を意志で選び取る事などできない。

　例えば早少女さおとめがストーカー事件のせいで引きこもり状態にならなければ、あの大会のアナウンス補助に引っ張り出される事もなかったのだから。

「他界した両親からは、物心ついた頃ころから『足るを知れ』と教えられてきました。人の欲望には際限がない。自分たちは十分に恵まれているのだから、その事を自覚し、他人を羨うらやんだり妬ねたんだりするな、と。父祖から受け継いだものを世のため人のために役立てる機会がある事を幸運に思えとも」

　それは天てん弓きゆう院いん記念財団の基本方針にも関かかわる。

　単に経済的なメリットを求めるのではない。むしろ芸術など、即座の利益にはつながりにくいものを支援するのを富者の義務と考える。美術館などの運営はもちろん、三人が出会うきっかけになった空手大会だって伝統文化支援という理念に基づく。

　目先の儲もうけだけを考えれば都内の再開発に参入した方が効率はいいのに、あえて九く比ひ戸と市にホテルやビルを建てるのも地元の経済振興、雇用促進という意図があっての事。

　ただしこれは現理事長代行の志し束づかが、代々の方針を継承し、守っているからだ。

　もしも真さな愛えが財団を継がなければ、他の親族たちによって組織は解体される。資産は分割され、文化も教育も国際交流も、すべて顧みられなくなるだろう。

「今までのわたくしは、それでいいと考えていました。己を高める向上心は大切でも、他人に嫉しつ妬としたりするべきではないと。それなのに、一かず大ひろ様を好きになってからは、そうではいられなくなってしまいました！」

　手にしたコップの中に、さざ波が立つ。

「わたくしよりも一大様と親しい女が羨ましい。一大様の事を知っている女が妬ましい。他の女が一大様に触れたと知れば汚らわしいと感じ、一大様に近づこうとすれば追い払いたくなる。浅ましいと知りながら、抑える事ができないのです！」

「真愛……」

　早少女と鷹たか奈なが呟つぶやいた言葉が重なる。

「わたくしには早少女さんや鷹奈さんのような魅力はありませんし、何もかも振り捨ててあの方の世界へ飛び込んでいく事もできません。だから自分の方に一大様の目を引き寄せるのではなく、競争相手を排除して、外からの枠で囲ってしまいたくなってしまう」

　押し殺した声の、震えが激しくなる。

「恋とは……もっと甘く美しく、楽しいものだと思っていました。きっと素敵な事だと憧あこがれておりました。なのにわたくしは、どんどん欲深で醜いものへと変わっていく。これは、わたくしだけが異常なのでしょうか？　歪ゆがんだ心の持ち主なのでしょうか？」

「そうじゃないよ！」

　震える肩を、隣の早少女さおとめが抱き寄せる。

「真さな愛えだけじゃない！　ボクだって同じ！　一かず大ひろを独占したいとか、二人を出し抜きたいとか考えちゃう！　そんな自分を正当化しようとしちゃうもんっ！」

「あたしだってそうだよ」

　鷹たか奈なが、懸命に笑顔を作って真愛へ向ける。

「ほら。カズと海に行くって約束した時、二人に言っちゃったじゃない？　あれって要するにさ、自慢したかったんだよ。あたしは今、大幅にリードしてるぞ、このままゴールインして勝っちゃうぞ、ってさ。自分の優位をわざわざ相手に言って牽けん制せいするなんて、勝負のやり口としてはものすごくカッコ悪いけど……あの時はつい言っちゃったんだ」

　誰だれかを特別に思うというのは、気持ちが偏るという事だ。

　恋をして心が歪ひずまない者などいない。

　完全に静まった滑らかな水面ではない。うねり、波立ち、渦巻き、流れる。

　だけどそんな乱れた水こそが地形を変え、生命を生み出し育はぐくむ。

　宇宙を漂う物質が恒星として光り輝くためには、核融合を起こすだけの質量が必要。

　そして巨大な質量は空間をねじ曲げる。

『恋は戦争と同じ。目的のためには何をやっても許される』──どうしてわざわざこんな格言が存在するのか。

　それは、お墨付きが欲しいからだ。

　つい卑ひ怯きような手段を使ってしまう、なりふり構わない手に出てしまう、そんな自分を正当化したいから。それでいい、間違っていない、昔からそうだった、誰でもそうすると保証してほしいからだ。

　実際の開戦だって『敵が侵略してきたからやむを得ず』『不当に支配されている領土を取り戻すために』という大義名分を掲げられ、愛国心や正義の美しい旗が振られる。

「でも……それでも、恋してるんだよ。恋したいんだ。恋をしてわがままで身勝手になる自分は嫌いだけれど、好きになった人を簡単に諦あきらめる自分はもっと嫌いで──絶対に許せないから」

　早少女が絞り出した言葉に、他の二人も言葉なく肯うなずいた。




「試着？　いーよ」

　メイド服を着てみたいという二ふ美みに、朋ともはあっさり肯いた。ロッカールームに連れて行くとそのままぴたっと胸と胸をくっつけるような位置で並び、手の平を頭上、肩の位置、ウエストの高さと段階的に下ろしていく。さらに両腕を水平に上げさせたり、腰に腕を回したり。

「な、何？」

　思わぬ密着に、二ふ美みは目を白黒させる。

「うん。このサイズならあたしのスペアでちょうどいいね。二美ちゃん、高校生だっけ？」

「いえ。中学です。三年」

「う～。あたしって、やっぱり中学生サイズ？　沙さ羅らちゃんみたいなぼんきゅっぼーんな娘こが羨うらやまし～いっ」

　朋ともの華きや奢しやな肩ががっくりと落ちる。

「んじゃ店長、店の方はオレが見てますんで、八や木ぎ本もと妹の相手をお願いしますわ」

「うん、お願い。はい、じゃあ二美ちゃん、脱ぎ脱ぎしましょーね☆」

「その言い方、何だかえっちですねー」

　笑いながら二美は服を脱ぎ始めた。

　うっかりしていたというか、結果的にやりすぎになってしまった。三人をからかって遊ぶつもりが、想像以上に状況はヘビー。事態を引き起こした犯人としてあの空気は居づらすぎる。

　まあかわいいメイド服を着てみたいというのも噓うそではないけれど。

「あっ！」

　ロッカーを開けて、朋が大声を上げる。

「どうしたんですか？」

「ごめ～んっ！　あたしの予備、ちょうど全部クリーニングに出しちゃってた。どうしよ。他の子のだと丈とか合わないし……」

「だったら別にいいですよ」

　着てみたいと言ったのは、あの場から逃れたい気持ちが七割、好奇心が三割。そこまで執着している訳ではない。

「あ、そーだっ！」

　満面の笑みで両手を打ち合わす。まるで頭上に電球が点灯しそうな雰囲気。

「今あたしが着てるのを試着してみる？」

「え？　いいんですか？」

「いいのいいの。どうせ他にお客さんもいなくて暇だし。うん、女の子がメイド服着てみたいって要望は今までにも時々あったから、ちゃんとコス試着とか記念撮影とか、正式サービスにしちゃうって手もあるよね」

　己の思いつきがよほど気に入ったのか、朋はうんうんと肯うなずきながらエプロンとヘッドドレスを外した。

「いっつも八木本くんに叱しかられてるけど、あたし店長なんだもん。ちゃんと集客のための経営努力は怠らないんだからっ、ぶいっ！」

　突き出した手はちっちゃくて指が短めのせいもあって、勝利のサインというよりジャンケンのチョキという雰囲気だ。

「おにぃって、お店だとどんな感じですか？」

「ん？　すっごく働き者で、助かってるよ。キッチンの方も一人で切り盛りしてるし。彼がいないと、このお店やってけなかったもん。あ、この間新人が入ったけどね」

　現状でも男性スタッフは一かず大ひろだけなので力仕事はもちろん、困った客への対応なども頼りになると朋ともは付け加えた。

「メイドさんに囲まれて鼻の下伸ばしてるんじゃないですか？」

「まっさかぁ。八や木ぎ本もとくん、純情だもん。女の子がちょっと露出多いコスチュームだと真っ赤になったりして」

　そういいながら、スカートもブラウスも脱ぐ。

　顔や体格だけでなく、朋店長は下着も中学生レベルの純白シンプルブラと、やはり純白にちっちゃなリボン飾りが付いた古典的ショーツ。

　同じ白でもレース入りの分、正真正銘中学生の二ふ美みの方がまだしも大人っぽい。

「へぇー。喜んでるんじゃないんですかー」

　てっきりコスフェチ系の趣味に目覚めて、そういうので大喜びだと思ったのに。だったら、あのちょっと偏ったえっち本の束は何だったのだろうか。

「せっかくあたしが、白スクデーとかブルマデーとか考案したのに反対するしさ」

「……」

　この店のせいで変な方向性に走った可能性は、完全には否定できないかも知れない。

「はい、どーぞ」

「じゃあ、遠慮なく」

　朋が差し出した、脱ぎたてでまだ温ぬくもりが残るメイドコスを着用する。

　白いブラウスに袖そでを通し、黒いスカートを穿はき、エプロンを着けて頭にはヘッドドレス。最後にもう一度ブラウスの襟の端をピンと引っ張って形を整える。

「うん。こんなものかな？」

　壁に据え付けられた姿見に向かい、片脚の膝ひざを曲げて爪つま先さきを床に突き、両手で軽くスカートを摘つまむ。さらに首もちょっと傾かしげてポーズ。

「わぁ、似合うよ～。二美ちゃん、せっかくだから本気でバイトしない？」

「あたしまだ中学生だから、バイトは禁止なんですよー」

　ややこしい事情は端折はしよって、最低限の説明だけで済すませる。

「残念～。でも、来年高校に入ったら考えてみてよ」

「まあ、そのくらいなら」

「どうせだから、その姿をみんなに見せてきたら？　写メとか撮ってもらって。真さな愛えちゃんはケータイ持ってないけど、他の人には頼めるでしょ？　試着サービス始めるならインスタントカメラ用意した方がいいのかなぁ？」

　下着姿のまま朋ともはにこやかに二ふ美みの背をプッシュして、ロッカールームの外へと押し出した。

　どうしようか。

　せっかく着替えたのだし、誰だれにも見せないのは確かにもったいない。

　だけど多分あの三人はまだシビアな話の最中だ。こんなコスプレで出向いていったら、さすがに顰ひん蹙しゆくを買う。かと言って、狭い通路でうろうろしている訳にもいかないし、厨ちゆう房ぼうその他の『ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ』の部屋もアウトだ。

「……少し時間つぶそうかなぁ」

　見ると、フロアとは反対側の突き当たりは非常口。確かあそこから出ると狭い路地だ。メイド姿で表に出るのはちょっと恥ずかしいけれど、裏通りなら人目にはつかないだろう。

　そう判断して、二美は小さく非常口のドアを開け、隙すき間まから辺りを見回し、通行人がいないのを確かめてから外へ出る。

「よっ！」

　ぴょんと両足を揃そろえた小さなジャンプで踏み出す。

「うん。やっぱりかわいいと何でも似合うよね」

　無む理り矢や理りにでも気分を明るくしたくて、わざわざ声に出してみる。















　さっき鏡で見た自分の姿を思い出しながら、くるりとターン。

　ツインテールの髪がなびき、短めのスカートがふわっと円を描く。

　不意に、その回転が静止した。

「んぐっ！」

　後ろから強い力で押さえつけられたのだ。

　両腕ごと体が何かに拘束され、口に誰だれかの手が被かぶせられる。手汗の不快な塩味と、男の体臭が唇を侵略する。

　動けない。声も出せない。

　口を塞ふさがれた以上に、肺が萎い縮しゆくして息ができない。

　恐怖が、二ふ美みの身体からだを貫通する。

　心臓が警けい鐘しようを乱打し、冷え切った怯おびえと灼しやく熱ねつの焦りが血管という血管を駆かけめぐる。

　賢く、器用で、目端が利きいて、何事も深入りせず距離をとって巧みに立ち回る──その自覚は間違いではない。

　だけど忘れていた。

　それが通用するのは、中学生女子が多少つけあがっても、安全な世界での話だ。からかわれた年上三人が、こちらを怒るより先に自省してしまうような。

　予告もなく襲ってくる理不尽な暴力には、二美レベルの賢さかしさなど一切通用しない。

「その子で間違いないのか？」

「ああ。三日張ってて、今まで一度も姿を見せていなかったからな」

　男の声。

　誰かと間違われてる？

　パニックに陥おちいりながら、それだけは判断できた。

　誰でもいいという事でもなく、自分が狙ねらわれていた訳でもない。

　この店で働く他のメイドと間違われたのだ。

「むーっ！　んーっ！」

　必死に否定しようとするが、声が出せない。

　手足を振り回そうとしても強引な束縛で動きがままならない。

「暴れるな！　ケガしたいのか？」

　押し殺した野太い声が警告する。

　相手が本気だと分かっていても、不自由なままもがいてしまう。脱出したいという意思ではなく、本能が身体を動かしている。

「何やってんだ！」

　騒ぎを聞きつけたのか、勝手口からメイド──沙さ羅らが飛び出して来た。

「やべえ、急げっ！」

　別の声と一緒に、ＲＶ車が走ってくる。乱暴に開かれたドアに、投げるみたいに押し込められる。拘束が緩んだ一瞬に振り回した脚が、男の体に触れて何か硬い微妙な感触が伝わる。

　頭がバックシートに押しつけられて、声どころか視線さえ自由にならない。視界は間近に迫る灰色の合皮で覆おおい尽くされた。ごりごり押された鼻が痛む。

　ブォンッ！

　乱暴な発信音を上げて、車は猛ダッシュした。





第７話　メイドの身代金







「たたたたた大変っ！　二ふ美みちゃんがっ！」

「えっ？」

「わっ？」

「はあ？」

　早少女さおとめたち三人が驚いたのは、話の内容ではない。

　フロアに駆かけ込んできた朋ともが下着姿だったからだ。

「お、落ち着いてくださいませ、店長。何があったのですか？　その格好は？」

「えっとね、あたしのメイド服が二美ちゃんを押し込んで、店の裏口で男たちは変な車を走っていって……」

「ああ、もう！　店長は黙ってて！　オレが話すっ！」

　わたわたと両手を振り回す朋を片手で押しのけ、沙さ羅らが前に出る。

　メイドコス試着を希望する二美のため、朋店長が自分の服を貸した。それを着た二美がどういう訳か裏口から外に出たら、数人の男に襲われて、そのまま車で連れ去られた──沙羅の説明は簡潔にして要を得たものだった。

「で、これが犯人が落としていったモンだ。八や木ぎ本もと妹が暴れた弾はずみにポケットからこぼれたらしい。手袋あるコスで助かったぜ。オレも慌ててうっかり触っちゃったけど、指し紋もんとかついてないはずだからな」

　テーブルの上に置かれたのは、ストレート式のシンプルなケータイだった。色はメタリックレッド。

　早少女さおとめ、真さな愛え、鷹たか奈な──三人が顔を見合わせる。

　あまりに予想外の、しかも深刻な事態。

　さっきまで世界一重要だと思っていた問題が、一瞬で頭の中から吹っ飛んでしまった。

「ど、どーしよ。やっぱりこれって誘ゆう拐かい事件だよね？　警察に知らせた方がいいのかな？　あ、でも犯人から『警察には知らせるな』って電話がかかってくるよね？　それを待ってた方が……？」

「だから店長、落ち着けって！」

　朋ともの頭を、沙さ羅らが押さえつける。

「……待ち伏せして、車で逃げ去ったという事は、計画的な犯罪ですわね」

　感情のない表情で、真愛が呟つぶやいた。

「うん。ボクも同感。でもストーカーとかじゃないと思う。まさか、人違い？」

　二ふ美み個人を狙ねらっていたとは考えにくい。彼女が今日『スウィート・ドロップ』に来店したのはいくつもの偶然が重なった結果だし、メイド服を着て裏口から出るのを予期して犯罪計画を立てるなんていうのは、神様にだって不可能だ。

「じゃあ、一体……」

「決まっていますわ。わたくしと、間違われたのでしょう」

　鷹奈の疑問に、真愛はきっぱりと答えた。

　最も誘拐される理由があり、しかも自宅や学校その他ではセキュリティが極めて厳重。狙うとしたらバイト先が唯一のチャンスとなる。

「わたくしの責任ですわ。二美さんに言われたからと言って変に意固地になったりせず、いつも通り警護を同行させていれば……」

　真愛が唇を嚙かむ。

「だとしたらどうすんの？　本当の標的じゃないって犯人が知ったら、二美ちゃんの命が危ないかも……。連絡だってこことかカズん家ちじゃなくて真愛の家いえにいくんじゃない？」

「犯人に、黒くろ澤さわ映画を見るような趣味があればいいんだけどね」

『天国と地獄』──エド・マクベインの小説を原作にした傑作映画だ。社長令息と間違えて運転手の息子を誘拐してしまったが、赤の他人だからといって社長は立場上見殺しにはできない。人質を間違っても脅迫は成立するという物語を知っていれば、少なくとも二美を邪じや険けんに扱うような真ま似ねはしないはずだ。

「志し束づかおばさまは今朝から仕事で九州方面に出かけております。今、家に電話をかけても使用人しかおりませんわ」

「じゃあどうすんのさ？」

「やっぱり一かず大ひろには連絡した方が……」

「いいえ」

　不安な二人に、真さな愛えは落ち着き払った声で答える。

「一大様のお心をかき乱す必要はありませんわ。犯人に、わたくしの大事な方の家族に手を出した事を、後こう悔かいさせてあげます。二ふ美みさんも無事に助け出して、わたくしたちの気づいていない事とやらを教えていただかなくてはいけませんしね」

　さっきまで自分の恋心を責めていた時とは違う、静まりかえった真夜中の湖面を思わせる眼まな差ざしだ。

「店長」

「は、はいっ？」

　いつもとは違う口調の真愛に呼ばれ、朋ともがぴんと背筋を伸ばす。

「この店に電話がかかってくる可能性も僅わずかながら存在します。申し訳ないですがこのままここを対策本部にしますので、臨時休業にしていただけますか？」

「う、うんっ！　分かった」

「店長、その格好で外出る気ですか？　オレがやりますって。枡ます戸とにも説明してきます」

　慌てて動こうとする朋を制して、沙さ羅らがドアに『ＣＬＯＳＥＤ』の札と鍵かぎをかける。

「さて。このような時は、相手のペースに乗ってはいけません。人質を取られている時点で主導権は握にぎられていますから、普通なら相手からの連絡を待つしかありませんが、幸いわたくしたちの手元には犯人が残していったこれがあります」

　真愛は万一にも触れぬよう、十分に距離を空けてテーブルの上のケータイを指さす。

「確かこのようなものは、使用の履歴が残るのでしたよね？　確かめていただけますか？」

「分かった。ボクが見る」

　真愛は論外として、鷹たか奈なもメカには疎うとい方だ。気を利きかせた沙羅がロッカールームからメイドコス用の手袋を持ってきてくれたので、それを塡はめてデータを確認する。

　今回の犯罪のためにわざわざ用意したものなのか、大したデータは記録されていない。それでも本体の番号と『01』から『04』で登録された電話番号はすぐに分かった。

「鷹奈さん、わたくしの自宅に電話してください」

「う、うん。分かった」

　尊大とさえ思える指示──いや、命令を受けて、鷹奈がつながったケータイを真愛の耳元に寄せる。

「もしもし、わたくしです。今、友人の電話を借りております。保安室につないでいただけますか？」

『替わりました、お嬢様。保安室長の擦すれ板いたです』

　電話に出た相手に、真さな愛えは状況とさっき確認した五件の電話番号を告げる。

『了解しました。では、急いで確認させます』

「お願いします。それと対象の確保のために二班ほど向かわせるよう。わたくしたちは同行していた田た峰みねたちと合流します」

『では平ひら暮くらしと陣じん繰ぐるのチームを派遣します』

　そこまで話すと一度切れ、即座に鷹たか奈なの電話に折り返しがかかってきた。

「その番号を登録してください。我が家の保安室長と直通になります」

「う、うん。分かった」

　しかもさっきの番号の契約者など、普通のルートでは調べられないはずのデータがもう掌しよう握あくされていた。

「早少女さおとめさん、これで登録の一番に電話をお願いします」

「え？」

「先ほど申しました通り、こういう時には相手の主導権を奪って優位に立つのが肝心です。最優先すべきは人質の命、その上で時間稼ぎと心理的な揺さぶり。向こうがおとなしく断念してくれた方が話は早く進みますからね」

「分かった。人質を誤認させたままの方が二ふ美みちゃんの身柄は安全だろうから、向こうがまだ気づいていないのならそれに乗じる形でいい？」

「ええ。それでいいと思いますわ」

「じゃあ立場としては天てん弓きゆう院いん家の関係者、態度は強気で押していいはず。向こうは人質を使って場を支配したがるだろうけど、多分単なる虚勢だろうね。手札はたった一枚しかないんだし、本来の標的が真愛って事は金目当てのはずだよね？」

「ええ」

　早少女の推測に、真愛が静かに肯うなずく。

「最悪の事態として、親族の誰だれかが人を雇ってわたくしを亡き者にしようとしたのかとも思いましたが、それでしたら顔を知らないはずがありませんものね。たとえ強硬手段に出るとしても、これほど稚ち拙せつなやり方ではないでしょう」

　恐ろしい状況を、真愛はさらりと──しかし微かすかに悲しげに口にした。

「分かった。お金が目的なら向こうも条件交渉したがるだろうし、何とかなると思う……ううん、何とかしてみせる」

　早少女は深呼吸と発声練習で気持ちを落ち着けてから、犯人が残したケータイで登録ナンバー01を選択した。

　戸惑いを示しているような数回の呼び出し音の後で、男の声が答える。

『……もしもし』

「もしもし？　改めて言うまでもなく、こちらが何者かは分かっているわよね？　あなたの仲間が落としていったケータイを拾い、そちらに連絡を取る意味がある立場の人間よ」

　きびきびした口調で一気に、しかし落ち着いた態度で言い放つ。

　前に話した時の志し束づかのイメージをベースに、いくつかのアニメで見た女性軍人や女刑事の要素をプラスし、できるだけ大人びた声を出す。

『……単に落とし物を拾っただけって訳じゃないって事か？』

「この電話がわたしの手元にある以上、そちらの思惑は半ば破は綻たんしているわ。その気になれば、すぐにでもあなたたちの身元を調べ上げる事も可能。諦あきらめておとなしく人質を解放しなさい」

　緊張するな、緊張するな、緊張するな──頭の片隅で自分に言い聞かせる。

　いつもの仕事とは違う。二ふ美みの命や安全が自分の言葉にかかっている。今必要なのは余裕ある態度を示して、相手に足下を見られない事。少しでもうろたえたり、弱気を見せたりすれば天てん秤びんは一気に傾く。

『ずいぶん強気だが、大事なお嬢様の命がどうなってもいいのか？　天てん弓きゆう院いんの代理さん』

　よし──早少女さおとめは空いている右手を握にぎりしめた。

　水を向けた事で、相手側が状況をどう理解しているのかを把は握あくできた。

　人質は真さな愛え、交渉相手は志束。

　今のセリフから『その気になれば調べられる』イコール『まだ調べていない、警察には連絡していない』と判断できるという事は、それなりに頭が回る。激情に駆かられて軽挙するようなタイプではない。

　真愛のバイト先や志束の事を調べているくらいだから計画を立てる頭脳もあるし、チャンスと見れば即実行する大胆さも備えている。感情的になってこないだけ、まだ芝居の呼吸は合わせやすい。

　二美が捕らえられているのは変わらないのだから、彼女の安全第一。向こうには金が手に入る、自分たちが主導権を握っていると思わせる。その上で実際はこちらが状況をコントロールして、話を引き延ばし、向こうの情報を引き出さなければ。

「代理さん、ね。わたしの事も調べているみたいね。ひょっとして、ただの金目当てじゃなくて天弓院に恨みでもあるのかしら？」

『恨みだぁ？　てめえら金持ちだろうが！　それだけで恨むには十分なんだよ！　恵まれた立場にアグラかいてる連中は、そんな当たり前の事も分かんねえのか!?』

　しまった！

　電話越しの声に怒気が混じる。

　早少女のこめかみに汗が浮かぶ。

　気づかないうちに相手の逆げき鱗りんに触れてしまったのか？

　相手を激げつ昂こうさせたら、人質の安全が危うくなる。急いで軌道修正しなければ。

「そうなの？　怨えん恨こんがなくてお金で解決できるなら、それに越した事はないの。警察沙ざ汰たにして騒がれるのは、こちらにとっても不本意だし」

　こちらがうろたえた事を気け取どられてはいけない。必死に声のトーンを整え、記憶とイマジネーションを働かせて適した言葉を紡ぎ出す。

　たくさんのスタッフや共演者、そして視聴者を満足させなければならない仕事とは違う。親友である真さな愛えや鷹たか奈なを相手取り、一かず大ひろにも真実を悟らせないよう気を配りながらアプローチする事とも異なる。

　見ず知らずの相手の心理をコントロールし、誘導するのは難度が高い。しかも電話越しだから表情や仕草というヒントも得られない。

　鷹奈と真愛のデートがバッティングした際、志し束づかを相手にしたケースに似ているが、あの時は一気にまくし立ててごまかして逃げ切るだけだった。

　今回は人質の安全を守りつつ、時間を稼ぎ、犯人側の情報を少しでも引き出さなければならない。アドリブ一〇〇パーセント。うっかり発言に前後矛む盾じゆんがあったりしたら、こちらがニセモノだと勘づかれる恐れもある。

　マイクに音を拾われないよう、密ひそかに深呼吸をする。

　傍かたわらには、いつになく真剣な表情で早少女さおとめを見つめる真愛と、今はまだ何もできずいらだたしげに親指を嚙かむ鷹奈の姿。




「あー、こりゃ抜け毛ヘドロが詰まったんだな」

　昼下がり、ようやく修理に訪れた中年の設備業者は、配水管を調べて即答した。

　そんな頻繁に関かかわるような業種ではないのだけど、八や木ぎ本もと家は何度も世話になっており、数年前にキッチンのリフォームも依頼した人なので口調は気安い。

「抜け毛、ですか？」

　一大は首を傾かしげる。

　留守を預かる身としては家屋のメンテナンスには気を配っている。トイレ・浴室・台所、いずれも変な物を流さないように注意しているし、定期的にパイプ洗浄剤も使っている。

「いや、仕方ねえよ。どんなにきれいにしてるつもりでも、こういうトラブルってのは起きる時には起きるんだ。少しずつ溜たまったものが変に絡まったりしてな。特に毛ってのは絡まる。一本一本は細くて大した事ないように見えても、もつれりゃ他のゴミや垢あかをせき止めて頑固な塊になっちまう」

　笑いながら、細長いブラシと業務用洗浄剤で掃除を始める。薬剤のツンとした臭においが鼻に届いた。

「まあ、この程度ならすぐに片づくよ。本格的に詰まったりした日には、もっと強い薬品使ったり、ポンプで吸い出したりで大変だけどな」

　その言葉に、一かず大ひろはほっと胸をなで下ろす。

　簡単に済すむなら、代金もそれほどかからないだろう。

　何より、自宅のお風ふ呂ろが使えるのは嬉うれしい。いくら親密でも氷ひ魚お家にお世話になり続けるのは心苦しいし、風呂上がりにそのまま下着姿でくつろぎ涼むという訳にもいかない。

　まあ今は妹がいるから、どっちにしろそんな事はできないのだけど。

「……二ふ美み、大丈夫だろうな」

　不意に、さっきまでの不安が頭に甦よみがえる。

　調子に乗って早少女さおとめや真さな愛え、あるいはその他周りの人に変な迷惑をかけてなければいいのだが。

　そもそも二美は、基本的に危なっかしい。

　知恵が回って器用なのは確かだ。ただ、そのせいで世の中をナメているというか、警戒心が足りないところがある。

　それこそ自宅に真夜中ピッキングで侵入するのだって、下手をすれば家の鍵かぎを破損させていたし、誰だれかに目撃されでもしていたら大おお事ごとになっていた。

　鍵を忘れたなら、素直に隣の氷魚家に身を寄せればよかったのだ。

　自分の能力を過信し、簡単に切り抜けられると思い上がり、トラブルを避けようとしないようなところがあるのだ。

　たとえるなら、誘ゆう拐かいされた時に自力で脱出しようとして、犯人を刺激してしまうタイプとでも言うか。

　想像が勝手にどんどん膨ふくらんで、頭の中を不安色に塗ぬり込めていく。

　ケータイに電話して、何かトラブってないか確かめようか。

　ポケットに手を伸ばし──思いとどまる。

　何かあったら二美本人か、そうでなければ早少女なり鷹たか奈ななりから連絡があるだろう。

　自分が下手な事をしたら、かえって面倒な事になりそうな気がする。

「まあ、それでも日ひ頃ごろの手入れは大切だぜ。この家はリフォームの時に全部まとめて見直したからまだいいけどな」

　独り言のように呟つぶやきながら、それでも設備業者は手を止めない。

「水道や電気ってのは、必要に迫られてあっち足したりこっちに繫つないだりってのを繰り返してると知らないうちに変なところに負荷がかかって、忘れた頃に詰まったりショートしたりってトラブルが起きたりする。今回のだって、よーく注意してりゃ何かの徴候には気づけたかも知れないんだ」

　排水管からは、不快な臭においとゴボゴボという雑音が逆流してきた。




『それとも天てん弓きゆう院いんに恨みでもあるのかしら？』

　取り壊しを待つ細長い廃ビル、壁の取り払われたワンフロアぶち抜きの一室に、女性の澄んだ声が響いている。仲間全員に会話の内容を聞かせるため、誘ゆう拐かい犯のリーダーは電話をスピーカーに繫つないでいるのだ。

　おかげで、部屋の隅に縛られたまま転がされている二ふ美みも、状況が理解できた。

　今のところは電話の主──多分、真さな愛えの保護者だろう。それにしては声が若いけれど──が調子を合わせてくれている。だけど犯人グループが無む茶ちやな金額を要求して、呆あきれた彼女が交渉を打ち切ったら？

　自分は天弓院グループとは何の関係もないただの女子中学生。

　見捨てられても仕方がない。

　縛られ、動けない身体からだがぶるぶる震える。

　口にガムテープを貼られているので、声も出せない。

　二美にできるのは泣き出したくなる涙るい腺せんを必死になだめながら、おとなしくしている事だけ。縛られ、声も封じられているせいでパニックを起こして泣きわめく事さえできないのが、むしろ幸運と思えるくらいだ。

　犯人グループは全部で五人。電話に出ているのがリーダーらしい。この部屋では人質を見張っているのが他に二人。外で番をしているのが残りの二人だ。

「恨みだぁ？　てめえら金持ちだろうが！　それだけで恨むには十分なんだよ！　恵まれた立場にアグラかいてる連中は、そんな当たり前の事も分かんねえのか!?」

　犯人の声が大きくなる。

　言葉の内容とは無関係に、音のボリュームだけで二美の背骨がビクンと震えた。

　怖い。

　怖い怖い怖い。

　電話の向こうの誰だれかが犯人の機嫌を損ねたら。

　あるいは、当家とは無関係な人間には一銭も支払う義理はないと断言したら。

　その瞬間に自分の運命は決まってしまう。

　二美には想像もできなかった、単に裕福というだけで憎まれ、恨まれ、狙ねらわれる立場。

　天弓院の人間は、どんなつもりで電話交渉を続けているのだろうか。

『そうなの？　お金で解決できるなら、それに越した事はないの。警察沙ざ汰たにして騒がれるのは、こちらにとっても不本意だし』

「へっ！　最初からそういう態度を取ってりゃいいんだよ」

　最悪の危険は去ったと思っていいのだろうか。

　少なくとも犯人の機嫌はよくなったし、向こうも二美の事を『関係ない』と切り捨てるつもりはないようだ。

「そうだなぁ……五千万でどうだ？」

『五千万？　冗談を言わないでちょうだい。天てん弓きゆう院いん記念財団の唯一の後継者の価値が、その程度だとでも言うの？』

「へ？」

　思いがけない言葉に、犯人リーダーが目を丸くした。

　二ふ美みも安あん堵どの息を吐きたかったが、口が塞ふさがれているので空気が鼻から漏もれただけ。

　見捨てるどころか、脅されている側がいきなり身代金の安さに不満を表明するとは。

『だいたい五千万円ぽっち、全員で分けたら大した金額でもないでしょ？　大胆な事を目もく論ろんだくせに、金銭的なスケールが小さいのね』

「そ、それじゃあ一億！」

『まだまだ足りないわね？　あなた、その程度で満足するような男なの？』

「五、五億だ！　五億でどうだ？　それなら一人一億！」

『やれやれ。天弓院も見くびられたものね。こうして交渉していると言う事は、口止め料も含んでいるのよ。なのにその程度？　わたしたちが見逃しても犯罪者である事には変わりないのよ。国外逃亡なり何なり、今後の暮らしのための手だてを打つ必要があるでしょ？　その時に必要な経費がどのくらいなのか理解してる？』

「そ、そんなモン分かる訳ないだろ！」

『そもそもあなたたち、パスポートは用意しているの？　逃亡ルートは？　まさか身代金を取った後の事は何も考えていない訳？　事前の準備はそれなりに頑張ったのに？　そもそもわたしからこうして連絡しなかったらどうやって受け渡しするつもりだったの？　営利誘ゆう拐かいで一番リスクが大きいのはそのタイミングなのよ』

「その時はその時だよ。臨機応変って奴やつだ！」

『そう？　臨機応変なのね』

　ドガシャッ！　バギッ！　ドグワッ！

　スピーカーが割れそうなボリュームで、壮絶な騒音が聞こえてきた。

　いや。スピーカーからだけではない。

　同じ音が同時に、階下からも聞こえていた。

「な、何だっ？　何の音だっ？」

　リーダーが電話に向かって叫ぶ。

「こういう事、ですわ」

　不自由な体勢だが何とか声の方向へ首を向ける。

　二美だけではない。リーダーの視線も同じように動いた。

　下から上ってくる階段のところに、見知った人影が立っていた。

　真さな愛えを真ん中に、ケータイで通話している早少女さおとめ、左手に何やら歪ゆがんだ塊を持った鷹たか奈な。そしてその後ろに並んでいるシュワルツェネッガーそっくりの人たちに引きずられている、犯人グループの残り二人。

「な、何だっ？」

「残念ね。あなたたちの目もく論ろ見みは、もう全部破は綻たんしているって事よ。途中からわたし──ううん、ボクたちが車で移動したのに気づかなかった？」

　早少女の唇から出たのは、さっきまでスピーカーから聞こえていたのと同じ声だった。

『さつきほしみ』の声は知っているはずの二ふ美みも、まさか『天てん弓きゆう院いんの偉い人』が早少女だとは気づかなかった。

　冷静に思い返せば、声色を極端に変えていた訳ではない。『たのしい大実験』や『なかよしベイビー』の子供っぽい作り声に比べれば早少女本人のナチュラルな発声と大差はない。口調や抑よく揚ようの違いで別人に見せかけ──『聞かせ』かけていたのだ。

　プロの技量への感動が、二美の恐怖さえかき消していた。

「ひ、人質が──」

　リーダーがそう口走った瞬間、鷹奈の身体からだが床を蹴けり、弾丸のようにダッシュした。

　一気に間合いを詰め、そのままの勢いで二美の側そばにいる男の一方に右パンチ。

　バギッ！

　吹き飛ばされた男はゴムボールのように軽々と飛ばされ、数メートル背後の壁に直撃。跳ね返って床に落ち、さらにバウンドして転がる。

　もう一人に反応する間さえ与えず、ミニスカートから伸びた鷹奈の脚が頭よりも高くスイングする。

　足の甲を側頭部に直撃させたまま振り抜かず、フックのように首を引っかけて垂直に顔面から床に叩たたきつける。

　グワンッ！

　はがれかけたリノリウムが、衝撃でめくれ上がる。

　男はそのまま大の字に広がり、二秒ほど痙けい攣れんしただけで動けなくなった。

「安心して。ちゃんと手加減したからね」

　笑いながら、鷹奈は左手に持っていた銀色の塊をリーダーめがけて放ほうり投げる。

　ガシャンと金属的な不協和音を立てて転がったそれには、歪んだナンバープレートが埋め込まれて──否、練り込まれていた。

　犯人グループが使っていたＲＶのバンパーである。

「な、な、な……、ゆ、許して……。ほ、ほら……何にもしてないし。な？」

　一人残されたリーダーは顔面蒼そう白はくで、ガタガタ震えながら、尻しり餅もちをついたままじりじり後ずさる。

「何もしていない？　よくもまあぬけぬけと。自由を奪い、怖がらせ、悲しませたではありませんか。わたくしの大切な方の大事な家族をこのように扱って、まさか無事で済すむと思ってますの？」

　微笑とも憤ふん怒ぬともつかない曖あい昧まいな顔。夜の湖面を思わせる暗く、静かで、透明な眼まな差ざしがリーダーを見下ろす。

「ひっ……っ！」

　真さな愛えと潰つぶされたバンパーを交互に見るリーダーの顔は、涙でぐじゃぐじゃだ。

「ご安心を。私刑にするつもりはありませんわ。まもなく、警察が到着します。司直の裁きを受けられる事を感謝なさい」

　口の端から泡を流しているリーダーと、倒れたまま動かない他の犯人を黒服のボディガードが拘束し、引きずっていく。

「大丈夫だった？」

　鷹たか奈なが膝ひざを折って、口のテープや手足を縛るロープを取り除く。

「わ……わぁ……っ！　たかなぁんっ！　あ～んっ！」

　恐怖のあまり抑えていた感情が、一気に堰せきを切る。抱きついて胸に顔を埋うずめて泣きじゃくると、鷹奈はそのまま優しく抱きしめて頭を撫なでてくれた。

「元気出して、二ふ美みちゃん。こういう事ってトラウマになるけど、自分の気持ち次第で乗り越えられる。ボクもそうだったもの」

「今回の事件、報道させないよう手を回しましょう。本来二美さんが関かかわるはずもない事件ですし、大おお事ごとにする必要はありませんもの。二美さんだって、お兄様を心配させたくはないでしょう？」

　早少女さおとめと真愛も、それぞれ励ましの声をかける。

　感謝を述べたいのだけど、嗚咽おえつのせいで上う手まく言葉が出ない。

「それにしても真愛、すごいね。こんな事件に巻き込まれても堂々としてて」

　場を和なごませようとしているのだろう。早少女が明るい声を出す。

「いいえ。ただ単に幼い頃ころから、誘ゆう拐かいされる危険というのを想定していただけですわ」

　しかし真愛の返答は静かなものだった。

「実際に関わるのはさすがに初めてですけれど、対処の仕方は学んでおります。おかしな話ですわよね。恋愛について考えた事はなくて、実際に当事者になると焦ってうろたえて、あらぬ事をしてしまうのに、こんな事態は頭の中で何度も予行演習済みで取り乱さずにいられるだなんて」

「でも、こういう言い方はちょっと不謹慎かも知れないけど、ボクはちょっと興奮したよ。ミスの許されない現場で、アドリブで演技するのって。いつもの仕事と違う特別な緊張感があって」

「あ、あたしも。もちろんそれなりに手加減はしたけどさ。悪い奴やつをぶっ飛ばすって気持ちいいし」

　二ふ美みの肩をぽんぽんと叩たたきながら、鷹たか奈なも同意する。

「やっぱりお二方には、才能や実力がありますのね。わたくしと違って」

「そうじゃないよ、真さな愛え！」

　早少女さおとめが真愛の肩をつかむ。

「演技がボクの才能で、格闘が鷹奈の実力だとしたら、人を使うのが真愛の能力でしょ？　今だってボクや鷹奈、それにボディガードの人たちにちゃんと指示を出して」

「そんなもの……ただ必要に迫られて後から身につけたものでしかありませんわ」

「それを言うなら、ボクのお芝居だって同じだよ。今のボクにはプロとしての力がある。それは胸を張って誇っても、謙けん遜そんなんかする事じゃない。実力のうち何パーセントが天性の才能で、何パーセントが後から身につけた分で、どれだけ環境の影響があったかなんて分解できないよ」

「そうそう。あたしなんか、真愛がいなかったらパニクっちゃって警察に電話するしかできなかったと思う」

　鷹奈も、真愛に向けてぐっと親指を立てた。

「……そうですか。わたくしは、そのように考えてもよろしいのでしょうか」

「うん、そうだよ。多分……一かず大ひろがこの場にいたら同じように言ったと思う」

「そうそう。カズは人のいいところを見つけるのが得意だし、あいつ自身努力家だから、他人が頑張ってるのはちゃんと評価するもん」

　少し考えてから早少女が口にした言葉に、鷹奈も同意した。

「それにね、真愛も鷹奈も聞いて。ボク、ちょっと分かった事がある」

　早少女の言葉を聞いた鷹奈の腕が緩む。抱きついていた二美も、自然に身体からだを離す。

「ワクワクしちゃいけない事でも、自分の力を──存在を思いっきり使う時には嬉うれしくなっちゃう。それって、多分恋も同じなんだ」

「恋も……同じ？」

「ボクたち、最初にお互いのニセ彼氏が一大だって知らない時──まだ一大に本気になってない時に、恋バナしちゃったよね。まるで本当に好きな人とつき合ってるみたいな口振りで」

「うん」

「ええ」

「あの時の気持ちを思いだしてみてよ。彼氏がいるっていう事を女の子同士でお喋しやべりする事そのものが楽しかったんじゃない？　ボクは、それが楽しかった」

「では、早少女さんは……ご自分の……わたくしたちの気持ちは噓うそだと仰おつしやいますの？　一かず大ひろ様が本当に好きなのではなく、ただ恋に恋をしていると？　そう言うのですか？」

「違うよ！」

　真さな愛えに言い返す言葉がボリュームを増す。

「本で読んだり、他人のを見て考えてるだけじゃ分からなかった。恋って、多分もっと意味が広いんだよ。あの人が好きっていう一番芯しんになっている部分だけじゃない。好きな人とイチャイチャしてるのを誰だれかに見せつけたいっていう気持ちとか──」

　早少女さおとめは、己の胸に手を当てる。

「好きな人に、自分の理想通りになって欲しい気持ちとか」

　視線を、真愛に向ける。

「好きな人のために、きれいになりたい気持ちとか」

　今度は鷹たか奈なを見る。

「そういうのを、全部ひっくるめたのが恋なんだ。単純に足したんじゃなくて、複雑に絡み合って溶け合って、一部分だけ取り出して真実だとか純粋で美しいとか言えないぐちゃぐちゃのものが」

　始まりは噓うそだった。

　気持ちが本当になった後は騙だまし合いと駆かけ引きが始まった。

　だから恋心の中に、ドロドロに濁にごって苦い成分が含まれているのは知っている。

　でも、それをフィルターで濾こした甘くて澄んだだけのものは──多分弱くて脆もろく、コクもない。

　紅茶やコーヒーの渋みや苦みは美味の一部。砂糖やミルクを加えてまろやかにする事は可能でも、タンニンやカフェインを取り除く訳にはいかない。

　新鮮な生の野菜や果物を絞ったジュースだからこそ、ドロリと喉のどに張り付くほど濃厚だ。さらさらと透明なのは、人工的な甘味料や香料でそれっぽくしているだけで栄養もない、ただの清涼飲料水。

「一かず大ひろが好きなだけじゃない。ボクは、一大を好きな自分がそうでない自分よりも好き。そして──一大を振り向かせたくて真愛や鷹奈を出し抜こうとしている自分が好き。勝ちたくて全力尽くしている自分が大好き！　相手に向ける『好き』だけじゃない。この『好き』を全部ひっくるめた気持ちが、恋なんだ」

「あたしも……分かるな。何となくだけど」

　鷹奈は軽いジャブの構えを取った。

「試合の相手ってさ、単純に言っちゃえば敵なんだよ。だけど同じ空手をやる仲間でもあるし『いい戦い』を作るためのパートナーって見方もできる。相手に信頼や敬意が全然なかったら、ちゃんとした本気の技なんて出せない。今の犯人をやっつける事も気持ちはいいけど、本当にいい勝負ができた時とは比べものにならないもん」

　鷹たか奈なの言葉に、真さな愛えも早少女さおとめも肯うなずく。

　その表情は、笑顔だ。

「……あたしがさっき内緒にして引っ張った事、全部言われちゃいましたね」

　ずっと聞いていた二ふ美みも、涙を拭ぬぐって笑う。

「あたし、みんなの話を聞いて……これって実はおにぃを囲んでみんなで取り合いしてるのを楽しんでるだけじゃないかと思ったんですけど……それ『だけ』じゃないんですね」

「真愛、鷹奈」

　早少女が両手を差し伸べながら一歩進み出る。

　それに答えて、鷹奈と真愛も同じように前へと歩み出す。

　互いの手と手が握にぎり合わされ、三人が輪を形作った。

「きちんとやりなおすっていうか──全力で競うのなら、もう一度ちゃんとスタートラインに並び直そうよ」

「うん。どうせなら気持ちいい勝負したいもんね」

「つまり、一かず大ひろ様にも事情を説明するという事ですわね」

　早少女の仕事や真愛の家の事情もあり、夏休みの残り数日では全員が顔を揃そろえるのは難しい。それに、頭では理解できても理屈と感情を一致させるにも準備期間が必要だ。

　二学期になってからなるべく早く都合をつけて四人で集まり、その場ではっきりと三人の想おもいを伝える。

　すべてはそれからだ。

　見つめ合う三人の顔は、奇妙なほど晴れやかだった。





エピローグ







「おにぃ、ありがとうね。迷惑もかけちゃったし」

　新幹線のホーム。

　やってきた時と同じＴシャツとミニスカート姿の二ふ美みがぺこりと頭を下げる。

「何だよ？　急にそんな殊勝になるとちょっと気味悪いぞ」

　思わぬ態度に、一かず大ひろは頭を搔かいた。

「いやー、おにぃもいろいろ苦労してるんだと思ってさ」

「まあ、分かればいいんだよ、うん」

　早少女さおとめが訪ねてきて鷹たか奈なと三人一緒に出かけた後から、二美が少ししおらしい。

　あの日は夕方早少女から電話があり、たまたま真さな愛えとも合流してみんなで盛り上がったので、そのまま早少女の家で一晩泊まったという事だ。

　兄としては中学生の外泊というのは気になったけれど、夏休みだし親の目が届かないところで羽を伸ばしたい気持ちも分かる。早少女のところで他の二人も一緒なら危険はないと判断もできた。

　全員揃そろったけど早少女が何も匂わせなかったという事は、ニセ彼女問題もバレずに済すんでいるという事だろうし。

　朝帰りした二美も何やら真面目まじめな表情だったし、年上三人に囲まれて天てん狗ぐの鼻が折れるような出来事があったのかも知れない。当人から言い出さない以上、深くは追求しないが。

「父さんたちにも、よろしくな。あ、それからオレと鷹奈の事は……」

「うんうん。大丈夫。ちゃんと秘密は守ります。おにぃがいろいろ苦労してるのも分かってるから」

　唇の前に指を一本立てて、ウインク。

　妙に含みのある言い方だ。

　まさかニセ恋人の件がバレたか？

　いや。さすがにそれはない。だったらもっと大騒ぎし、面白がって兄をからかうだろう。

　大体二美が真相を知るとしたら、全員揃ってお泊まりしたタイミングだから、それはつまり鷹奈や真愛にもバレちゃったという事になるではないか。

　そんな事態になっていたら、こんな風に平穏でいられるとは思えない。

　あの日に状況整理した通り、様々な厄介事が起きているはずなのだ。

「おにぃ……何、一人で肯うなずいてんの？」

「あ、いや。別に何でもないっ！」

　気づかないうちに、内心の納得が仕草に現れていたらしい。

　その時──。

「一かず大ひろーっ！」

　不意に名前を呼ばれて振り返る。

　早少女さおとめが手を振りながら走ってきた。夏らしい薄手の、レモン色のワンピース。膝ひざ丈たけのスカートがふわりと翻っている。

「どうしてここに？」

　びっくりしたのは一大だけではない。二ふ美みも、きょとんと目を丸くしている。

「二美ちゃんから帰る日聞いてたから。見送りにね」

　息を弾はずませ、額の汗をハンカチで拭ぬぐいながら答える。

「そ、そうか？　ありがとな」

「はい。これ、二美ちゃんに。むき出しで悪いけど、『幻げんソワ』のノベルティ」

　早少女が差し出したのは、雑誌の全員プレゼント用に作られたキャラクターがプリントされたマウスパッドだった。

「わぁ、ありがとうございますっ！　あ、そーだ。おにぃ、飲み物買ってきて。ペットボトルのお茶」

「ん？　まあ、別にいいけど。まだ発車まで時間あるしな」

「そっちじゃないの。向こうのメーカーの奴やつ」

　すぐ近くの売店に向かおうとした一大を呼び止めた二美が指さしたのはホームの端近くにある自販機だった。

「……お前、いつもはブランドとかにはこだわらないだろ」

「今日はそーいう気分なのっ！　お願いっ！」

「しゃあねえな。待ってろ。早少女、悪いけど妹の相手、頼むわ」

　少しはマシになったと思ったが、気まぐれでわがままな本性は急には変わらないらしい。苦笑しながら、一大は自販機へと向かった。




「で、何の話？」

　笑いながら、早少女が顔を寄せてくる。お茶を買いに行かせた真の目的にはすぐ気づいたらしい。

「早少女さんだけなんですか？　たかなんや真さな愛えさんは？」

　二学期から次のステージへ移ると三人で納得して決めたばかりだ。早少女だけが抜け駆がけするのは不自然だというのが二美の判断だ。

「ボクたちが態度決められたのは二美ちゃんのおかげでもあるからね。やっぱりお礼を言っておこうって事になって。最初はみんなで来て、この場で話そうかって意見もあったんだけどね」

　ところが今日は真さな愛えがまた家の事情で動きが取れない。

　早少女さおとめと鷹たか奈なの二人だけ、というのも不公平な感じがする。やっぱり近いうちにきちんと事情を打ち明けるとして、今日のところは公平にくじ引きで早少女が来る事に決まったのだという。

「そんな……あたし早少女さんたちの気持ちや事情もよく分かってないくせに、上から目線で偉そうな事言ってただけなのに感謝されるなんて……」

「ううん。本当にありがとうって言いたいの。ボクだけじゃなくて、鷹奈も真愛も。三人が友達なせいで、お互いに遠慮が必要ない部分とためらっちゃう部分が絡み合って手詰まりになってた。だけど誰だれもが最初の引き金を引くのを嫌がってたんだ。外から見た誰かがガツンと言ってくれないと駄目だったの」

「そう言ってもらえると……少し気持ちが楽になります」

　神様なんて信じない二ふ美みも、あの誘ゆう拐かい事件には天罰めいたものを感じる。

　軽率で思い上がっていて、他人の気持ちを理解できないくせに見透かしたような気になっている自分に、反省の機会が与えられたのだと。

「早少女さんが言うのとは逆に、当事者じゃなきゃ分かんない事もあるんですよね」

「おい。何の話してんだ？　当事者がどうとか」




　注文通りのお茶、それに自分と早少女の分としてショート缶のコーヒーを二本買って一かず大ひろが戻ってくると、二美と早少女が顔を寄せて話している最中だった。何をはばかっているのか、声を潜めているので細かい部分は聞き取れない。

「ん？　あたしもやっぱり自分で恋愛を経験しないと駄目かなーって思って」

　ぶっ！

　まだプルタブに指をかけただけで、コーヒーを飲み始める前でよかった。口に含んでいたら、豪快にスプレーするところだった。

「な、何を言うんだ、お前は？」

『恋愛を、形の上だけでも経験したい』というのはそもそも早少女がニセ彼氏を依頼した理由だ。まさかこっちの事情もバレてしまっているのか？

　思わず早少女に視線を向けるが、彼女は自然な笑顔に紛れさせて目め配くばせしただけ。

　少なくとも、不都合な事が起きたという態度ではない。

「だってほら、おにぃだってようやく彼女ができて楽しそうなんだもん。あたしもやっぱり見てるだけじゃなくて、自分で恋をするのもいいかなーって思っただけ」

　ふぅ。

　別にニセ彼女三連発の件が発覚した訳ではなさそうだ。

　安あん堵どし、一大は冷えた缶をおでこに当てる。

「まあ、彼氏作るなとは言わないけど、変な男に引っかかったりするなよ。お前、自分で思ってるより脇わきが甘いところがあるからな」

「大丈夫。最低基準はおにぃにするから」

「最低基準って何だよ？」

「おにぃより駄目で、不実で、カッコ悪い男の子は門前払いにするって事。言っとくけど、これでも誉ほめてるんだよ？」

「今までの態度を考えると、とてもそうは思えないけどなぁ……」

　そんな事を話してると、ちょうど新幹線がホームに入ってきた。

「じゃ、あたし行くね」

「気をつけろよ！　親父おやじたちにもよろしくな」

「うんうん。おにぃに彼女ができたのはちゃーんと秘密にするからー！　早少女さおとめさんも、お仕事とかいろいろ頑張ってねー」

　大きく手を振って乗車し、指定席に座って窓の向こうからまた小こ刻きざみに手を振っている。声は聞こえない。

　ほどなくアラームとアナウンスに続いて、新幹線は走り去った。

「……やれやれ。やっと帰ったか」

　苦笑し、大きくため息をつく。

「やっぱり疲れた？」

　額に柔らかいものが触れる。まだ残る汗を、早少女がハンカチで拭ぬぐってくれたのだ。

「ありがとな。まあ、ああいうトラブルメーカーだからな。早少女にもいろいろ迷惑かけてごめんな。急に泊めてもらったりして」

「別にいいよ。それに、しっかり『お兄さん』してる一かず大ひろって何だか新鮮だったし」

「そ、そうか？」

　自然と、肩を並べて歩き出す。

「ボクもこういう形でファンの声が聞けたのは貴重な体験だしね。子役時代はともかく、グラビアとかで見て気づかれちゃうんだから『幻げんソワ』が始まったら学校でもバレちゃうかもね」

「それがあったか」

　番組がスタートすればメディアでの露出も増える。今までのキッズ向け作品とは違って、校内のアニメファンに気づかれるリスクは高い。

「そうなったら、ニセ恋人の件はどうするんだ」

「どうしよっか。もうすぐ……終わりにした方がいいのかもね」

「あ、ああ……そうだな」

　喜ばしい事のはずなのに、一瞬言葉に詰まってしまう。

　他の二件とは違って、早少女さおとめとの関係は誰だれかに見せつけるためではない。彼女自身が十分に『恋愛気分』を体験し、取材できたと納得すればそれで完了なのだ。

　答をためらったのは、この関係をまだ続けていたいからなのか。一番人目が多い学校でニセから解放されれば、本当の彼女を作るチャンスはぐっと広がるはずなのに。

　自分で自分の気持ちが分からない。

　ぴたっ。

　戸惑う一かず大ひろの腕に、暖かく柔らかいものが触れた。

　早少女が、腕を絡めてきたのだ。

「お、おいっ？」

「いいでしょ。今のところは、ボクたち恋人なんだもん。もう少し……もう少しの間は、こんな風にしても」

　ただ腕と腕を組む、というのではない。

　早少女が一大の肘ひじを抱きしめ、肩に頭をもたせかけ、二の腕に頰ほおを寄せるような仕草だ。互いの身体からだをぴたりとくっつけて、駅の構内を歩いていく。

「そ、そうだな……。もう少しだけ、なら」

　いつまでも続く訳ではない、かりそめの関係。

　それは最初から分かっていた。

　早少女の口から告げられた以上、ゴールが近づいているのは確かな事なのだ。

　それでも、今はまだこの心地よい温ぬくもりに酔いしれていても許されるのではないか──一大は、そんな風に思った。







　そんな風に思っていたから、気づかなかった。





さらなるエピローグ（プロローグ？）







　最初は見間違いか、他人の空似かと思った。

　他の女性と腕を組んでいるはずはないのだから。

「まさか……」

　気にはなったが、本人を追いかけて問いつめるのはもちろん、立ち止まって確かめる余裕さえない。もうすぐ新幹線の発車時間だ。

　本州内の中長距離移動は鉄道が便利だが、時刻表に縛られるのはどうしようもない。

　しかし気になる。やはり今、女性と腕を組んで歩いていたのは八や木ぎ本もと一かず大ひろ──真さな愛えのバイト先の先輩であり、将来を前提につき合っている相手ではないか。

「どうしました、志し束づか様。お急ぎください」

「ええ。分かってるわ」

　さほど年の変わらない女性秘書に急せかされ、志束はヒールの靴音を高く響かせて足を早めた。彼女を囲む衛星のように、ボディガードも速度を上げる。

　今日から事業の打ち合わせなどのため、東北や北陸を巡めぐる事になる。志束が九く比ひ戸と市に戻るのは十日後の予定だ。

　その間、この問題を放置しておいていいのか？

　あの男が本当は不実な女たらしで、純真な真愛を騙だましているとしたら？

　今までは無礼と思って手控えていたが、身辺調査した方がいいのではないだろうか。

　ホームに入ってきたグリーン車に、志束は駆かけ込む。

　向かいには秘書、周囲にはボディガードが威圧感を放ちつつ腰を下ろす。

「どうかなさいましたか？」

　着席と同時にスマートフォンを取り出し、メールの用意をする志束に秘書が尋ねた。

「気にしないで。これは仕事とは別。ちょっとプライベートな事なの」

　そう。プライベートだ。

　ただし天てん弓きゆう院いんの家の者である以上、完全な『私事』というものはほとんど存在しない。

　その貴重にして神聖な領域を侵す者がいるのなら、毅き然ぜんとした態度で対処しなければならないのだ。

　家と財団を守るためにも。

　真愛自身を守るためにも。




「おい。あれ、さつきほしみじゃね？」

「どれどれ？」

　駅の中を歩いていた二人の男が、小声で話し合う。もっとも声を抑えてはいても、見知らぬ他人を指さすという不作法は隠そうともしていないが。

　そもそも彼らの意識では『他人』ではない。一方的に知っているし、向こうは芸能人、即すなわち『公共の存在』だ。

「お、ホントだ。間違いない」

　声優雑誌からスキャンした写真をケータイの画面に呼び出し、人ひと混ごみの向こうを歩いている女の子の、何かの弾はずみで一瞬振り返った笑顔と見比べる。

　名前が売れ始めたばかりで、写真はそれほど多くないが、とびきりの美少女。

　アイドル声優と言っても多くは作品やキャラの人気が先行し、役者が認知される。しかしさつきほしみは『幻げんソワ』オンエア前から数ページのグラビアだけで話題になっている。

　最初、ネットでは『顔だけだろ』という声もあったのだが、子供向けアニメで以前から活躍している実力派だと判明して、さらに注目が集まっていたのだ。

「……期待してたのに、実はもう男いるのかよ。幻滅」

「晒さらしちまおうぜ。この距離なら、撮っても気づかれないって」

「それいいな。ファンを裏切ったんだから、当然の報いだよな」

　芸能人は公人──自分たちの夢を叶かなえるべき存在であり、プライベートなどなくて当然。

　さつきほしみの笑みが『彼氏』に向けられ、横顔がはっきりと確認できるアングルでデジカメのシャッターが切られた。




「あ～あ、退屈ぅ」

　エアコンの効いた自室のベッドの上、桃もも乃のは所在なくケータイをいじっていた。

　今日は、空手部も休み。夏休み中は愛いとしの鷹たか奈なが現れないが、サボって腕が落ち、稽けい古こについて行けないようになると鷹奈と一緒にいられなくなる。

　だから空手初心者の桃乃としてはターゲットの不在を承知の上で、練習のある日は欠かさず登校しているのだ。

　ただ、そのせいで部活がない日は妙に暇をもてあまし気味になってしまう。夏休みの宿題ももう全部片付けてしまったし。

「ほへ？」

　何の気なしにリンクをたどっていたら、ツイッターのまとめサイトで手が止まる。

　一枚の写真が、いきなり心のフィルターに引っかかったのだ。

「ま、まさかこれはあのにっくき一五画男？」

　隠し撮りらしくピントの甘い写真、しかもケータイの小さな画面だが、桃乃の意識は敏感に『敵』に反応した。

　愛する鷹奈に接近する幼なじみの男だ。

「……どうしてあいつが他の女子とデートを？　はっ、これは一五画男はこの女とくっついてしまい、傷心のおねーさまをこの桃もも乃のが慰なぐさめるという千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス？」

　ガバッ！

　きらきらと期待に瞳ひとみを輝かせ、ベッドから跳ね起きる。

　ページのタイトルは『現役高校生新人声優・さつきほしみに既すでに彼氏がいた件』。















あとがき







　ドラマＣＤ化に続き『ＭＦ文庫Ｊｕ!!』や『うたＪ』のラインナップに加えていただいたりと嬉うれしい事続きの本作ですが、遂にコミック化される事になりました！

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんのデジタルコミック誌『エイジプレミアム』11月号から連載スタート！

　作者は渡わたり真まさ仁ひとさん！

　すべては読者の皆様の応援のおかげです。ありがとうございます。

　ちょっと口幅ったい言い方になりますけど、僕はこの作品を小説ラノベとしてベストの仕上がりを目指して書いています。言い換えれば、ストーリーやキャラは基本的に同じでもマンガなどに媒体メデイアが変われば、当然最適の表現も変わるはず。

　それは単に絵が付くというだけでなく、読者の視界に一瞬でどれだけの量の情報が提示されるのか、先の展開がどこまではっきりしているのか、一回ごとの『まとまり』としてどこで話が区切られるのかと言った要素が全部異なる訳ですから、エピソードを見せる順番や見せ方、重要さの配分も違う訳です。

　またラノベではどうしてもイラストの枚数が限られるため、せっかくプリンプリンさんがデザインしたのにビジュアルとしての出番に恵まれないキャラも多かったのですけど、コミック化で改めて日の目を見る事になります。ややこしいラノベ論は抜きにして、これは僕としても単純に嬉しかったり。

　ネームの段階でも既すでにキャラの動きややりとりなど、単に原作をなぞるだけでない渡さんによる『マンガとしてのベスト』を追求したものである事が伝わってきます。

　この楽しさを、読者の皆さんも味わっていただければ幸いです。




　もちろん本編だって負けてはいられません。

　あとがきから先に読む方のために詳細は伏せますけれど、今回早少女さおとめが出した結論というかたどり着いた恋愛観は、当初『シリーズ全体のクライマックス』でどどーんと使うつもりでした。

　ところが筆が走ったというかキャラが膨ふくらんだというか、このタイミングで切り出す事になってしまったのです！

　正直なところこれは作者としては完全に予想外。

　ここから先は想定していない未知の領域です。

　一かず大ひろや早少女、鷹たか奈な、真さな愛えたちと一緒に、地図のない恋の大海へこぎ出して行く羽目になりました。

　別の言い方をすれば作品が新たな地平、新たな次元に踏み込めたという事です。

　これは僕個人の力というより、読者の皆様の反響や担当Ｋさんのアドバイスあっての事です。一人だけで思うままに物語を進めてたら、この結論を箱に入れたまま大事にとっておいて、途中のエピソードをいろいろと引き延ばす構成になっていたでしょうね。




　その担当Ｋさんですが、今回は新たな勇者伝説が生まれました。

　実は第一稿の時点では、ページ数が少々規定の量に届いていませんでした。

　そこでＫさんがいきなり『ここにシャワーシーンを入れましょう！』と提案。

　そう、既すでに本文を読んだ方ならお分かりのあのシーンです。

　確かに話題のつながり的に入れられない事もない。というか、ここを逃すと新キャラの美お味いしい場面が不足気味。

　しかしこれは単に入浴の場面を追加するだけではなく、情報を小出しにするタイミングとか視点の切り替えとか、実は前後かなりのページにまで影響が及ぶ結構面倒くさい修正になるのではないか？

　ええい、こっちだってこれでもプロ！

　読者の皆さんのためにに少しでもサービスを追加しようというＫさんの編集魂を受けて立たずにどうする！

　という訳でああなった次第です。

　熱い真夏の、熱い打ち合わせの一コマでした。




　最後に。

　今回ラストでああいうヒキにしておいて何ですが、プリンプリンさんがご出産（おめでとうございます！）という事で次巻は年度末くらいになります。

　間が空いてしまう分、じっくり時間をかけて内容を練り込みますからご期待を。

　では、ちょっとの間お別れです。

　小説本編が止まっている間、コミック版に一層の応援をよろしくお願いします！








二〇一二年夏　　岸きし杯はい也や











　著者

　岸 杯也（きし・はいや）

　　カモ目カモ科ハクチョウ属に属する。

　　通常この属で最大のものは全長１５０～１８０センチのナキハクチョウとだと言われているが、なんとこの固体は大人１８０人が乗れる驚異のサイズ。その代わりに空は飛べない。

　　確認されているのは一固体だけだが、特に絶滅危惧種ではないらしい。




　イラストレーター

　プリンプリン

　　私事で恐縮ですが、今秋に出産予定の為、

　　来年頭頃までお仕事をお休みさせていただきます。

　　出来るだけ早めに復帰できるよう頑張ります！




　　代表作

　　ぷれいぶっ！（電撃文庫）　挿絵

















　　カバー・口絵・本文イラスト／プリンプリン

　　装丁／清水大輔（design CREST）
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